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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「運命の分かれ目はいつも些さ細さいなことです。たとえばお城の鐘かねで少し早く目を覚ましたとか、馬車の前を横切ろうとして足を止めたとか、ロウソクの火をきちんと消さなかったとか……通りすぎたことにも気がつかないような、そんな分かれ目で人の運命は大きく変わってしまいます。

　死んでしまった人たちは決して戻ってきません。そして、生き残った人間のすることはいつも同じです……目の前の光景に立ちすくんで、同じ顔つきをして、同じことを考えるんです。

　一体どうして、一体誰だれのせいで、こんなことになったんだろうって」





─────『アバディーン戦せん役えき難なん民みん記き』アナ・リンケの証言より









　　　序章







　かつて人類は機械とともにあった。

　機械の文明が滅び、暗黒の時代が訪れた。

　竜りゆうが現れて、人類を暗黒から救った。

　以来、人類の世界は竜とともにある──。




　フレスコ画はいくつかの区画に分かれており、人類のおおまかな歴史を追う内容になっていた。人類が巨大な機械の塔に住む場面から始まり、巨大な竜の翼つばさが傘かさのように人々の頭上を覆おおう場面で終わっている。

　大広間に集まった来らい賓ひんたちは、感かん嘆たんの表情を浮かべてその絵を見上げている。

　色とりどりの幾ア何ラ学ベ模ス様クと透かし彫りで飾られた側そく壁へき、磨みがき上げられた大だい理り石せきのタイルを敷き詰めた床、吹き抜けの高い天井に吊つられた王冠型のシャンデリア──王城の大広間はアバディーン王国が誇る伝統文化の結晶だった。

　国王が大広間の玉座につくと同時に、式典の開始を告げるホルンが鳴った。来らい賓ひんたちは我に返ったように玉座に視線を向けた。

「余よは第三十四代アバディーン国王、マキシム・アバディーンである」

　赤い髪に紫むらさきの瞳ひとみを持つ壮そう年ねんの王の声が朗ろう々ろうと大広間に響ひびき渡る。

　アバディーン王国はレガリオン大陸沿岸の島国の一つで、長い歴史を持つ豊かな農業国だった。マキシム王はこの二十年間、手堅いが変化に乏しいやり方でこの国を治めてきた。

「本日の式典にご列席いただいた諸しよ兄けいに、この国を預かる者として感謝の意を表する。わが王家は竜りゆうの調停以来、七百年の長きにわたりこの辺境の地に巌いわおのごとくあり続けてきた……」

　重々しく古風な口こう上じようが続く中で、壁かべ際ぎわの側柱の前で冴さえない風ふう貌ぼうの中年男が居心地悪そうに肩を揺らす。彼は王家に仕える家庭教師だった。本来なら列席を許される身分ではなく、ひどく場違いな気分を味わっていた。

　今日の式典では次の王位継承者が正式に指名される予定だ。要は次の王のお披ひ露ろ目めであった。家庭教師が招待されたのは、王子たちを教育した功績が認められてのことだった。

　他ほかの来賓たちは海ユ洋ニ連オ合ン加盟国からの外交使節だった。彼らはアバディーン王国で数十年に一度の式典に列席するために、世界中から集まってきていた。唯一、海ユ洋ニ連オ合ンと対立するレガリオン帝国だけは祝い状一つ寄よ越こさずに沈黙を貫つらぬいた。

　もっとも、科学技術の進んだレガリオンの人間が来国すれば、この王国の古めかしさに苦笑するかもしれない。同盟国ですら導入しつつある機械文明の大半を、マキシム王は未いまだに拒絶し続けている。「竜に守られた世界に複雑な機械など要いらない」が彼の見解で、それは歴代の王たちの方針でもあった。

　この王城にはガス灯も蒸気釜ボイラーもない。王族の移動は未だに馬車と帆船だけだ。かろうじて国防軍の一部に新式の長銃や蒸気船の所有を許していたが、それ以外は旧文明の滅んだ七百年前とほとんど変わらないと言ってよかった。

「……わが長男、ヴィクトル・アバディーンをわが後継者として正式に認めるものである」

　家庭教師の近くにあるアーチ形の扉が開き、正装に身を包んだ十二、三歳の少年が現れる。小柄だが隙すきのない立ち居振る舞い。赤い髪と紫色の瞳は、この国の王家に伝わる身体的な特徴だ。

（ヴィクトル・アバディーン王子）

　教え子の凜り々りしい姿に、家庭教師はつい目を細めた。長い教師生活の中でヴィクトルは最も優秀な生徒だった。数ヶ国もの言語をあっさりと習得し、複雑な数式の解法を瞬しゆん時じに理解し、この千年の人類の歴史も完全に暗記してしまう──欠点があるとしたら家庭教師のやりがいを奪うばうことぐらいだろうか。

　海ユ洋ニ連オ合ン側の世界で最も入学が困難な、竜騎士ドラグーン養成施設・騎士学院グランデコルへの入学資格もわずか十歳で取得している。陳ちん腐ぷな表現はしたくないが、この王子ほど「神童」という形容が似合う者はいない。

　性格も穏おん和わで忍耐強いが、決断力も同時に兼ね備えている。為い政せい者しやとしては申し分のない資質を備えていた。

　歴代の王子の中でいささか早い後継者の指名にも、誰だれ一人として異議を唱えなかった。それは次代の若く英明な王なら、伝統を守りつつ機械文明を取り入れてくれるはずだ、という期待を臣下たちが抱いだいていたせいでもある。

　来らい賓ひんたちの拍手を受けながら、ヴィクトルは玉座の前でひざまずいて頭こうべを垂れる。続いて王位継承者の証あかしである、竜りゆう鱗りんで作られた宝剣を授かることになっている。家庭教師はつま先立ちで少しでもよく見ようとする。

「……先生。ブレロ先生」

　突然、小さな声で呼びかけられた。ぎょっと振り向くと、小柄な少年が立っている。赤い髪と紫むらさき色いろの瞳ひとみ。地味な色合いの礼服と、寝ぐせを無理にポマードでなでつけたような髪型を除けば、体つきも顔つきも玉座の前にいるヴィクトル王子にそっくりだった。

「ジャン様、なにをなさっているんですか？」

　つい説教めいた口調になる。もう一人の生徒であるヴィクトルの双子の弟・ジャンだった。

「王家の方は玉座の近くに立つはずでしょう。外国からいらした使節の方々に、ジャン様も式典の後でご挨あい拶さつをしなければ……ちゃんと聞いてますか？」

　あまり聞いていない。きょろきょろとあたりを見回している。家庭教師はこっそりため息をついた。

　ジャンはヴィクトルと違って手のかかる生徒だった。授業の最中は落ち着きがなく、何度言い聞かせたことも次の日には忘れている。剣術はそれなりに吞のみ込みが早いが、勉学の成績はどうひいき目に見ても平均以下だった。

「いいですか、ジャン様。今日はとても大事な式典です。ですから、粗そ相そうがないように」

「これ替えてきた方がいい？　なんか間違えちゃったんだけど」

　おそるおそる、といった調子でジャンは折り目のついたズボンの裾すそを持ち上げる。家庭教師はめまいに襲おそわれた。右足は光こう沢たくのある正装の革かわ靴ぐつだが、左足は普段はいている質素な布靴だった。「間違えちゃった」では済まない。来賓たちと挨拶する時に気づかれたら大恥をかくだろう。ジャンだけではなく、この国の王家そのものが。今行われているのは国の威い信しんをかけた式典なのだ。身なり一つでもなおざりにできない。

「今まで気がつかなかったんですか？」

「うん……ごめん」

　素直に王子は謝った。敬語を使いなさい、「うん」ではなく「はい」──怒ど濤とうの説教が喉のど元もとまで出かかったが、今はそれどころではない。どうすべきか素早く考えを巡らせた。式典はまだしばらく終わる様子はない。来賓たちの視線は玉座の方に集中していて、自分たちに注目している者は誰だれもいなかった。

「急いで寝室に行って、靴くつを替えてきなさい」

　声を和やわらげて耳元で囁ささやくと、軽く背中を叩たたいて促うながした。

「分かった。すぐ行ってくる」

　ジャンはにっこりうなずいて、出入り口に向かって元気よく走り出す。説教されなかったことにほっとしているらしい。

（……しょうがない子だ）

　家庭教師は苦笑した。彼はジャンに愛情を持っている。確かにヴィクトルと比べれば凡ぼん庸ようだし、どうしても欠点が目についてしまう。しかし、素直さや馬ば鹿か正直さは彼の長所だった。今のように失敗をしても、言い訳を口にしたり誰かに責任をなすりつけたりしない。敵を作りにくい性格だった。

　実際、ヴィクトルとの仲もとても良く、兄弟二人で城下へこっそり遊びに行くことがある。口では説教していたものの、そういう繫つながりの強さは今後必要になると思っていた。王位継承者が確定したとはいえ、二人の王子が同い年であることはこの国の不安定要因だ。

　マキシム王もそれを心得ていたのか、今までジャン王子を公式の式典に列席させたり、外国を訪問させたことはほとんどない。外国の人々──いや、この国の民たみですら、王子が二人いることはともかく、二人が双子だということを知る者はあまりいないはずだ。

「……わが子ヴィクトルには、初代国王より伝えられる竜りゆう鱗りんの短剣を授ける……汝なんじ、この剣を受け取るか？」

　玉座の方からは王の口こう上じようが聞こえてくる。その前にひざまずくヴィクトルは、わずかに顔を上げて答えた。

「謹つつしんで拝受いたします、国王」

　凜り々りしい声が大広間に響ひびき渡った。家庭教師はちらりと出入り口を振り返る。扉の先の回廊にいるジャンが、窓を開けて中庭へと飛び出していくところだった。あ、と家庭教師は声を上げそうになった。

（まったく、行ぎよう儀ぎの悪い……）

　近道をするつもりだ。確かに王子の自室のある棟むねには中庭を突っ切った方が近いが、来らい賓ひんに見られたらどうするのか。さっきの靴の件といい、後でたっぷり説教をする必要がある。今はなるべく早く戻ってくることを祈るばかりだ──。

　家庭教師は扉の外に意識を向けながら、式典の進行する玉座に目を戻そうとした。

　突然、大広間が轟ごう音おんとともに激しく震ふるえ、巨大な黒いものが頭上から降り注いできた。

　なにが起こったのか確かめる余裕もなく、彼の意識は永遠にとぎれた。




　ジャンは夢を見ていた。

　式典の始まる少し前、兄のいる控えの間に顔を出した時の夢だった。

「ジャンだから言うけど、ちょっと緊きん張ちようしてるんだ」

　ヴィクトルはジャンに言う。部屋の中にいるのは兄弟二人だけだった。

「兄さんが緊張？　ホントに？」

　ジャンは目を丸くした。声はいつもとまったく変わりない。

「ぼくだって緊張ぐらいするよ」

　ヴィクトルは苦笑しながら左の手のひらをジャンに向けた。小刻みに震ふるえている。本当に「緊張」しているらしい。

「今日は失敗したら大変なことになるし」

「大だい丈じよう夫ぶだって。兄さんならやれるよ」

　ジャンはにっこりと笑いかけた。しかし、ヴィクトルの表情はそれでも晴れない。ジャンは右手を上げて、ヴィクトルの左手と合わせる。二人はちょうど鏡を挟はさんだように向かい合った。手のひらを通して相手の震えが伝わってくる。

　ヴィクトルがこういう顔を見せるのはジャンだけだ。二人には母親がいない。幼い頃ころに病気で亡なくなってしまった。父のマキシムは後妻を迎えなかったので、父に言えないことは兄弟二人で分かち合ってきた。

　しばらくすると震えは少しずつ治まっていった。
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「……ジャン」

　と、ヴィクトルはつぶやいた。

「式典の間、なるべくぼくから見えるところに立っててくれないか？　ジャンの顔が見えたら、安心できそうな気がする」

　性格は違っても、お互いが分身のようなものだ。頼みを聞くのは当然だった。

「うん、分かった」

　と、ジャンはうなずいた。




　目を覚まして最初に気づいたのは、なにかが焦こげるような異い臭しゆうだった。中庭の芝しば生ふを突っ切っている時、背後から生暖かい突風が吹いたところまでは憶おぼえている。ジャンは細い枝葉が絡からみ合う灌かん木ぼくの根元に倒れていた。頰ほおや腕のあちこちがひりひりと痛む。

（……靴くつ、はきかえてこなきゃ）

　なるべく早く大広間へ戻って、ヴィクトルとの約束を果たさなければ。自分がどれぐらいの時間を無む駄だにしたか、それだけが気がかりだった。肘ひじを使って灌木の下から這はいだすと、ぱちぱちと音を立てて赤い火花が降ってきた。

「……え？」

　あたりの光景は一変していた。王城の尖せん塔とうが半ばから折れ、巨大な煙突のように黒煙を噴き上げている。割れた窓の向こうには赤い炎の舌が蠢うごめいている。建物のそばに植えられたオリーブの木々にも燃え移り、中庭はベールがかかったように見通しが悪かった。

　芝生の上にはガラスや白い壁かべ石いしのかけらが散乱している。その中に金属の小さな筒のようなものがいくつも混じっていた。手で触れると奇妙に温かい──なんだっけこれ。

　突然、ジャンの背中が震ふるえ始めた。

（薬やつ莢きよう、だったっけ）

　最近、城の衛兵たちが持っている新式の長銃を撃つとこれが出て来る。混乱する頭の片隅で小さな声がする。これは火事なんかじゃない。もっと大変なことが起こったんだ。銃をたくさん撃つようなことが。

　黒い恐怖が喉のどまでせり上がってくる。さっきまでこの城に満ちていた、大勢の人間の気配がまるで感じられなかった。人の声も足音もまったく聞こえない。彼は不吉な予感に急せかされるように走り出した。

（父上……兄さん……先生……）

　今、どうしているのだろう。さっき飛び出してきた窓に帰りつく。ガラスだけではなく、窓枠ごと破壊されて散乱している。ジャンは桟さんに手をかけて、より濃い煙の漂ただよう回廊に降り立った。

　壁にも天井にも無数の穴が開いており、壁かべ際ぎわに飾られていた白はく磁じの竜りゆうの像がこなごなに砕けていた。熱気が肌はだにまとわりつき、煙が目に突き刺さってくる。

　ごほごほ咳せきこみながら、大広間の扉に近づいていった。不意になにかが靴くつの先にぶつかって、床に両手をつきそうになる。涙を拭ふきながら床を見下ろすと、扉のそばに長銃を手にした衛兵が全身を血に染めて倒れていた。

「ひっ！」

　ジャンは短い悲鳴を上げた。軍服の胸元に開いた丸い穴から、ぬめぬめした血液が泉のように噴き出している。誰だれかに銃で撃たれたのだ。でも、一体誰に。どうして。

　ジャンは顔を上げて大広間への扉を見つめる。さっきと違って、両開きの二枚の扉はほとんど閉じていた。その隙すき間まから信じられないほどまばゆい光が廊下に射さしこんできている。いくら昼間であっても、大広間がこんな風に明るいはずがない。

　扉の向こうに得え体たいの知れない別世界が広がっている気がする。覗のぞきたくなかったが、この向こうに自分の家族がいるはずだ。慎重に隙間に目を近づけていった。

「あ……」

　ジャンは絶句した。最初に見えたのは青空だった。物心ついた時から見慣れていた、世界の成り立ちを描えがいたフレスコ画はどこにもない。壮そう麗れいな装飾の内うち壁かべも崩れ落ち、部屋というよりは壊れかけた石の箱のようだった。大小のガレキが降り積もった床のあちこちから、人間の手や髪の毛や服の切れ端がしぶとい雑草のように顔を覗かせていた。

　地面がぐらぐら揺れているようだった。ついさっきまで式典が行われていて、大勢の人たちがいた。もちろん、父も、兄も、先生も、ここに。

「……ウソだ」

　自分自身の考えを必死に打ち消した。きっとなにかの間違いだ。ここが大広間のはずはない。きっとどこか別の部屋だ。

「違う……違う……違う……」

　ぶつぶつと口の中でつぶやき続ける。なにがあったのかこれ以上知りたくない。扉を開けることを心が拒否していた。

　扉とは反対側の奥で、なにかがぎしりと音を立てる。

　今までガレキの一部だと思われていた金属の固まりが動いていた。よく見ると単眼を埋めこまれた顔らしきものがあり、背中には畳たたまれた二枚の翼つばさがあり、いくつもの関節に区切られた長い尾があった。

　金属の部品で作られた、機械の竜りゆうだった。

　こんな精せい巧こうな機械など、生まれてから一度も目にしたことがない。今、見ているものが現実だとはとても思えなかった。

　機械のかげから細身の人影が現れる。ぴったりと体に合った黒い服を身につけ、胸や手足を金属の装甲で覆おおっている。つやのある黒髪を背中まで伸ばした若い女だ。機械の一種らしい大きな髪留めが光っていた。底光りする黒い瞳ひとみが油断なくあたりを見回す。まったく見覚えのない顔だった。

　不意にジャンは空を舞ういくつもの影に気づいた。ガレキの竜りゆうとまったく同じものが、城の上を十体ほど旋回している。

（……空を、飛んでる）

　目の前の光景がますます現実から遠ざかっていく。空を飛ぶ機械など想像を絶していた。

　そのうちの一体が降下してきて、女の前に着地した。背中には彼女と同じような服装の男が乗っている。

「地上部隊は？」

「城内の掃そう討とうを完了し、海岸の合流地まで撤てつ退たいしました」

「そうか」

　女は満足げにうなずいた。

「では、後は焼き払うだけだな」

　話の内容をまったく理解できないまま、ジャンは女の右手を凝ぎよう視ししていた。いつのまに拾い上げたのか、血にまみれた短剣を無む造ぞう作さに握っていた。

　虹にじ色いろに輝く細い刃やいば。

　それは竜りゆう鱗りんの短剣だった。

　式典で父が兄に授けることになっていた、正式な王位継承者の証あかし。二人のどちらが持っているにせよ、手放すことなど絶対にありえない──命がある限りは。

　意識を失いそうになって、ジャンは扉の把とつ手てを握りしめた。じわじわと冷たい確信が這はい上ってくる。

　父上や兄さんは、あの下に埋まってる。

　みんな、あの女がやったんだ。

　女は短剣を持ったまま、悠ゆう然ぜんと竜の背中に乗った。大きな丸い眼めが光を帯び、二枚の翼つばさが大きく羽ばたいた。一陣の旋つむじ風かぜが吹きつけ、ジャンの視界が一いつ瞬しゆん奪うばわれる。

　目を開けた時、女の乗る機械の竜は破壊された天井の上で静止していた。他ほかの竜たちも旋回をやめ、彼女の左右に一列に並ぶ。鈍にび色いろの顎あぎとが次々と大きく開いていく。彼らの周囲の空気が陽かげ炎ろうのように歪ゆがみ始めた。

「……あ」

　呆ぼう然ぜんと見つめていたジャンの口から、小さな声が洩もれた。

　竜の体内からアバディーン城に向かって激しい炎が吐き出された。半壊の王城は断だん末まつ魔まめいた軋きしみに包まれる。ジャンの立っている場所に向かって、回廊の両側から灼しやく熱ねつの塊かたまりがうねりながら近づいてきた。




　その日、アバディーン王国はこの地上から消滅した。
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　出窓の向こうには青白い満月が浮かんでいる。

　アナは毛布を口元まで上げて、眼鏡めがね越しに部屋の中を見回した。太い梁はりに支えられた斜めの天井が、ロウソクに照らされて揺らめいている。

　彼女がいるのは孤児院の屋根裏部屋だ。壁かべに沿って子供用の小さなベッドが並んでいる。アナたちのような幼い子供はもう寝る時間だった。

　外からかすかに波の砕ける音が聞こえた。孤児院は島の端の崖がけの上にあった。

「……『むかしむかし、このほしには五つの大りくがあったといわれています。そのすべてにたくさんの人げんがすんでいました。人げんはきかいをめしつかいにしていました。くもまでとどくようなたかいたてものにすんで、月や海のそこにいけるようなのりものまでもっていたといいます』」

　棒読みを中断して、十五、六歳の少年がちらりと目を上げる。出窓のそばの椅い子すに腰かけて、『人げんとりゅうのれきし』という子供向けの本を広げていた。一番近くのベッドにいるアナは、彼の顔を見上げる。

「……まだ読んで欲しいか？」

　彼はうんざりしたような声で言った。もう夜よ更ふけだというのに髪には寝ぐせが残っていた。身につけているシャツやズボンも着古した地味なもので、あまり外見に気を遣つかうたちではないらしい。ただ、よく見ると顔立ちは整っているし、きれいな赤い髪の毛も似合っている。

「もうちょっと読んでー」

　子供たちがいくらか眠たげに合唱すると、少年はますます顔をしかめた。

「早く寝ろよお前ら。朝になっちまうじゃねえか」

　ぶつぶつ言いながらも、再びページに目を落とす。

「ったく、どこが面おも白しれえんだこんな本……」

　アナたちは再びベッドの中で聞き耳を立てた。正直に言って、本の内容は面白くもなんともない。眠るまでこの声を聞きたいだけだ。

　口では文句を言っていても、本当はとても優やさしい。最後の一人が眠るまでは絶対に朗ろう読どくをやめない。アナたちが夜に怯おびえやすいことを誰だれよりもよく分かってくれている。皆、この少年が大好きだった。




　アナたちは三年前に滅ぼされたアバディーン王国の戦災孤児だ。孤児院は彼女たちの故郷から見て北の海に浮かぶフリデク王国にある。フリデクは小さな島国だが、アナたちのような親のないアバディーンの子供が大勢住んでいた。

「……『千ねんまえ、とても大きな地しんがおこりました。大りくのうちの三つが、まるでクッキーのようにばらばらになって、海にしずんでしまったのです。人げんのつくったたくさんのたてものやきかいも、なにもかもこわれてしまいました。少なくなってしまった土地を、人げんたちはうばい合うようになりました』」

　一本調子の朗読はいつまでも続く。気がつくと周囲から寝息以外はなにも聞こえなくなっていた。起きているのはこの中で一番幼いアナだけだった。

「『そのとき、どこからともなくりゅうたちがあらわれて、人げんたちのあらそいをやめさせてしまいました。りゅうたちは人げんたちにひとつのやくそくをしました。これからもずっと人げんたちを見まもりつづける、と……東のはずれの大りくにあるりゅうのくにから、大ぜいの若いめすがやってきて、心ただしい男の人げんとけいやくをします。その人げんはきしとよばれ、りゅうと一しょにせかいをまもりつづけるのです』」

　ふと、アナは大きすぎる眼鏡めがねのつるにそっと触れた。悲しい気持ちになった時の癖くせだった。

「……でも、竜騎士ドラグーンはアバディーンを守ってくれなかったわ」

　彼女は小さくつぶやいた。

「帝国軍が攻めてきた時。わたしのうちも、焼けちゃった」

　この眼鏡めがねにレンズは入っていない。もともと仕立て職人だった父の使っていたものだ。アナの持っているたった一つの形見で、眠る時も決して外さないことにしている。帝国軍に火をつけられた家から家財道具を運ぼうとして、両親は命を落としてしまった。

　かすかな衣きぬずれの後で、軽く頭を撫なでられる。大きくて硬い手だった。もう忘れかけた父の手に少し似ている。紫むらさき色いろの瞳ひとみがじっとアナを見つめていた。

「急に攻めてきたから、竜騎士ドラグーンも間に合わなかったんだろ」

　長い沈黙の後で、赤毛の少年──ジャンは低い声で言った。

「レガリオンのあの女が、それだけ悪い奴やつだったんだ」

　ぎりっと小さな音が聞こえる。ジャンは暗がりの中で歯を食いしばっていた。

「……だれのこと？」

　返事はかえってこなかった。時々、ジャンはとても怒っているように見える。だいたいは剣の稽けい古こをしている最中で、話しかけるのが少し怖い。どこの誰だれに怒っているのか、尋たずねても絶対答えてくれなかった。

　そういえば、戦争前にアバディーン王国のどこに住んでいたのか、ジャンの口から一度も聞いたことがない。「いい家」に生まれ育ったことは間違いなかった。初めて会った時のジャンは薄汚れていたけれど、仕立てのいい晴れ着を身につけていたし、言葉遣づかいも今みたいに乱暴ではなかった。父の店にきれいな服を注文しに来ていた、いつも誰かに世話をされている人たちの匂においがした。

　もしアバディーン王国が滅びなければ、一生話すこともなかったかもしれない。

　自分たちの住む世界が、あんな風にまったく変わってしまわなければ。




　この世界には三つの勢力圏がある。

　西の大陸国のレガリオン帝国、東の大陸国である竜帝国シヤンバラ。そして、その両国以外の世界中に点在する小国群が海ユ洋ニ連オ合ンだ。

　惑星規模の異変である大破局エンドロールの後、世界が三分された原因は竜りゆう族ぞくの出現だった。強きよう靱じんな鱗うろこに包まれた巨きよ軀くに天かける翼つばさを生やし、それぞれが竜ル気ンと呼ばれる特殊な能力を秘めている。普段は人間と変わらぬ姿で生活し、人間を間近で見守る存在。

　彼らがどこから現れたのか、歴史はまったく語らない。大破局エンドロール以前に実在した痕こん跡せきは一切存在せず、竜たち自身もどこからやって来たのか知らないらしい。

　人間たちの諍いさかいを解決するために、どこか異世界から現れたと一般的には解釈されている。より想像力の高い人間は別の説も唱えている──危機に瀕ひんした人間たちの切望が「奇跡」を生み、神話や伝承の中の生物が現実のものとなった、と。

　竜騎士ドラグーン制度は国家間の争いを解決するために作られたものだ。専門の学院に通って修練を積み、海ユ洋ニ連オ合ンから正式な称号を授かった騎き士しと騎き竜りゆうは、諸国で発生した紛争に独自の判断で介入し、武力で解決する権限を持っている。つまりは警察と軍隊を兼ねたような存在だった。

　人間は誰だれでも竜ル気ンを取りこむための「器うつわ」である竜脈ナーデイを持っている。契約によって人間は竜の強大な力の使い手となる。契約によって結ばれた騎士と騎竜は、それぞれ単身で戦うよりもはるかに強い。

　海ユ洋ニ連オ合ンでの竜の存在は大きく、どこから現れたかいちいち疑問を持つ者はあまりいない。「とにかく目の前に存在する」として受け入れていた。

　しかし、レガリオン帝国の人々は違う。大半は旧文明の機械を信仰するマキナ教徒で、竜を「いるはずがない」不自然なものと見なしている。彼らは竜の存在する現実の方が間違っていると信じこんでいるらしい。かつてのように人類が世界の覇は者しやとなり、竜ではなく機械とともに生きる世界の復活を主張し続けていた。

　ここ数十年、レガリオン帝国は科学技術と工業力をひたすら向上させてきた。その「成果」がいかんなく発揮されたのが、三年前の突然のアバディーン王国侵攻だった。

　帝国軍はこの戦争で竜に似せて作られた人工の飛行兵器「機甲竜ヒユドラ」を初めて投入した。侵攻後すぐに機甲竜ヒユドラ部隊に王城が焼き払われ、首都サン・クレルはほんの数時間で陥落した。

　もともとの軍事力が絶望的にかけ離れていた上に、アバディーン軍は開戦をまったく想定していなかった。アバディーン王国は海ユ洋ニ連オ合ンに属する辺境国で、レガリオン大陸に近い位置にあったが、建国以来互いの領土に一度も干かん渉しようしたことはなかったからだ。

　式典に列席していた使者たちを殺害された海ユ洋ニ連オ合ン諸国の指導者たちは、すぐに竜騎士団を中心とした連合軍を派遣した。アバディーン王国全土を占領していた帝国軍は、万全の準備を整えてこれを迎え撃った。

　今ではアバディーン戦せん役えきと呼ばれているその戦争は二ヶ月続いたが、結局連合軍は帝国軍をアバディーン王国から追い出すことができなかった。連合軍の撤てつ退たいで戦争は終結し、帝国はジャンたちの故郷を占領し続けている。

　帝国は開戦前も終戦後も、海ユ洋ニ連オ合ンに向けてなんの声明も発表していない。国民に対しては「竜に支配された人々を解放する手始め」だと説明したらしい。辺境の国々からアバディーン王国が「手始め」に選ばれたのは、ただ最も帝国に近い位置にあったからだ、と。

（……そんな理由で、殺したのか）

　ジャンは目も眩くらむような怒りに襲おそわれる。

　皆殺しにする理由などなかったはずだ──あんな風に、一方的に。

　あの作戦を立案し、前線で全軍を率いた将軍の名を知ったのは戦争の後だった。

（グロリア・レガリオン）

　レガリオン帝国皇帝第七皇女。そして、彼女こそ機甲竜ヒユドラでアバディーンの王城を焼き払ったあの黒髪の女だった。海ユ洋ニ連オ合ンでは「黒の鉄姫」として恐れられている。

（いつかあいつに復ふく讐しゆうしてやる）

　あの女だけは決して許せない。

「ジャン……？」

　アナのか細い声にはっと我に返った。慌あわてて膝ひざの上の本に視線を落とす。

「どこまで読んだんだっけ？」

「……ジャン……」

　ジャンはベッドの少女の顔を窺うかがった。眼鏡めがねの奥の目はいつのまにか閉じている。もう半ば夢の世界に入りかけているらしい。

「明日も……本……読んでね……」

　すうすう寝息が聞こえてくるのを待ってから、ジャンは燭しよく台だいを引き寄せて息を吹きかけた。どこか寒々とした淡い月明かりが部屋に満ちた。

「……悪いけど、それはできない」

　暗がりの中で、ジャンは低くつぶやいた。
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　ジャンは島を出るつもりだった。

　今すぐそうしなければならないと思っていた。

　もちろん、目的は家族の仇かたきを取ることだ。そのためにはもっと強くなる必要がある。港から出る船でもっと大きな国へ行き、剣の修行を積むつもりだった。

　ジャンは子供部屋を出ると、廊下を挟はさんだ自分の寝室に戻った。昼間のうちにまとめてあった荷物──肩掛けのバッグと護身用の長剣を出窓の外に放り投げた。後は雨どいを伝っていけば地面に降りられる。何度も経験済みなので簡単だった。

（……メシ、いつも食えるわけじゃないよな）

　窓の下枠に足をかけたまま、しばし考えこむ。日持ちする食べ物を少し持っていった方がいい。一階の厨ちゆう房ぼうに行けばなにかあるはずだ。

　彼は廊下に出ると、慎重に階段を下りていった。湿気で反った床板がぎしぎし鳴る。どうやら皆眠っているらしく、誰だれも起きてくる様子はなかった。

　長テーブルが並べられた広い食堂を抜けて、すっかり火の落ちた厨房に入る。確か奥の棚にニシンの燻くん製せいの入った壺つぼがあったはずだ。それと堅焼きのパンも。あと他ほかに持ち出せそうなものは──。

「こんな夜中になにやっとるんだ？　お前は」

　窓まど際ぎわのテーブルから耳慣れた野太い声が聞こえてくる。ジャンの全身が凍りついた。冷や汗がどっと噴き出してくる。よりによって一番まずい相手に見つかった。

　マッチを擦する音がして、目つきの鋭い老人の顔が浮かび上がる。禿とく頭とうとでっぷり太った体のせいで、椅い子すの上に卵が置いてあるように見えた。

「……リンケじいさん」

「院長と呼ばんか」

　彼はせっかちなしぐさで、テーブルの上の煤すすけたランプにマッチの火を移す。

「……院長」

　リンケはフリデクの元貿易商人で、三年前に私財でこの孤児院を設立した。世話好きで子供好きだが、孤児院の院長というより海賊船の船長の方がぴったりくる風ふう貌ぼうだった。

「で、厨ちゆう房ぼうになんの用だ？」

　老人の前には銅のカップと果実酒の瓶びんが置かれている。かなり酔っているらしく、顔だけではなく脳天までピンク色に染まっている。子供の次に酒が好きで、決して晩ばん酌しやくを欠かさない。

「い、院長こそなにやってたんだよ？　灯あかりもつけないで」

「月明かりがあるからな。こっちはどうせ飲んどるだけだ」

　少しろれつが回らなくなっている。隙すきだらけのように見える時でも油断はできない。ここにいるのもジャンを待っていたのかもしれない。

「今、竜りゆうが外を飛んどったぞ」

「え？　竜？」

　ジャンは思わず窓の外を見た。このあたりに竜が現れるのは珍しい。

「もうおらん。どこぞへ飛んでいったんだろう」

　昔から辺境の国々からはほとんど竜騎士ドラグーンは生まれない。兄のヴィクトルが騎士学院グランデコルへの入学資格を得た時、大騒ぎになったのはそのせいもある。

　国家間の紛争も少ない地域だから、竜騎士ドラグーンたちが派遣されてくることもまれだった。あのアバディーン戦せん役えきの時を除けば、ジャンもほとんど竜という生き物を目にしたことがなかった。

「……なにしに来たんだ。こんなところに」

　竜は否いや応おうなしに戦争の記憶を呼び覚ます。アバディーン戦役後、ジャンの竜への感情は複雑だった。必ずしも自分たちを守ってくれるとは限らないと思い知らされたからだ。

　連合軍と帝国軍との戦いは、現地の住民の意思とは無関係なところで行われていた。騎き竜りゆうを駆る竜騎士ドラグーンも機甲竜ヒユドラを操る帝国軍兵士も、地上を意識している様子はほとんどなかった。どちらがどちらを攻撃しても、アバディーン人の家々が巻き添えを食って破壊されることに変わりはなかった。

　ジャンも何度かそういう光景を目にした。燃えさかる王城からどうにか逃げ出したジャンは、二ヶ月の間アバディーンの領土を一人でさまよっていた。どのように生き延びていたのか、ショックと飢うえのせいではっきり憶おぼえていない。

「ここ数年、レガリオンの船が増えとるからな。偵察でもしとるんだろう……また戦争にならなければいいんだが」

　リンケはふうっと酒さけ臭くさい息を吐いた。

　ジャンがこの老人に出会ったのは終戦直前、アバディーン北端のセゲドの港だった。リンケは大のレガリオン帝国嫌いで、自前のタグボートを操船して連合軍の物資の輸送に協力していた。

　連合軍の撤てつ退たいが決まると、リンケは烈れつ火かのごとく怒り狂った。アバディーン人たちが見捨てられ、帝国の占領下に取り残されることに我慢ならなかったのだ。しかし、状況を変えようがないと見るや、港で物もの乞ごいをしていた戦災孤児たちを片っ端からタグボートに乗せていった。ジャンもそのうちの一人だった。

　人買いにしか見えない悪相の巨漢に子供たちがついていったのは、大粒の涙をぼろぼろ流していたからだ。「お前ら頼むからわしの船に乗れ、命が惜しかったら乗れ」としゃくり上げながら絶叫するリンケの姿は、今も子供たちの脳裏に焼きついている──。

「……お前、家出するつもりだろう」

　なんの前触れもなく、リンケがずばりと言う。核心を突かれてジャンはうろたえた。

「な、なに言ってんだ院長。そんなわけ……」

「顔にそう書いてあるわボケ！　お前は何回家出を繰り返せば気が済むか！　そのたびに捜しに行く方の身にもなれ！」

　リンケの言うとおり、ジャンが「旅」に出るのはこれが初めてではない。もう何度も孤児院を飛び出しては、そのたびにリンケに連れ戻されていた。

「家出なんかじゃねえ！」

　と、ついジャンは叫んだ。

「……修行の旅だ」

「剣の練習なら今も毎日やっとるだろうが。この島の中でいくらでもやればいい」

「あんなんじゃ足りない」

　フリデクには民間人に剣術を教える学校がない。武術を学べるところは国防軍だけだが、アバディーン王国からの難民であるジャンには入隊が許されなかった。

　沈黙が流れる。リンケは銅のカップを持ち上げて酒をぐっとあおった。

「まだ復ふく讐しゆうなんぞ考えとるのか、お前は」

　と、老人は言った。ジャンがアバディーン王国の王子だと知っているのは彼だけだ。他ほかの子供たちには絶対話すな、と固く口止めされていた。

「当たり前だろ！　兄さんたちは生き埋めにされて、その上から焼かれたんだ！　『黒の鉄姫』に！」

　式典の直前、ヴィクトルと鏡のように向かい合った時のことをはっきりと思い出せる。ジャンの手のひらには兄の温ぬくもりと震ふるえが残っている。騎き士しになり、王として国を治める本体はヴィクトルで、ジャンはただの分身──それは誰だれの目にも明らかだった。しかし、生き残ったのはジャンの方だった。

　どうせ生きていたところで兄のように役に立つことはできない。もう一人の自分を殺してしまった報むくいを与えなければ気が済まなかった。

「声が大きい」

　リンケはジャンをたしなめる。

「ちっとは頭を冷やせ。相手は世界で一番強い国の皇女だぞ。海ユ洋ニ連オ合ンの国が束になったって敵かなわない軍隊の女将軍だ。いくらお前が強くなったところで、足元に近づくことだってできんだろうよ。そのぐらいのことは分かってるだろう」

　ジャンはむっつりと口を閉じる。できるかできないか、やってみなければ分からない。

「なんにしても時期が悪い。『黒の鉄姫』はな、アバディーンの王様に隠し子でもおらんか、今も人を使って捜し続けてるそうだ。理由は分からんが、アバディーンの王族をとことん根絶やしにしたがってるんだろう。もし直系の王子の一人が無事だってバレたらただじゃ済まん。ここに隠れてるのが一番だ」

「いつまで隠れてればいいんだよ」

「決まっとるだろう。状況が変わるまでだ」

　今までに何度も繰り返されてきた会話だった。リンケは銅のカップに酒を注つぐと、一口飲むか、と差し出してくる。ジャンは受け取らなかった。酒の味はよく分からないし、飲みたい気にもならない。

「……そんなの待ってられるか」

　そう言ってジャンは横を向いてしまう。怒鳴られるのを覚悟して身構えていたが、リンケは静かにカップを置いた。

「お前もここの暮らしがイヤなわけじゃないだろう。お前は他ほかの子供らにも好かれとるし、要領は悪いなりに手伝いもやってくれる……お前には感謝しとるんだ」

　老人の声は珍しくしんみりしていた。

「わしももう年だ。体の無理も利きかんし、あちこちガタが来とる。万が一の時には、お前に他の子供らの面倒を頼みたいんだ……」

「え……」

　珍しく気弱な言葉にジャンは動揺した。リンケは背を丸めて両手でカップを包みこんでいる。

「だったら、酒やめろよ」

「いつでもやめてやる。お前が心配かけないでくれればな」

　リンケはカップの中身を一気にあおると、立ち上がって酒さけ瓶びんを棚に戻した。かなり足がふらついている。支えた方がいいのか迷った。

「とにかく、今夜は部屋に戻れ。話はまた明日聞こう」

　これ以上「旅」の話などできる雰ふん囲い気きではない。有無を言わさない言葉に、ジャンは黙ってうなずくしかなかった。




　それから一時間後。

　一度は屋根裏部屋に戻ったジャンは、再び足音を忍ばせて階段を下りていた。二階を通りすぎる時、廊下に顔だけ出してリンケの部屋の扉を見た。さすがにもう眠っているはずだ。

「……院長、ごめん」

　と、ジャンは小声で謝った。いくらリンケに心配されたとしても、旅に出るのをやめる気にはなれなかった。今のままここで暮らしていてもなにも変わらないのだ。

　さっきと同じように食堂を抜けて、厨ちゆう房ぼうの扉を開けようとする。

　把とつ手てをつかもうとしたジャンは、ぱんぱんにふくらんだ巾きん着ちやく袋ぶくろがかかっていることに気づいた。さっき来た時にはなかったものだ。

「なんだこれ……？」

　紐ひもを緩ゆるめて中を覗のぞきこんだジャンは目を瞠みはった。堅焼きのパン、干しリンゴ、ベーコンの塊かたまりに燻くん製せいチーズ──日持ちのする食料がぎっしり詰まっていた。

　袋の側面のポケットには、二つに折られた紙が入っている。なにか文字が書かれているらしい。窓に近づいていき、月明かりで読んでみた。




『飯はちゃんと食え。ただし島からは絶対出るな　院長』




　一目でリンケの字だと分かった。ジャンは思わず顔をしかめた。完全に行動を読まれている。フリデク王国の中をうろつく程度なら許す、ということなのだろう。

　そんな言いつけを守る気はなかった──それでも、ジャンは丁てい寧ねいに手紙を折りたたみ、落とさないようにしっかりポケットにしまった。
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　海ユ洋ニ連オ合ン加盟国の中でも、フリデク王国は最小の部類に属する。ほんの一日で一周できる島一つがこの国の「領土」だ。町らしい町も二つしかない。王城の周辺にある城下町と、港を取り巻いている港町だ。

　ジャンが向かったのは港町の方だった。夜明けには出航する貨物船がいくつかあるはずだ。いくばくかの金を払えば、船倉の隅に乗せてくれる。船乗りたちの集まる酒場に行って、どの国へ向かう船があるか情報を集めるつもりだった。

（行くとしたら、カリクマだ）

　カリクマははるか東にある都市国家で、様々な武術が盛んなことで知られている。旧文明の時代から伝わる流派も残っているらしい。

　満月を頼りになだらかな坂道を下り、石造りのアーチをくぐって港町に入る。うって変わってあたりが賑にぎやかになった。そこは真っ白な壁かべと尖とがったレンガ屋根の建物が並ぶ通りだった。もう真夜中に近い時間だというのに、居酒屋やサイコロ賭と博ばく場じようがオレンジ色の灯あかりをともしている。当面、この通りが眠りにつくことはなさそうだった。

　フリデクは古くからの貿易国で、港町の一部は船員や商人向けの歓楽街になっている。通りを一いち瞥べつしたジャンは、かすかに眉まゆをひそめた。

（……レガリオン人が増えてる）

　もちろん軍人はいないはずだが、アバディーンを占領した国の人間を目にしたいとはあまり思わなかった。アバディーン戦せん役えきが終わってしばらくしてから、フリデクの港町にレガリオン帝国籍せきの船が多く出入りするようになった。大半の海ユ洋ニ連オ合ン加盟国が帝国との貿易を中止しているが、この国だけはそうした措そ置ちをまったく取ろうとしない。

　フリデク人は開けっぴろげで人なつっこいが、啞あ然ぜんとさせるような計算高さを発揮することがある。三年経たった今、この国は帝国と海ユ洋ニ連オ合ンの中間貿易地としてかつてないほど栄えている。帝国産の工業製品は高い需要がある。海ユ洋ニ連オ合ンの輸入業者たちもこぞってこの国にやって来るようになった。

　当然のように取り引き禁止の品々を扱ううさんくさい商人たちも増え、町の雰ふん囲い気きは少しずつ荒れつつある。

　ジャンは通りの外れにある居酒屋の前で足を止める。酒さか樽だるを象かたどった鋳ちゆう鉄てつの看板が頭上にぶら下がっていた。糖蜜の酒バルバドス亭てい──このあたりでは有名な船乗りのたまり場だった。男たちの大声と弦げん楽器の音ね色いろが通りまで洩もれだしてくる。

　勢いよく扉を開けて中に入ると、酒とタバコの臭においが鼻についた。この時間にしては客の入りは上々な方だ。あちこちのテーブルで船乗りたちが陶器のジョッキを手に騒いでいた。

（これだけいれば、一人ぐらいはいるだろう）

　大おお股またに店を横切ってカウンターへ向かう。髪を後ろに撫なでつけた長身のバーテンダーが、ジャンに話しかけてきた。

「どうしたんだ？　こんな夜中に。リンケじいさんならもういないけど」

　バーテンダーとは顔見知りだった。リンケはこの店の常連で、酔いつぶれた時にはよく迎えに来ている。

「じいさんの話じゃなくて……俺おれ、カリクマへ出る船を捜してるんだ」

　相手はジャンの背負っている荷物に気づいたらしい。すっと口元から笑みが消えた。

「ひょっとして、家出かい？」

「旅に出るんだよ。カリクマへ行く船に乗ってる人、この店に来てねえかな」

　バーテンダーは酒さけ瓶びんにコルクで栓をすると、困ったように眉まゆ毛げの上を親指でこすった。

「貨物船でもなんでもいいんだ。金だってあるし……」

「いやー、そういう問題じゃなくてさ」

　彼はポケットから折りたたまれた一枚の紙を取り出すと、カウンター越しにジャンの手に押しつけた。

「あんた宛あてだよ」

「え？」

　わけも分からずに紙を開いてみる。そこには見覚えのある字が並んでいた。




『島から出るなと言ったろうが！　このボケ！　院長』




「なんじゃこりゃぁぁぁぁ！」

　思わず大声を上げてしまった。どうしてここにもリンケの手紙があるのだろう。孤児院を出た時は間違いなく眠っていたはずだ。先回りして手紙を用意するなんて──。

（……ん？）

　ジャンは手紙から顔を上げた。ばつの悪そうなバーテンダーの顔が目の前にある。そういえば、さっき「リンケはもういない」と言っていた。

「リンケじいさん、今日この店に来てた？」

「なんだ、知らなかったのか」

　バーテンダーはむしろそのことに驚おどろいたようだった。

「夕方、ここで一杯飲んでったぜ。その時に手紙を預かったんだ。『うちの赤毛の小僧が来たら、これを渡してくれ』って」

　ジャンの全身から力が抜けていった。リンケにはジャンの行動などすべてお見通しだったらしい。今夜孤児院を出るつもりだったことも、制止を振り切って飛び出すことも、この店で船員に渡りをつけようとすることまで。

「それで、船乗りの紹介は……」

「実はリンケのじいさんにあんたの頼みは聞かないでくれって言われててさ。うちの親おや父じの代からの常連だし、あんまり怒らせたくない人だしねえ……」

　彼は言葉を濁にごす。これ以上頼んでも無む駄だなようだった。

「分かった。自分でどうにかする」

「悪わりィね、ほんとに」

　ジャンはカウンターから離れて、店内を見回した。カリクマ行きの船に乗る者はどこかにいるはずだ。それをどうやって見つければいいだろう。

（順番に訊きいて回ろう）

　時間は多少かかるが、仕方がない。手近なテーブルに歩き出そうとした時、急に袖そでをぐいと引っ張られた。

「……お若い人」

　振り向くとフードをかぶった背の低い老女が立っている。

「これから旅に出るんだろう。道中でなにが起こるか占ってやるよ」

　この通りでは珍しくもない、流しの占い師だった。居酒屋のテーブルを回って、航海の安全や商売の繁はん盛じようを見てくれる。

「なんの占い？」

「竜脈ナーデイ占いだよ」

　海ユ洋ニ連オ合ン諸国では最も盛んな占いだ。竜脈ナーデイは神経のように全身を走っているそうだが、最も集中しているのは利きき腕側の半身──それも手のひらの部分だという。占い師は常人の目に見えないその形を見極め、人の運勢を知ることができるというのだが。

「竜脈ナーデイ占いか……」

　ジャンは渋しぶい顔をした。昔、ヴィクトルとこっそり王城を抜け出した時、路地裏で竜脈ナーデイを見てもらったことがある。駆け出しだったらしい若い女の占い師は王族を相手にしていると最後まで気づかず、「二人ともこの国でいつまでも幸せに暮らすよ」と太たい鼓こ判ばんを押していた。

　今、振り返るとなに一つ当たっていない。

「俺おれ、占いは信じてないんで……」

「さっき、カリクマ行きの貨物船の航海士を占ったよ」

　まじまじと老女を見つめる。口元にあまり品のよくない笑みを浮かべていた。

「あんたが客になってくれたら、それが誰だれなのか教えてもいいんだけどねえ」

　要は取り引きを持ちかけているのだ。バーテンダーとの会話を聞かれていたらしい。

　ジャンはしばらく迷ってから、ポケットに入っていた一ウェン銅貨を二枚右手に載せて差し出した。酔すい客きやくたちにいちいち話しかけるよりはこの方が早く済む。

「ほっほっほ。毎度あり」

　老人とは思えない素早さで金をつかみ取ると、占い師はジャンの右手に顔を近づける。勿もつ体たいぶったしぐさで手の甲を見たり、虫むし眼鏡めがねを近づけたりを繰り返す。自分の手がおもちゃにされているようで落ち着かなかった。

「……おやおやおや、こいつは千人に一人の相だね。いい竜脈ナーデイを持ってるよ」

　芝しば居いがかった調子で占い師は言った。この程度のお世辞を鵜う吞のみにするほどジャンも世間知らずではない。誰だれの竜脈ナーデイでもとりあえずは誉ほめるものなのだ。昔ヴィクトルと一緒に占ってもらった時も、二人とも「千人に一人の相」だと言われた。

「あんたはなにか大きな目的を持って旅に出たんじゃないのかい？」

「うん……まあ」

「そうだろうね。近いうちに大事な出会いがあるよ。あんたの一生を変えてしまうほどの出会いだ。どこかへ連れていってくれる相手で、あんたの目的への道を開いてくれるかもしれない……もっとも、その過程で相当の苦労も待ち受けてるようだけどね」

　うさんくさいと思いながらも興味をそそられてきた。

「どんな奴やつと出会うんだ？」

「多分、金髪だね。あとは……」

　占い師は意味ありげに口をつぐむ。じりじり続きを待っていると、急に彼女はジャンの手を離した。

「さっきの小銭で占えるのはここまでだ。もっと聞きたかったら、追加料金を払いな」

　なんの遠慮もなくしわだらけの手を差し出してくる。一いつ瞬しゆん迷ったものの、結局理性が勝った。これから旅に出るのに無む駄だ遣づかいはできない。

「もうやめとく」

「……そうかい、あんたが後こう悔かいしないならそれでいいけどね」

　占い師は舌打ちを隠そうともしなかった。

「カリクマ行きの航海士なら、隅っこのテーブルで一人で飲んでるよ」

　そう言い残すと、彼女は新しい客を求めてジャンから離れていった。




　占い師の言葉通り、その男は隅のテーブルで一人カップを傾けていた。

　年は二十代の後半というところで、背筋を伸ばして端然として座っている。普通の船乗りとは明らかに雰ふん囲い気きが違う。どこかの国の海軍にいたのかもしれない。航路図の作成など、専門知識の必要な航海士は、軍隊で厳しい訓練を受けた者が多かった。

「あの、ちょっといいですか」

　慣れない敬語を使って声をかけると、男は顔を上げた。ふと、ジャンは相手がくすんだ金髪を伸ばしていることに気づく。

（どこか遠くへ連れていってくれる相手）

　さっきの占い師の言葉を思い出さずにはいられなかった。もっとも世界中から人が集まるこの港では、金髪の人間など珍しくもない。

「カリクマ行きの貨物船に乗ってますよね？」

「……そうだが」

　よく響ひびく低音で男は答えた。

「俺おれも乗せてもらえませんか？　船倉の隅っことかでいいんで」

　突然、男は驚おどろいたように目を瞠みはった。

「君の名前はジャンか？」

「え？」

　今度はジャンの方が驚く番だった。この男と顔を合わせるのはこれが初めてだ。

「なんで俺の名前を知ってるんですか？」

　ジャンの胸が高鳴った。さっき占い師の口にした「大事な出会い」という言葉が蘇よみがえった。ひょっとするとこれだったのかもしれない──。

「やっぱりそうか……だったら、話は早い」

　彼は上着の胸ポケットから、一枚の紙を取り出してテーブルの上に広げる。それを覗のぞきこんだジャンはぽかんと口を開けた。




『だから島から出るなと何度も言わせるな！　ボケ！　カス！　院長』




　啞あ然ぜんとするジャンに、男は白い歯を見せた。

「夕方、うちの船をリンケさんが訪ねてきてね。君が現れたらこれを見せるように言われていたんだ……わたし？　わたしは見習いの頃ころあの方に世話になった者だよ」

　彼は立ち上がり、分別くさい顔つきで少年の肩を叩たたいた。

「リンケさんは君のことを本当に心配していたよ。一度孤児院に戻って、ちゃんと話し合った方がいいんじゃないかな」




　　　　４




「……よけいなお世話だっつの」

　糖蜜の酒バルバドス亭ていを出たジャンは、腹立ちまぎれにつぶやいた。リンケの顔の広さを甘く見すぎていた。きっともうめぼしい船には手が回っていて、船員の誰だれかがあのムカつく手紙を持っているのだろう。

　それでも、足は自然と港に向かっていた。今まで旅に出るたびに見つかって連れ戻されていたのは、リンケが船乗りや商人たちから情報を得ていたからだ。まともに船に乗り降りすればすぐにバレてしまう。リンケに知られないように船に乗るにはどうしたらいいのか。

　ジャンは空を仰あおいだ。

「あー、もうしょうがねえか」

　まともではない手段を取るしかなさそうだ。船員に見られずにこっそり乗り降りし、船の中にいる間もどこかに隠れている──つまり、密航だ。

　もちろん、それはタブーだ。バレたらただでは済まない。ボコボコに殴なぐられた上で船から放り出される。問題はどこへ放り出されるかだ。どこかの島の港ならまだいいが、場合によっては大おお海うな原ばらのど真ん中ということもありうる。

（ま、そん時はそん時だ）

　彼は足を止めなかった。失敗した時のことは考えないことに決めた。




　歓楽街とはうって変わって、フリデク港は静まりかえっている。ジャンは整然と並ぶレンガ造りの倉庫の前を歩いていく。

　埠ふ頭とうには大小の商船がずらりと並んでいた。レガリオン帝国の船だけは見分けがつきやすい。大半は鯨くじらのような大型蒸気船で、海ユ洋ニ連オ合ンではまだ現役の快速帆船クリツパーや外輪船とは明らかに形が違う。帆を畳たたまれたマストや煙を噴いていない煙突が、寒々とした月の光に照らされている。

　むろん見た目だけで船の行き先ははっきり分からない。どうやってカリクマ行きの船を突き止めるか頭を悩ませていると、どこかから人の声が聞こえてきた。

　ジャンは立ち止まって聞き耳を立てる。どうやら倉庫と倉庫の間にある路地からのようだった。こんな夜中になにをしているのだろう。怪しげな気配を感じて、ジャンは路地に近づいていった。

　倉庫の角にあった防火槽そうのかげから、ジャンは目を凝こらした。二人の男が向かい合って話しこんでいる。どちらもよそ者らしい。一人は小太りのレガリオン人、もう一人は海ユ洋ニ連オ合ン出身らしい大男。一見、商人らしい風ふう体ていだが、どこか雰ふん囲い気きがおかしい。

　二人のすぐそばには、木箱の載った荷車が置かれている。中身を確かめながら指を立てているところを見ると、箱の中のものを取り引きしているようだ。なぜこんな夜よ更ふけに、こんな場所でやっているのだろう。

　小男が箱の中身を取り上げて大男に見せる。油紙に包まれた長い筒のようなもの──ジャンは目を瞠みはった。

　それは銃だった。おそらくレガリオン製の最新式の長銃。海ユ洋ニ連オ合ンでは銃の製造も流通も所持も厳しく制限されていて、役人の立ち会いがなければ商人たちは取り引きできない。こんなところでそれをやっているということは──。

（密輸だ）

　ジャンはむかむか腹が立ってきた。この二人は密輸商人だ。きっと商船狙ねらいの海賊にでも売るつもりなのだろう。銃ならいくらでも需要がある。

　どんなに厳しい取り締まりがあっても、栄えた港町には白しろ蟻ありのように密輸商人たちが入りこんでくる。捕まえてフリデクの王城に突き出してやりたい欲求にかられたが、あんなものを取り引きする連中が無防備だとは思えない。

「そこでなにをしている？」

　大男の鋭い声が飛び、ジャンの全身が硬直する。しかし、彼らが見ているのは路地の奥の方だった。

　ジャンは息を吞のんだ。

　淡い月の光を浴びて、同じ年とし頃ごろの少女が足音もなく歩いてくる。つばのない帽子を深めにかぶり、ゆったりとしたシルエットのワンピースに身を包んでいる。腰まで伸びた金髪とはしばみ色の瞳ひとみ。白い喉のど元もとには虹にじ色いろの石が嵌はめこまれた首飾りが光っていた。
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　この世のものとは思えない美少女だった。

「誰だれだお前は！　どこから来やがった！」

　背の低いレガリオン人も叫んだ。しかし、少女は二人には目もくれずに通りすぎ、ジャンの潜ひそんでいる暗がりの手前で足を止めた。

「姿を見せなさい、ジャン。あなたに用があります」

　柔らかく澄んだ声で少女は言った。ジャンは文字通り飛び上がりそうになった。どう考えても彼女が話しかけているのは自分だ。

「そこのかげにも誰かいやがるのか？」

　彼女の背後にいる小男が叫んだ。いつのまにかその手には刀身の反った短剣が握られている。

「お前はこっち向け、コラ」

　少女に向けられた言葉だったが、彼女はそれも無視した。底知れない落ち着きぶりで、あくまでジャンに向かって話しかけてくる。

「わたしはティアナ。正式な名は……」

「こっち向けって言ってるだろうが！　耳がねえのか！」

　顔に朱しゆをのぼらせたレガリオン人が、彼女に切っ先を突きつけようとする。

（ヤバい）

　ジャンは剣だけを握りしめて無我夢中で飛び出す。鞘さやから抜く余裕などなかった。ぎりぎりまで姿勢を低くして、一気に距離を詰めるジャンに小男は慌あわてたらしい。少女を押しのけて短剣を突き出そうとする。腕の長さの分だけ近づいてくる武器めがけて、ジャンは普段の練習通りに剣を振り上げた。

　キン、という金属音とともに短剣が空に飛んだ。レガリオン人は手首を押さえてうずくまる。ジャンは無防備な首筋を鞘で殴なぐりつけようとした。

「そこまでだ、剣を捨てろ」

　有無を言わせぬ声に、ジャンの動きが止まった。もう一人の大男が長銃を構えて、ティアナと名乗った少女の後頭部に銃口を押しつけている。

「くそ……」

　人ひと質じちを取られてはどうしようもない。彼は剣を地面に捨てた。

「男の方はフリデクのガキか」

　大男は抑えた声で言う。小男に比べると冷静で、不意打ちをする隙すきはなさそうだった。視界の端でなにか動く気配がしたかと思うと、硬く重いものが頰ほおに激突した。オレンジ色の火花が散り、ぐらぐらと地面が揺れた。口の中に血の味が広がっていく。

「はりきりやがって、このガキ！」

　いつのまにか立ち上がっていた小男が、短剣の柄つか頭がしらでもう一発ジャンの顔を張った。焼け付くような痛みに思わず膝ひざを突く。相手は相当に人を殴り慣れている。ジャンとは違ってこんな修しゆ羅ら場ばを何度も経験しているに違いない。この上なく危険な状況だった。自分一人ならともかく、女の子を連れて逃げ出すのは難しい。

　もちろん、あたりからは足音一つ聞こえない。見回りの憲兵が都合よく助けに来てくれる、などという甘い期待を持たない方がよさそうだった。

「そのぐらいにしとけ、兄弟」

　と、大男の方が言った。

「続きは話を聞いてからだ……ジャンとか言ったな、お前らここでなにをやってる？　どうして俺おれたちの取り引きを知ってた？」

「……俺はカリクマ行きの船に乗りに来ただけだ。お前らの取り引きなんか知るか」

「見え透いた噓うそだな。港を出る船は朝までない……第一、お前みたいなガキがカリクマへなにしに行くんだ」

「剣の修行だ」

　大男の頰ほおに冷笑が浮かんだ。

「だったらこの女はなんだ。こいつもカリクマで修行するのか？」

「この娘このことは知らない。今、初めて会ったんだ」

「さっき、お前の名前を呼んだろうが」

　ジャンは返答に詰まって少女を見た。彼女は眉まゆ一つ動かさずに、ふわりと立っている。何者なのか知りたいのはジャンの方だった。

「とにかく、放してやれよ。人ひと質じちは俺おれ一人でいいだろ」

「知らない相手なら、どうなっても構わないだろうな？」

　少女の頭に銃口が強く押しつけられる。ジャンの背筋にぞっと震ふるえが走った。

「やめろ！」

「だったら、とっとと本当のことを話すんだな。これ以上噓うそをつくと女の頭に穴が開くぞ」

「噓なんかついてない」

「それも噓だな」

　大男は今にも引き金を引いてしまいそうだ。なにか言わなければならないと焦あせったが、この男を説得できるような話など思いつかなかった。

「なにをしているのですか、あなたは」

　ティアナと名乗った少女は、身を屈かがめてジャンに目線の高さを合わせる。それにつられて銃口が尻尾しつぽのように動いた。彼女の瞳ひとみには緊きん張ちようの色すらない。可愛かわいらしく小首をかしげているだけだ。

「こんなみすぼらしい小物二人、どうにかできないのですか？」

「……あの、俺に言ってんのか？」

　思わず訊きき返すと、彼女は真顔でうなずいた。

「もちろんです。他ほかの小物と口を利きいた覚えはありませんから」

「俺まで小物かよ……」

　ジャンは戸惑いを覚え始めていた──この娘は、何者なんだろう。この中で一番無力なはずの彼女が、一番尊大に構えている。

「小物ってのは俺のことか？　ああ？」

　レガリオン人が怒声を上げながらティアナの頰に短剣を突きつける。それでも彼女は顔色一つ変えなかった。

「わたしが倒しますから、もう少しお下がりなさい」

　食後の予定でも話すような調子で言った。ジャンだけではなく、他の二人も呆あつ気けに取られた。

「俺たちを倒すって、どういう……」

　大男が最後まで言いきる前に、ティアナの体が旋つむじ風かぜのように動いた。身をよじって銃口から逃れると、背後の男の首筋を手刀で打つ。大男は声も上げずに地面に崩れ落ちていた。

「な……？」

　驚おどろきのあまり小男は言葉を失っている。彼女は一歩踏み出して、長い裾すそを跳はね上げながら回し蹴げりを放った。すらりとした白い素足に、ジャンの心臓がはねた。小男の側頭部が鈍い音を立て、彼はレンガの外がい壁へきに激突したきり動かなくなる。

　すべてはほんの一呼吸のうちに終わってしまった。彼女は男たちに見向きもせず、平然とずれた帽子を直している。

（……強い）

　人間離れしている。体つきは華きや奢しやで、さして鍛きたえているようにも見えない。窮きゆう地ちを脱したことに安心するよりも、彼女への疑念の方が先に立った。

「こいつら、生きてるよな？」

　つい確認してしまった。

「殺してはいません。朝になれば目が覚めるでしょう……その前に、巡回の憲兵に見つかると思いますが」

　ティアナは先に立って歩き出した。

「ついてきなさい。別の場所で話の続きをしましょう」

　こちらの意志を確かめる気はないようだった。仕方なく剣と荷物を拾って、彼女の後を追った。
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　帽子をかぶった少女は埠ふ頭とうから木製の浮き桟さん橋ばしに降りた。満潮のせいで少し波が高い。左右に停泊するタグボートから伸びた係けい留りゆう綱づなが、波に合わせてかすかに揺れている。

　船から離れた桟橋の先端で、彼女はやっと立ち止まった。ジャンは月明かりに照らされる少女を改めて見つめた。帽子や服のデザインは凝こってはいないが明らかに上等な仕立てで、言葉遣づかいや物腰にも育ちの良さが漂ただよっている。

　どこかの貴族か大商人の娘。そんなところに違いない。

　彼女の足元にも視線を走らせる。よそ者がどこから来たかは靴くつを見れば分かる、とリンケはよく言っている。旅に出る時ははき慣れた故郷の靴を選ぶものだし、壊れない限り同じ靴で歩き続けるからだ。

（え……？）

　この場合はリンケの知恵も役に立たなかった──少女は裸足はだしだった。それもついさっきベッドから抜け出したようにきれいなままだ。ジャンは気味が悪くなってきた。

「あなたには騎士学院グランデコルに入学して欲しいのです」

　突然、彼女は言った。波の音にも遮さえぎられて、もう少しで聞き逃すところだった。

「は？」

「今、言ったでしょう。騎士学院グランデコルです」

　騎士学院グランデコル。この世界の平和を守る竜騎士ドラグーンと騎き竜りゆうを養成する「学校」。ほんの一握りの選ばれた者たちしか入学できない。五歳の子供でも知っている常識だった。

「あなたは今年十六歳で、騎き士し候補として入学の年齢に達しました。ですから……」

「ちょ、ちょっと待て！　あんたなに言ってんだよ」

　慌あわてて相手の話を遮る。本能が危険を告げていた。なにかとんでもないことに巻きこまれそうな予感がする。

「誰だれかと間違えてるんじゃねえのか？　なんで俺おれが騎士候補なんだよ。入学試験だって受けてねえし……」

「間違えてなどいません。すべて承知しています」

　彼女の声は凪なぎのように穏おだやかで、そして平板だった。

「入学資格を持っているのは、あなたの兄です」

　ジャンの喉のどが無意識のうちにごくりと動いた。

「な、なんの話だ」

「あなたはヴィクトル・アバディーンの双子の弟、ジャン・アバディーンです」

　彼女はさらりと言い切った。全身から音を立てて血の気が引いていく。あまりにも突然で否定する余裕もなかった。

「なんで、知ってる……？」

　リンケ以外には誰にも話したことのない秘密だ。孤児院の子供たちですら知らない。

「それは、言えません」

　彼女は首を横に振った。

「……あんた、一体何者なんだ？」

　自分の秘密を知っていることといい、あの商人たちを倒した手並みといい、この少女は得え体たいが知れない。それにジャンが港にいることをどうして知ったのか。行き先を決めたのは酒場を出た後だし、途中で人に見られた覚えもなかった。

「あなたにはヴィクトル・アバディーンのふりをして欲しいのです。騎士学院グランデコルに入学し、三年間学業に励はげみ卒業する……その後はどうしようと構いません。そのままヴィクトル・アバディーンとして生きるもよし、この島に戻るもよし……どうです？」

「ど、どうって言われても……」

「これはあなたにも十分に利益のある話です」

　ジャンの動揺などまるで気にかけずに、彼女は話を続ける。

「海ユ洋ニ連オ合ンで最高の教育を受け、心身ともに鍛きたえることができます。十分な知識も得られるでしょう。あてもなく修行の旅に出るよりはずっと有益なはずです」

　鍛きたえる、という言葉に一いつ瞬しゆん胸が騒いだ。あの「黒の鉄姫」に復ふく讐しゆうするなら、騎き士しのための教育は願ってもない。もし竜りゆうと契約を結び、竜騎士ドラグーンになれたら、さらに強い「力」を手にすることができる──。

「で、でもそれって不正行為ってヤツじゃねえのか？」

「ヴィクトル王子本人が亡なくなった今、あなたが代わりに入学したところで不利益を被こうむる者はいません。あなたは空あいている椅い子すに座るだけの話ですから」

　ジャンは顔をしかめる。かえってありえない話に聞こえた。凡人の自分がヴィクトルの椅子に座れるはずがない。

「あなたが大過なく入学できるよう、このわたしが協力します」

　彼女は自信ありげに自分の胸に手を当てた。「このわたし」と言われても、どこの誰だれなのか知らない。

「悪いけど、他ほかの奴やつを誘ってくれ」

　ジャンは背を向けて歩き出した。

「どこへ行くのですか？」

　ティアナの声が追ってくる。あっさり断ったことに驚おどろいた様子だった。

「カリクマだよ。さっきの俺おれの話、聞いてなかったのか」

「修行をするなら、騎士学院グランデコルの方がいいはずですよ」

　確かに無理にカリクマへ行く理由はない。リンケもまさか騎士学院グランデコルに行ったとは思わないだろうから、連れ戻される心配もない──でも、

「……そういう問題じゃない」

　ジャンは振り返って言った。

「あんたは肝かん心じんなことを話してない。あんた一体何者だ？　俺を騎士学院グランデコルに送りこんでどうするつもりなんだよ？　こんな得え体たいの知れない話、首を突っこむバカがいるわけねえだろ」

　二人は無言で向かい合った。ティアナの右手は首飾りの石を握りしめている。どことなく苦しげな表情だった。

「いくつか誤解があるようですね」

　と、彼女は言った。

「今は事情を話せませんが、あなたになにかをさせるつもりは一切ありません。ただ、学院で自由にしていればいいのです」

「だからその事情ってのを……」

「そして、わたしの正体ならすぐに分かります」

　ふと、ジャンは奇妙なことに気づいた。少女の体の輪りん郭かくが暗がりの中でくっきりと浮かび上がっている気がする。もちろん、月以外に自分たちを照らすものはない。彼女自身が白い光を帯びているように見えた。

「それにもう一つ。わたしはあなたを騎士学院グランデコルに送りこむのではありません……わたし自身が連れ帰るのです」

　彼女はすっと帽子を取った。左右の耳の上あたりに、白い突起のようなものが見える。最初はただの髪留めかと思ったが、よく見ると様子が違う──。

（……角つのだ）

　短い角が髪の間から顔を覗のぞかせている。それに気づいた途と端たん、唐とう突とつにその光は耐えがたい奔ほん流りゆうと化してジャンの目を射た。まるで太陽を直視した時のようだった。

「うっ……」

　ジャンは思わず目を逸そらした。奪うばわれた視界が元に戻り、光が消えたことに気づくまでしばらく時間がかかった。顔を上げた彼は雷に撃たれたように動けなくなった。

　桟さん橋ばしの端に立っていたはずのティアナの姿はどこにもない。彼女のいた場所には別のものがうずくまっていた。背に生えた二枚の翼つばさ、長くしなやかな尾、全身を覆おおう強きよう靱じんな金色の鱗うろこ、頭から伸びた二本の角──あの戦争の時、アバディーン王国を守ってくれなかった種族。

「竜りゆう……か？」

　やっとのことでジャンはつぶやいた。

『わたしの正式な名はティアナレルド。第十二代竜りゆう帝ていアレクシスの第三皇女です』

　彼女の声が頭の中で響ひびいた。真まことの姿に戻った竜は、相手に直接言葉を伝えられるという。

『竜の皇女が力を貸すと言っているのです。それでも、信用に値しませんか？』

「竜帝……皇女……」

　ジャンは度ど肝ぎもを抜かれていた。普通の竜ですら見かけないこの辺境に、種族の頂点に立つ皇族が現れるなど想像もしていなかった。

『わたしは幼い頃ころから、故郷を離れて騎士学院グランデコルに住んでいます。時間の許す限り、あなたを近くで手助けするつもりです』

「じゃあ、あんたは騎士学院グランデコルから来たのか」

『そうです。あそこがわたしの家ですから』

　竜は静かに向きを変え、翼を畳たたんで体を伏せる。

『わたしの話を信じるなら、背に乗りなさい。どうするかはあなたの自由……ただ、二度とこんな機会はありませんよ』

　ジャンの背筋に震ふるえが走った。

（あんたの一生を変えてしまうほどの出会いだ）

　不意に占い師の言葉が頭をよぎる。あの占いが当たっているかどうか、そんなことはどうでもいい。ティアナの言うとおり、これは二度とないチャンスだ。

　この三年間、ヴィクトルたちの仇かたきを取ることだけを考えてきた。そのためなら、どんなことでもできるはずだ。ジャンは拳こぶしを握りしめる。最後に触れた時の兄の手の温ぬくもりが鮮やかに蘇よみがえった。

　次に口を開いた時、心はもう決まっていた。

「すぐに出発するのか？」

　それは承しよう諾だくの証あかしだった。

『ええ』

　彼女の声がひときわ大きく響ひびいた。

『行きます。今すぐに』

　ジャンはためらいもなく背中にのぼり、首の付け根につかまろうとする──ふと、少女の白い首筋が頭をよぎった。さっきまで人の姿をしていたことを思い出すと気恥ずかしかった。

『姿勢をなるべく低くなさい』

　左右の翼つばさが大きく羽ばたくと、頼りない浮遊感がジャンを包んだ。慌あわてて両腕をしっかりと首に回した途と端たん、地面を離れた騎き竜りゆうは桟さん橋ばしの突端から洋上へと滑るように飛び出した。

（……きっと、長い旅になる）

　ジャンはそう直観した。加速する竜の背中で、一いつ瞬しゆんだけ肩越しに振り返る。最後にフリデク島を目に焼き付けておくつもりだった。騒がしいが平和な日々を送った小さな王国は、みるみるうちに闇やみの奥へと消えていった。
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　その島は海ユ洋ニ連オ合ンの辺境とそれ以外の島々を隔へだてる荒海のただ中にあった。

　もともとは旧文明時代に造られた人工の要よう塞さいだとされている。失われた技術で製造された堅固な黒い外がい殻かくに下半分を覆おおわれ、まるで船のように洋上に浮かんでいる。外殻の縁へりは高い壁かべとなって島をすっぽりと囲い、他者を容易に寄せ付けない。海ユ洋ニ連オ合ン公式の海図には記載されない決まりになっており、船乗りの多くは正確な場所を知らない。

　壁の内部には一つの小さな町が収まっている。レンガ造りの家々が斜面に折り重なるように建ち、曲がりくねった坂道が亀き裂れつのように走っていた。代々ここに住み続ける島民たちは、この島が尋じん常じようならざる土地だということをよく理解している。島から船に乗って出かけることはあっても、あまりよその船を島へ入れようとしない。なるべく人目に触れることがないよう、不断の努力を重ねているのだった。

　努力の理由はこの島の中心をなす施設だった。町のどこからでも見える丘の上に、古代の僧院めいた重厚な石造りの建築物が並んでいる。海ユ洋ニ連オ合ン随ずい一いちの図書館と闘技場を有し、敷地の隅には専門の武器工房まである。次世代の騎き士しと騎き竜りゆうを育成する施設──騎士学院グランデコルだった。

　騎士学院グランデコルは町を含む島全体を管理している。行政を担当しているのも学院の理事会だった。




　中央校舎から丸屋根の塔に延びる渡り廊下を、枯れ木のように瘦やせた男が歩いている。青白い顔にいかにも学者然とした細いあごひげを生やしていた。

　彼は廊下の突き当たりの前で立ち止まり、塔に通じる扉をノックする。

「ブレロです。今、よろしいですか？」

　声をかけて直立不動で待つ。足元から這はい上がるかすかな揺れを感じた。この人工島が波の影えい響きようを受けているせいなのか、緊きん張ちようのせいなのかはっきりしなかった。

「……お入りなさい、副院長」

　重々しい声に従って、ブレロは扉を開ける。四方のカーテンが閉められており、塔の中にもかかわらず穴あな蔵ぐらめいた薄暗い部屋だった。おそろしく背の高い老女の姿が、窓から射さしこむ淡い光に照らされている。腰まで伸びた長い銀髪が鈍く光っている。

「ヴィクトル・アバディーンを名乗る少年との面接が終わりました」

　老女は振り向きもせずに、厚いカーテンの隙すき間まから外の様子を窺うかがっている。ブレロは沈黙に苛いら立だちながらも、相手の答えを促うながせずにいた。この騎士学院グランデコルに勤めてもう二十年、副院長の地位についてからも五年経たつが、この相手にはどうしても頭が上がらない。人を不安にさせる相手だった。

　老女の名はガートルード。騎士学院グランデコルの第四十一代学院長。それはこの島の最高権力者を意味していた。

「面接の結果は？」

　と、ガートルードは外の景色から目を離さずに言った。

「はい、ヴィクトル・アバディーン本人に間違いないかと」

　ブレロの声には疲れがにじんでいる。卒業式の後で入学式があり、ようやく一段落がついたと思っていたところに、アバディーン王国の第一王子を名乗る少年が現れたのだ。この二日間、騎士学院グランデコルでは蜂はちの巣をつついたような騒ぎになっている。

　根絶やしにされたはずのアバディーン王家の者が生きていた──それも、正式な王位継承者として認められた王子が。海ユ洋ニ連オ合ン諸国にもこのニュースは広まっているらしく、ブレロは真しん偽ぎを確かめる問い合わせの対応にも追われていた。

　彼がここへ来たのは、ヴィクトルの処遇についての判断を仰あおぐためだった。学院長はこの塔からほとんど外へ出ることはない。実務はほとんどブレロを始めとする他ほかの職員がこなしていた。

「記録に残っている身体的な特徴は一致しておりますし、顔立ちもよく似ているようです。アバディーン王家についても十分な知識を持っていました。本人と見るのが妥だ当とうなところでありましょう」

　面接を担当したのはブレロ自身だった。アバディーンの歴史や地理はもちろんのこと、王家の内情や王城の間取りに至るまで、微に入り細にわたる質問すべてに赤毛の少年ははっきり答えた。

　本人だと確信したのは、家庭教師について尋たずねた時だった。ブレロ家は古くから教職や学究の家系として名高く、一族の者たちは故郷のバルバートル王国だけではなく、海ユ洋ニ連オ合ン全体で活動している。アバディーン王国でヴィクトル王子を教育した家庭教師も彼の弟だった。

　少年は弟の特徴だけではなく、ちょっとした口くち癖ぐせまで詳しく語った。アバディーン戦せん役えき以来行方ゆくえが分からなくなっていたが、あの襲しゆう撃げきの日に死んだらしい。式典への列席を許された弟は、レガリオン帝国軍の機甲竜ヒユドラ部隊に生き埋めにされたという。

「……この三年間、どこにいたと言っていましたか？」

　感傷に耽ふけりかけていたブレロは我に返った。

「ええ、難民として海を渡り、偽ぎ名めいを用いてフリデク王国の孤児院に潜ひそんでいたとか。誰だれにも身分を明かさなかったそうです。フリデクはアバディーンの戦災孤児が多く暮らしていると聞いております。とりたてて不自然な説明ではありませんでした」

　そして、たまたまフリデク島に立ち寄った竜りゆう──竜りゆう帝ていアレクシスの皇女・ティアナレルドに声をかけたという。

「そうですか。話はおおよそ分かりました」

　学院長は素っ気なく言った。

「彼を入学させなさい。この件については以上です」

「えっ……」

　もう少し慎重に判断すると思いこんでいた。目を丸くするブレロを、ガートルードは怪け訝げんそうに振り返った。

「ヴィクトル・アバディーン本人であれば入学させることに問題はないはずです。違いますか？」

「それはそうですが……」

　神童、と呼ばれていたわりには言葉遣づかいや態度が乱暴な印象を受けたが、三年間も潜伏していたことを思えば不思議はない。ブレロの懸け念ねんはむしろ少年が本人であることだった。

「ただ、学費を持っていないようで……」

「奨しよう学がく金きん制度を適用なさい」

　と、ガートルードは言った。

「ここへ来たということはレガリオン帝国と戦う意思があってのことでしょう。今は少しでも戦力が必要な時です。戦いがまたいつ起こるか分かりませんから」

　つい頰ほおが引きつりそうになった。あの少年も面接の時に戦うつもりだとはっきり言っていた。家族を殺した「黒の鉄姫」がどうしても許せない、と。率直すぎる告白にうんざりさせられた。

「……もう少し受け入れに慎重になってもよろしいのではないでしょうか」

　ブレロは言った。あまり異を唱えたくない相手だが、これは重大な問題だ。黙っているわけにはいかない。

「レガリオン帝国は未いまだにアバディーンの王族を捜しているとも聞きます。引き渡しを要求してくるかもしれません」

　レガリオン帝国がアバディーン王国に侵攻した経緯は今も謎なぞのままだ。しかし、一部の人間にはアバディーン王家がなんらかの形で帝国の怒りを買ったことが原因だと見られていた。その王位継承者を安易に入学させていいのだろうか。

「拒否すればよいことです」

「次の戦争のきっかけとなるやもしれませんぞ」

「その時は戦いましょう」

　ガートルードは平然と告げる。その言葉の重さにブレロは戦せん慄りつした。こみ上げる怒りを抑えきれなくなった。

「どうやって戦うのですか？　三年前の戦争で海ユ洋ニ連オ合ンは力を失っています。どの島が戦場になったとしても、満足な援軍すら送れないでしょう」

　この騒動で海ユ洋ニ連オ合ン諸国が一いつ斉せいに事実の確認を求めてきたのは、単に驚おどろいたためではない。もしヴィクトル・アバディーンが国王を名乗って祖国の再興を求めてきた場合、竜騎士ドラグーンたちはそれに応こたえ、海ユ洋ニ連オ合ン諸国も協力せざるを得ない。どの国も再び全面戦争が起こることを恐れている。勝ち目がないと分かっているからだ。

　今まで海ユ洋ニ連オ合ンがレガリオン帝国とかろうじて軍事的な拮きつ抗こうを保っていたのは、竜騎士ドラグーンたちの存在があってのことだった。しかし、機甲竜ヒユドラの前線への投入でそれは崩れてしまった。公表はされていないが、称号を持つ騎き士しと騎き竜りゆうの七割以上がアバディーン戦せん役えきで失われていた。

　アバディーン王国からの撤てつ退たいは、つまるところ敗北だった。レガリオン帝国と戦えば今度こそとどめを刺される──それが騎士たちや為い政せい者しやたちの共通認識だった。

「この騎士学院グランデコルには設立以来の精神があります」

　学院長はあくまで穏おだやかに言った。

「入学資格を持つ者を拒むことはできません」

「その精神のために、三年前どれほど多くの生徒たちを失ったかお忘れですか？」

　空気がぴりっと凍った気がした。機甲竜ヒユドラ部隊が投入された結果、竜騎士ドラグーンたちはほとんど前例のない空中戦に突入し、次々と撃げき墜ついされていった。戦力不足に悩まされた海ユ洋ニ連オ合ン軍は、人員の補給を騎士学院グランデコルに求めてきた。

　騎士学院グランデコルには称号を得ていないが、すでに竜と契約を結んだ騎士候補が多くいた。練度の低い生徒たちを出陣させることにブレロは反対した。しかし、ガートルードが「戦いを避けるのは騎き士しの精神に反する」と主張し、志願者を募って戦場へと送り出した。

　彼らの多くは戻ってこなかった。

「レガリオン軍の機甲竜ヒユドラはさらに進化していると聞いております。我々は生き残った王子だけではなく、海ユ洋ニ連オ合ン全体の平和も考えなければ……」

　ブレロの言葉がとぎれる。ふと見ると窓の前からガートルードが消えていた。

「……ブレロ副院長」

　頭上から突然降ってきた声に飛び上がった。いつのまにかガートルードはすぐ隣に立っていた。ちょうど目の高さにある首筋に、大きな石の嵌はめこまれた首飾りが揺れていた。

「あなたの懸け念ねんは理解しているつもりです」

　二つの瞳ひとみが爬は虫ちゆう類るいのように縦長に縮んだ。小刻みに震ふるえるブレロの肩に、彼女の右手が置かれる。左手よりも太く長い。表面を覆おおっているのは暗い銀色の鱗うろこだった。

「しかし、この騎士学院グランデコルは海ユ洋ニ連オ合ンの秩序と平和を守る本拠地です。その精神を貫つらぬかなければ、ここの存在意義はありません……わたしたちの竜りゆう帝ていは常にそのことを気にかけておいでです」

　ガートルードは竜だった。

　竜帝アレクシスの元側近で、皇女ティアナの養育係でもある。竜帝から預けられた末娘をこの島で育て上げたのは彼女だった。なぜか目と右手は常に竜のままで、完全な人間の姿を取ることはできない。

「海ユ洋ニ連オ合ンの為い政せい者しやたちも、その思いは同じでしょう」

「はあ……」

　その言葉を皮肉と受け取るべきか、ブレロは迷った。

「仮に王子の入学がなかったとしても、再び帝国と戦うことは避けられません。姑こ息そくな安全策を取るよりも、困難に立ち向かいましょう。これは学院長としての決定です」

「……分かりました」

　ブレロは震えながら頭を下げた。恐怖と怒りの入り交じった感情が胸の中で滞とどこおる。学院長の決定は絶対だ。最終的に自分の──いや、人間の意見は決して通らない。学院長になれるのは竜だけと決まっているからだ。人間たちにはこの島の方針一つ決められない。

　この人工の島がもともと竜帝個人の所有地であり、海ユ洋ニ連オ合ンに貸与されているという事情があるとしても、納なつ得とくはいかなかった。

　竜は人間のために存在しているはずだ。なぜ竜が人間の主人のように振る舞うのか。それは以前からの彼の不満だった。

　ガートルードは以前より帝国との戦力差が増大していることを考慮に入れていない。レガリオン帝国との軋あつ轢れきを生みかねないあの少年は、海ユ洋ニ連オ合ン世界にとって危険なのだ。

（うまく、追い出せないものか）

　ちらりと考えが頭をもたげる。あの少年が重大な不正でも犯してくれれば、文句なく退学にできるのだが。

「では、失礼いたします」

　ブレロは深々とお辞じ儀ぎをした。

「皇女殿下を下でお待たせしておりますので」

　扉の方に向きを変えようとした時、

「お待ちなさい。ティアナ様がどうかなされたのですか？」

　ガートルードが鋭く言った。

「ヴィクトル・アバディーンの処遇が決まったら知りたいとおっしゃいまして。彼を発見なさったのが皇女ですから、気にかけておられるのではないでしょうか」

　学院長は浮かない顔つきになった。なにに引っかかっているのか、ブレロには見当もつかない。

「……王子を発見したのは、ティアナ様でしたね。夜間に外出なさっていた折だとか」

　時々、ティアナはこの島からふらりと出かけていく。最近は減ってきたが、何日も姿を消すことも珍しくなかった。養育係のガートルード自身、そのことに頭を痛めてきたはずだ。

「はい、それがなにか」

　彼女は自分の首飾りに軽く触れる。ふと、ブレロはティアナも似たような首飾りをかけていたことを思い出す。揃そろいのものなのかもしれない。

「ティアナ様の行動に注意して下さい」

「えっ？　それはなぜですか？」

　思わず彼は訊きき返した。皇女を監視しろとは穏おだやかではない。しかし、ガートルードは答えようとしなかった。

「……とにかく、なにか変わったことがあったら必ずわたしに報告なさい。職員たちにも徹底しておくのです。分かりましたか？」

「はい……では、そのようにいたします」

　有無を言わせぬ物言いに、ブレロは仕方なくうなずいた。




　　　　２




　校舎のエントランスを抜けると、噴水のある前庭が広がっていた。おそらく旧文明の様式を模して造られたものだろう。アバディーン王国の王城の中庭に少し似ている気がした。日が沈みかけているせいか、生徒の姿をほとんど見かけない。

　ゆっくりと歩を進めながら、ジャンは息をついた。ようやく緊きん張ちようがほぐれてくる。たった今、ブレロ副院長から面接の結果を聞かされたところだった。学院長は入学を許可したという。とりあえず最初の関門はくぐり抜けたらしい。

（一応、これで君も騎士学院グランデコルの生徒だ……まあ、おめでとう）

　祝福にはほど遠いおざなりな態度で、ブレロは握手を求めてきた。ジャンはこの副院長に早くも嫌いや気けが差していた。

　アバディーン王国にいた家庭教師の兄だと知った時には驚おどろいたが、もっと驚いたのは弟に輪をかけて小うるさい堅かた物ぶつだったことだ。二日間にわたった面接は、まるで憲兵の取り調べのようだった。信じられないほど些さ細さいなことまで訊きき、その答えをノートにいちいち書き記していた。

　なぜか分からないが、相手もこちらにあまりいい印象を持っていないらしい。問題を起こした場合は退学もありうるという話をしつこいぐらい繰り返していた。

（まだ疑ってんのか……？　いや、そんなはずない）

　もしそうならまだ面接は続いているはずだ。面接が終わった時には、もうブレロは納なつ得とくしていたと思う。

（だったらなんでだ？）

　よく分からなかった。頭を悩ませながら、噴水のそばを通りすぎようとした。

「お待ちなさい、アバディーン」

　涼しげな声に呼び止められた。細かなタイルの貼はられた噴水池の縁へりに、長い髪の少女が腰を下ろしている。頭に載っている帽子はこの前と同じだが、服が違うので気がつかなかった。今日身につけているのは軍隊の正装のような青いブレザーとスカートで、胸元には渦巻く竜りゆうの刺し繡しゆうがあしらわれている。騎士学院グランデコルの紋章だった。

「そろそろ来る頃ころだと思って、待っていました」

　ティアナは眉まゆひとつ動かさずに言った。今日の服も彼女の整った容姿によく似合っている。じろじろ眺ながめている自分に気づいて、慌あわてて水の止まった噴水に目を移した。

「学生寮りように行くのでしょう？　わたしが案内します」

　彼女は答えを待たずに歩き出した。学生寮の場所はブレロから聞いて知っているが、ジャンは黙って彼女の後についていった。

（なんか、話でもあるんだろ）

　昼は面接を受け、夜は監視つきの部屋に泊まっていたので、ここに来て以来ずっと顔を合わせていなかった。

　アーチ形の門の近くまで来た時、不意に鐘かねが鳴った。立ち止まって振り返ると、校舎の奥にそびえる尖せん塔とうの上から響ひびいてくるらしい。まだ太陽は沈みきっていないが、一日の終わりを告げる鐘だろう。

　この島のどこからでも、この音ねは聞こえているはずだ。鐘で時を告げる習慣は海ユ洋ニ連オ合ンのどこにでもあるが、音色はその土地によって少しずつ違う。鐘の音に耳を傾けていると、アバディーンでもフリデクでもない場所にいることを実感する。

　後を追おうとしたジャンは、門のそばにある大きな騎き士し像に目を留めた。ティアナと同じ青い服を着た少女が二人立っている。騎士学院グランデコルの生徒で、きっと彼女たちも竜りゆうなのだろう。ここに在ざい籍せきしているのは人間の男子と竜の女子だけだ。

　二人は目を見開いて、食い入るようにこちらを見ている。

（え？　俺おれか？）

　そわそわしかけたが、すぐ間違いに気づいた。彼女たちの視線は彼ではなくティアナに向けられていた。

「なにをしているのですか？　……あ」

　振り向いたティアナが少女たちと目を合わせる。二人はぎくりと背を震ふるわせた。膝ひざを軽く折って会え釈しやくをし、門の反対方向へ小走りで逃げるように去っていった。どう見てもティアナを避けている──というより、恐れている。

　ティアナは醒さめた目つきで女子生徒たちの背中を見送る。ジャンはそのことに驚おどろいていた。平然としているのは、普段からこんな態度を取られているからに違いない。

「なんだよ、今のあれ」

　再び歩き出したジャンは尋たずねる。

「……あの者たちに訊ききなさい」

　彼女はそれ以上なにも説明しようとしなかった。するような気分ではないのだろう。




　門を出た二人は曲がりくねった坂道を下っていった。

　この島の町並みはどことなく作り物めいている。しばらく歩いているうちに、視界に入るのがレンガ造りの家々や敷石ばかりで、地面の露ろ出しゆつしている場所がないせいだと気づいた。敷石の材質のせいなのか、足音がところどころで妙にうつろに響ひびく。

　夕日が遮さえぎられてあたりはひどく薄暗く、住民もほとんど見かけなかった。

　内密の話にはもってこいに思えたが、いつまで経たっても彼女は黙ったままだ。ジャンはいたたまれなくなって首をぐるぐる回した。

「なんか俺に話すつもりじゃなかったのか？　これからのこととか」

　暗がりの中でティアナの眉まゆが上がった。

「案内をしにきたと言ったはずですが。話をしにきたのならそう言います」

　それだけ言って、また沈黙に戻ってしまう。ジャンもお喋しやべりな方ではないが、こういう間は嫌いだ。孤児院の子供たちが急に懐なつかしくなった。連中ならこっちが口を開くまでしつこいぐらいに話しかけてくるのに。

「そういえば、あんたも騎士学院グランデコルの生徒だったんだな」

　仕方なくジャンから話題を振った。面接の時にブレロから聞いた話で、それが一番意外だった。彼女が騎士学院グランデコルでどういう立場にいるのか、よく知らないままここへ来てしまっていた。

「ええ。在ざい籍せきはしています」

　彼女はどこか投げやりに答える。

「何年生なんだ？」

「今は一年生です。あなたと同じ組に入ることにしました」

「なんだそれ。勝手に決められるのか？」

「わたしは決めていいのです……他ほかの生徒と違いますから。色々と自由が利きくのです」

　ジャンはさっき逃げていった女子生徒たちを思い出した。確かに他の生徒とは違う存在のようだ──ただ、どういう風に違っているのか気になる。

「さっきの連中、なんであんたから逃げてったんだ？」

　と、ジャンは尋たずねる。ティアナは彼女たちにとって皇女のはずだ。危険な猛もう獣じゆうにでも出くわしたように、あからさまに避けるのはおかしかった。

　いつのまにか隣に誰だれもいなくなっている。ジャンが振り向くと、彼女は古びた門の前でうつむき加減に立っていた。

「わたしは、戦争を知っています」

　と、彼女は言った。

「え？」

「戦争を知っていると言ったのです。彼女たちは戦争を知りません。違っていると言ったのはそういう意味です」

　もう夕日の名残なごりも消えかけて、うつむいた彼女の顔は暗がりの中に溶けてしまっていた。

「戦争ってどういう……」

　ジャンの言葉は途中で立ち消えた。突然、彼女は顔を上げて急ぎ足で近づいてきた。ジャンの上衣の襟えりをつかみ、つま先立ちになって顔を近づけてくる。息づかいに凍りついた彼は、押し殺した囁ささやき声を耳にした。




「ジャン、あなたも戦争を知っているわ。だから会いに行ったの」




　背筋にぞくりと震ふるえが走る。気がつくとティアナはもう体を離していた。

「……学生寮りようはここです」

　なにごともなかったかのように傍かたわらの門を指さす。その向こうにいつの様式かも分からない古風なレンガ造りの建物があった。

「また明日、教室で会いましょう」

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすジャンを残して、ティアナは急ぐことなく夕ゆう闇やみの坂道を下っていった。
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　壁かべに取り付けられた真しん鍮ちゆうのランプが、学生寮りようの廊下を淡く照らしている。ジャンはふらついた足取りで、ニスの剝はげた扉の前を次々と通りすぎていった。まだ耳のあたりがほてっている。さっきのティアナの言葉が頭から離れなかった。

（なんだあれ……なんだったんだあれ）

　戦争を知っている、だから特別、だからジャンに会った──さっぱり意味が分からない。ぼんやり突っ立っていないで、どういうことなのか訊きき返せばよかった。

　いきなり目の前に漆しつ喰くいの壁が現れる。

「……いて」

　ぶつかりそうになって足を止めると、廊下の端に来てしまっていた。考え事に夢中になりすぎた。幸い廊下には他ほかに誰だれもいなかった。人に見られなくてよかった。

（一一八号室、だったな）

　改めてすぐそばの扉を見ると、金メッキのプレートがかけてある。薄れかけた数字は「一一八」。たまたまここが目指す部屋だったらしい。

　自分の部屋にノックの必要はないので、勢いよく扉を開ける。シャツのボタンを外しかけていた男子生徒が、ぎょっとしたように振り返った。

「あ、悪い。間違えた」

　慌あわてて扉を閉めて、プレートをもう一度確認する。「一一八」、やっぱりここだ。首をかしげていると扉が開き、少年が廊下に顔を出す。ジャンと同じくあまり背の高い方ではなく、華きや奢しやと言ってもいいぐらいの体つきだった。つややかな細い黒髪と黒こく曜よう石せきを思わせる瞳ひとみが印象的な、はっとするほど端整な顔立ちをしている。

[image: ]

「君がヴィクトル・アバディーンか？」

　彼は微笑しながら柔らかい声で言った。

「ぼくは君の……」

「なんでレガリオン人がここにいる？」

　敵意をむき出しにして睨にらみつける。少年の瞳と髪の色は明らかにレガリオン人特有のものだった──あの「黒の鉄姫」と同じだ。

「ここは俺おれの部屋だ。あんたは……」

「……ぼくは同室の者だよ。この寮は二人部屋だから」

　少年の言葉に呆あつ気けに取られた。同室の生徒がいるとは聞かされていない。

「ぼくは二年のクリス・キッドマン。とにかく中で話をしよう」

　彼はきびきびとした動きで部屋の奥に戻っていった。廊下に立っていても仕方がないので、部屋に足を踏み入れる。部屋は左右対称になっていて、古めかしい机とベッドと戸棚が一組ずつ置いてある。右側は空からっぽで、左側をクリスが使っているらしい。服や本や鞄かばんなど細こま々ごまとした私物が、きちんと整理されて並べられている。ケースに収められた槍やりのように長い武具が、机の脇わきに立てかけてあった。

　私物の量が以前からここに住んでいることを物語っている。後からのこのこ現れて「俺おれの部屋だ」などと言った自分が情けなかった。

「トイレと浴室は入り口のそばの扉だ。建物は古いけど、水道管が通ってるから水も使えるよ。お湯を使いたい時は厨ちゆう房ぼうからもらってこないといけないけどね」

「おい、あんた」

　ジャンは我慢できなくなって、てきぱきと説明するクリスを遮さえぎった。

「俺の質問に答えろよ。なんでレガリオン人がここにいるんだ？」

　フリデクのような商人の多い国ならともかく、騎士学院グランデコルはレガリオン軍と戦う騎き士しを養成する学校だ。レガリオン人に入学できるはずがない。

「……ぼくは二年前にカリクマへ亡命したんだ」

　ジャンに詰きつ問もんされても、クリスの態度はあくまでも穏おだやかだった。

「亡命……？」

「そう。だから国こく籍せき上はもうレガリオン人じゃない。今は騎士を目指す身なんだ。ほら」

　そう言って手の甲をジャンに見せる。赤い紋章のようなものがくっきりと刻みこまれている。船乗りの間で盛んな入れ墨ずみの習慣、というわけではなさそうだった。あまりにも色が鮮やかすぎる。

「……それは？」

　冷たい声で尋たずねると、クリスは顔を赤くして話を続けた。

「ごめん。説明が足りなかったね。これは印ムドラといって、竜りゆうと人間の契約の証あかしなんだ。契約を結ぶと竜脈ナーデイの集まる利きき手にこれが浮かび上がる……卒業するまで正式な称号はもらえないけど、ぼくにはもうパートナーの竜がいるんだよ」

　ジャンは口をつぐんだまま目を背そむけた。在学中に竜と契約を結べるのは、優秀な騎き士し候補の証拠だ。騎士学院グランデコルに入学し、竜に選ばれた人間である以上、身元は保証されているようなものだ。

（くそ……）

　それでもこの相手を信用する気になれなかった。アバディーン戦せん役えき以前にレガリオン人を見たことがなかったジャンにとって、レガリオン人と「黒の鉄姫」は結びついて離れない。なんの前触れもなく自分からすべてを奪うばった女。

「どうかしたのか？」

　黙りこくっているジャンを、クリスは心配そうに覗のぞきこんでくる。性別はもちろん風ふう貌ぼうも違うが、年齢や身長もちょうど記憶の中のあの女ぐらいだ。彼の顔が「黒の鉄姫」に重なって、怒りに我を忘れそうになった。

「あんたを見てると、俺おれの家族を殺した奴やつを思い出すんだ」

　気がつくと思ったままのことを口にしていた。一いつ瞬しゆん、クリスの表情がふっと翳かげった。

「……そうか」

　傷ついたことを隠すように、彼は目を伏せた。

「仕方のないことだと思う。ぼくが君の立場だったら、同じように感じるかもしれない」

　ジャンの胸にじわじわと自己嫌けん悪おが広がっていった。アバディーン王国が滅びたのはクリスのせいではない。それなのにジャンに怒るどころか理解まで示そうとしている。

　冷静になれない理由はもうひとつある。クリスの穏おだやかな口調や態度が、どことなくヴィクトルに似ているのだ。よく通る高めの声も、声変わりする前に死んだ兄を思わせた。殺された家族と、その仇かたきの記憶を同時に呼び起こす相手──ジャンは混乱を鎮しずめるように目を閉じてがりがりと頭をかいた。

「でも、この寮りようで空あいている部屋はここだけだし、悪いけど君には慣れてもらうしかない」

　と、クリスは言った。声からはもう動揺は感じられない。

「寮長からはここの決まりや日課を君に説明するよう頼まれているけど、どうする？　夕食の後にすることもできるよ」

「……今でいい」

　ジャンは首を横に振った。そうそうレガリオン人を受け入れる気にはなれないが、その相手にこれ以上気き遣づかわれるのはもっと嫌いやだった。




　クリスの説明は簡潔で要を得ていた。食事や消灯の時刻や備品の使い方などは細かく決められていたが、孤児院の規則とそう大きな違いはない。少なくともこの寮りようではとんでもないミスを犯さずに済みそうだった。

「……なにか他ほかに訊ききたいことはある？」

　一通り話を終えてからクリスは言った。

「寮のことだけじゃなくて、授業のことでもなんでもいいけど」

「……いや、別に。まだ授業も始まってないし。なにが分からないのか分からない」

「それもそうだね」

　彼は苦笑を浮かべて、蜂はち蜜みつ入りの紅茶を一口飲んだ。ジャンも同じものが入ったカップを手にしている。クリスが淹いれてくれたのだが、素直に口をつける気になれなかった。

　カップをもてあそぶうちに、ふと誰だれかに訊いてみたかったことを一つ思い出した。

「あの、ティアナってどういう奴やつなんだ？　ただの学生なのか？」

　そう言うと、クリスが目を瞬しばたたかせる。

「ティアナ……って、ティアナレルド皇女のこと？」

　ジャンは黙ってうなずいた。

「そうか。ここまで君を運んだのはティアナ様だったね。確かに学生は学生だけど、色々複雑なんだ。あの方はなにも話さなかった？」

「別に……なんか戦争を知ってるとか……」

　彼女の言葉をそのまま口にしただけだったが、クリスの顔がさっと青ざめた。

「アバディーン」

　今までになく強い口調にジャンは戸惑った。

「ティアナ様と今後話す機会があっても、戦争のことを訊かない方がいい。絶対に」

「え？」

「もし知りたいなら他の生徒たちに訊けばいくらでも答えてくれると思う……ろくでもないことを言う者が多いだろうけどね」

「……どういうことだ？」

　話に釣つりこまれて、ジャンの声も自然と低くなる。二人しかいない部屋で内緒話をしているようだった。

「彼女は竜りゆう帝ていからここの学院長に預けられ、幼い頃ころから騎き竜りゆうとして最高の教育を受けてきた。雷の竜ル気ンを自在に操るエリート中のエリートだよ……騎士学院グランデコルに入学したのは十二歳の時だ」

「十二？　そんなに早く？」

　思わず声を上げると、クリスは不審そうな表情を浮かべた。

「別に驚おどろくことはないだろう。君は十歳の時に騎士学院グランデコルの入学資格を得てるじゃないか。君ほど早熟じゃないよ」

「いや、そうじゃなくて……」

　慌あわてて首を振って否定する。油断していると自分が兄になりすましていることを忘れそうになる。

「ここって十六歳じゃないと入学できないと思ってたんで」

「入学の年齢が決まっているのは人間だけだよ」

　と、クリスは言った。

「人間の竜脈ナーデイが成長し終えるのは十五歳とされている。その前に契約を結ぶと竜ル気ンを制御できないかもしれないって言われてるんだ。人間の体にはもともと生命の力……生気プラーナが流れている。その上さらに竜ル気ンを流しこんだら、負荷がかかりすぎるらしい。だから一定の年齢に達するまで、入学させないことにしているんだろう」

　ジャンは割り切れないものを感じた。十歳で資格を得たヴィクトルは、そのまま何年も待たされていた。もし資格を取ってすぐに入学できていたら、戦せん役えきの時にはここにいて無事だったかもしれない。

「……話を戻そう。彼女の入学は勉学や鍛たん錬れんのためじゃなかった。もう騎き竜りゆうとしてはほとんど完成の域に達していて、単にパートナーを見つけるためだけに入ったらしい。どのクラスに入ってどの授業を受けてもよかった」

　あなたと同じクラスに入ることにしました、という言葉を思い出した。

「それって今もか？」

「多分、そうだね。ここ何年かは休学に近い状態で、ぼくも今まで学院の中でほとんど見かけたことがない……とにかく、入学した当初、パートナーはなかなか見つからなかった。彼女の意にかなうだけの騎き士し候補がいなかったせいだって言われてる。君みたいな英才がいれば、話は別だったかもしれないけどね」

「……俺おれの話はいい。それで？」

「ここから先は君にも関係がある。アバディーン戦役が起こったんだ」

　あ、とジャンは声を上げそうになった。戦争を知っている、というあの言葉。やっと話が吞のみこめてきた。

「あいつ、アバディーン戦役に行ったのか？」

　クリスはうなずいた。

「海ユ洋ニ連オ合ン軍は劣勢だったから、騎士も騎竜も次々と戦死して戦力不足に陥おちいっていった。それで騎士学院グランデコルに援軍を要よう請せいしたんだ。ティアナ様も参戦を望んだけど、釣つり合うパートナーがいない。仕方なくあまり力量のない騎き士し候補と契約を結んで、戦場へ行ったそうだよ」

　黒煙で濁にごった空を舞う竜りゆうと、数機がかりでそれを追う機甲竜ヒユドラの姿がジャンの脳裏に蘇よみがえった。アバディーン戦せん役えきで何度も目にした光景だった。自分たちが逃げ回っていた頭の上で、大して年も違わない生徒たちが戦っていたとは思いもしなかった。

「ティアナ様は機甲竜ヒユドラ部隊と戦って、めざましい戦果を挙げた。彼女の持つ雷の竜ル気ンは、連中の機械を狂わす性質を持っているらしい。戦況を覆くつがえすほどではなかったけど、『黒の鉄姫』も一目おいていたというよ。ただ、戦果の大半は騎き竜りゆうの力によるもので、騎士はなにもしていないに等しい状態だった。そして停戦間近のある日、戻ってきた彼女の背には、パートナーの姿がなかった……ここまでは間違いない話だ」

　続きをためらうように、クリスは言葉を切った。どう話せばいいか迷っている様子だった。

「……なにがあったのか、はっきりしたことは分かっていない。でも、この島では彼女にまつわるよくない噂うわさが流れ続けている。本人は訊きかれても答えなかったから、事実だと受け止める者が多いんだ。特に生徒たちの中にね」

　クリスができるだけ控えめな言葉を選んでいるのがジャンには分かった。ティアナから逃げていった女子生徒たちの態度を見れば、彼女が恐れられ、避けられているらしいことは見当がつく。

「噂ってなんだ？」

　わずかな沈黙の後で、クリスは沈んだ声で言った。

「彼女がパートナーを殺した、って噂なんだ」
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　一年生のカジカ・サカイは、いつもと同じ時刻に教室に到着した。後方の扉を開けて中に入ると、

「ふー、慣れねえわ、これ」

　ぼやきながら腰に下げた細剣をベルトごと外した。教室以外でも騎士候補はいつも武器を帯びていなければならない。帯剣とは無縁の生活を送っていた平民出身者には厄やつ介かいな規則だ。

　彼の所属するクラスは黒山羊カプリコン──通称「黒組」で、壁かべや床の色は黒かそれに近い色で統一されている。まだ始業には間があるせいか、階段状に並んでいる長机は半分ほどしか埋まっていなかった。といっても大半は登院していないわけではなく、訓練場なり図書館なりで「自習」に励はげんでいる。

　教室の後方を横切ろうとした彼は、ふと足を止めた。いつもより教室が静かだ。妙に重苦しい空気が漂ただよっていた。生徒たちの多くが一人きりで、じっと机の前に座っているだけだ。

　最近やっと少しは打ち解けてきたと思っていたのに、これでは入学した時に逆戻りだ。能天気を自認するカジカのなにより苦手な雰ふん囲い気きだった。

「なんだなんだなんだなんだみんな？　元気ねーけどなんかあったのか？」

　大声を出してみたが、あまり効果はなかった。何人かうるさそうに振り向いただけで、すぐに自分のしていることに戻ってしまう。カジカは肩をすくめると、窓まど際ぎわの一番後ろの席に向かった。

　いかにも気の強そうなオーラを身にまとった、少し釣つり目の女子生徒が退屈そうにオレンジ色の髪をくるくると指に巻いていた。手の甲には赤い刻印がくっきりと浮かび上がっている。人間と契約を結んだ証あかしだった。

「おはよう、フリデリカ姐ねえさん」

　軽く挨あい拶さつした途と端たん、彼女はきっと顔を上げて、

「その呼び方はやめろって言ったでしょ！」

　小声で叫ぶというややこしい技を披ひ露ろうした。

「じゃ、フリデリカ先輩？」

「それもイヤだ！　一年で先輩っておかしいし！」

「ったくワガママだなー。めんどくせーからもう『留年』って呼ぶわ。フリデリカ留年」

「じゃ、ギリギリで合格したあんたは『最下位』じゃない。おはよ、カジカ最下位！」

　お互い傷を仲良く抉えぐりあったところで、カジカは彼女の前の席に腰を下ろした。今のところ、この「黒組」でフリデリカが一番話しやすい相手だ。反応が面白いしキツい冗談も言いやすい。この会話もほとんど朝の日課になっていた。

　フリデリカは二度目の一年生だったが、成績のせいで留年したのではない。長期にわたって故郷に戻らねばならず、出席日数が足りなくなってしまったのだ。彼女が去年契約を結んだ騎き士し候補は無事進級してしまった。とても「いい人」だというパートナーは落らく胆たんするフリデリカを慰なぐさめ、先に騎士の称号を受けて彼女が卒業するまで待つと言ったらしい。

「で、今け朝さすっげえ教室の雰囲気が悪わりィんだけど、なんかあったのかこれ。寮りようの朝飯でヤバいもんでも食わされたか？　じゃなかったらみんな密ひそかにマキナ教に入信して沈黙の行……」

「しっ！」

　彼女は鋭い声でカジカの無む駄だ口ぐちを遮さえぎり、教室の中央あたりに視線を走らせる。人形めいた容姿の金髪の少女が、通路のすぐそばの席に座って本を読んでいる。カジカは目を剝むいて少女を指さした。教室にいるにもかかわらず帽子を取らない。間違いなくティアナレルド皇女だ。

「うっわ、姫さんだ！　俺おれこんなに近くで見んの初めて……」

　カジカの口がフリデリカの手でふさがれる。明らかに聞こえたはずなのに、ティアナは振り向こうともしなかった。

「……なんで姫さんがこんなとこにいんだよ？」

　ようやくカジカは声を低くした。クラスの雰囲気が張りつめている理由がやっと分かった。雷の竜ル気ンを操る竜りゆう帝ていの皇女。「パートナー殺し」の噂うわさを持つアバディーン戦せん役えきの「英雄」。新入生のカジカたちに噂の真しん偽ぎは分からないが、同室しているだけで周囲に緊きん張ちようを強しいるのは間違いない。

「あたしだってびっくりしてるわよ。昨日まで出席簿にも名前がなかったはずだし……今日になって入ってきたの」

　ティアナは好きなクラスに在ざい籍せきし、好きな授業に出ればいいという話を思い出す。もはや生徒とは言えない立場の気がする。

「……なんでわざわざ『黒組』選んだんだろうな。好奇心とか？　珍しい猿さるどもを見物したいとかそんな感じ？」

「気まぐれじゃない？　それに、『白組』とかには居づらいだろうし、他ほかの色もなんか違うでしょ」

　騎士学院グランデコルには一学年につき獅子レオン、黒山羊カプリコン、蠍スコルピオ、水瓶アクエリアスの四つのクラスがあり、教室の内装にもそれぞれ白、黒、赤、青の色が使われている。この四色がそのままクラスの通称となっており、正式な名称はほとんど使われていない。

　表向き生徒たちは機械的に割り振られたことになっているが、当の彼らは各組に個性があることを肌はだで感じ取っていた。

「白組」には規律を重んじるタイプの王族や貴族の子弟が多く、「赤組」は積極的な性向の騎き士しや突出した能力を持つ騎き竜りゆうが目立つ。「青組」には調整役に適し、バランスの取れた者が揃そろっている。「黒組」はそのどれでもないとされていた──つまり、規律を守るのが苦手で、アンバランスなわりに使える能力があまりない連中ということになる。

「ひょっとして、あれとなにか関係あるのかしら」

　と、フリデリカが言った。

「例のあの王子もこのクラスに入るみたいよ。ほら、アバディーンの『神童』」

「え？　マジで？」

　三日前に突然現れた、失われたアバディーン王国の生き残り。そういえば、住みこみ先の武具工房でその王子の入学が決まったと聞いたばかりだ。町の中もその噂で持ちきりだった。

「すっげー、どうなんだこのクラス。なんかよく分かんねー方向に豪華な顔ぶれになってきてんな……で、どう関係あんだよ、それとこれと」

「その王子をここに連れてきたのが、ティアナ様だったんでしょう？　だから多分……えーっと……なんなのかしら。どう思う？」

　フリデリカが真顔で尋たずねてくる。

「そこ俺おれに訊きくとこじゃねーだろ。知らねえよ」

　その時、通路を挟はさんですぐの跳はね上げ窓が外側に向かって開き始める。それと同時に窓の下から褐かつ色しよくの肌と金髪のたくましい上半身がにゅっと現れた。誰だれかが悲鳴を上げてもおかしくない光景だった──なにしろここは二階なのだ。しかし、毎朝のことなのでクラスの大半はもう振り向きもしない。巨体の少年が開ききった窓から窮きゆう屈くつそうにくぐり抜けてきた。

「よう、ラシード・カリクマーン」

　カジカが腹の底から呆あきれつつ挨あい拶さつすると、

「…………ん」

　痙けい攣れんのような会え釈しやくがかえってきた。ラシードはおそろしく無口で、授業以外ではほとんどなにも喋しやべらない。どうにか意思疎そ通つうができているのは周囲の努力のおかげだった。

　彼は落ち着き払って背中の武器を外す。三本の竜りゆう鱗りんの棒を鎖で連結した奇妙な武器で、古代の武術で使われていた「三さん節せつ棍こん」というものを再現したらしい。

　彼は三節棍の一端を持ち、もう一端を釣つり糸のように窓から垂らす。ややあってそれを引き上げると、両手で棍を握りしめた華きや奢しやな女子生徒が現れた。瑠る璃り色いろの髪と同じ色の目。下がり眉まゆと黒目がちの瞳ひとみが魅力的な、いかにもおっとりした少女だ。彼女はラシードの助けを借りて、スカートを押さえながら教室の床に着地する。

「……いつもありがとう、ラシードくん」

　彼女は頰ほおを赤らめて礼を言い、白けた顔つきのカジカとフリデリカに視線を移した。

「あ、おはよう、カジカくん。フリデリカさん」

「おはよう、アネモネ」

　カジカたちは声を揃そろえてから、互いに目め配くばせをする。あんた訊ききなさいよ、いやあんた訊けよ、という無言のやりとりの後で、口を開いたのはカジカだった。

「ずーーっと疑問に思ってたんだけどよ」

「…………ん？」

「なんですか？」

　二人は同時にカジカを振り向いた。

「お前らなんで毎朝窓から入ってくんの？　なんで普通に扉から教室に入ってこねーの？　朝、扉から教室入ると死んじゃう病びようでもあんの？」

「わたしたちの通学路だと塀へいを乗り越えるから、窓を使った方が便利なんです」

　と、アネモネ。その隣でラシードもうなずいている。

「……普通に門、通ればよくね？　なんで塀とか窓とか通学路に入れてんの？」

　二人はにこにこと笑顔をかえすだけだった。カジカはそれ以上の質問を諦あきらめた。

　人間と竜は初対面で互いをパートナーに選ぶことがある。カリクマの王族のラシードと竜のアネモネは、入学した日に出会ってからずっと一緒に行動している。そのうち契約を結ぶだろうと噂うわさされていた。

「…………ん？」

　ラシードが目を細めて黒板の方を眺ながめている。いつのまにか教室はしんと静まりかえっていた。他ほかの三人がラシードの視線の先を追うと、真新しい革の鞄かばんを提さげ、古びた長剣を背負った赤毛の少年が扉から入ってくるところだった。

「お……あれか？　なんとか・アバディーン」

「新しくこのクラスに入った人ですか？」

　アネモネが尋たずねると、フリデリカがうなずいた。

「うん。今日からね。元『神童』みたいよ」

　元「神童」は教きよう壇だんの前あたりで立ち止まり、紐ひもをほどいて背から長剣を外した。寝ぐせらしい微妙にはねた髪が気になる。

「なんか……見た目普通って感じじゃね？」

　と、カジカはフリデリカに言った。

「『神童』っつーオーラは出てねーな。城より路地とかウロウロしてそうな感じ？　俺おれ、今猛もう烈れつに親近感湧わいてんだけど」

「あたしに人間のことなんて分からないわよ。見た目が普通でも凄すごい人間はいるんじゃないの？」

「……ま、それもそーだけどよ」

　カジカは肩をすくめた。評判通りの「神童」などとはとても仲良くできそうにない。

（面おも白しれえ奴やつだといいんだけどなー）

　彼は心の中でつぶやいた。




　立ち止まったジャンは教室の中をぐるりと見回した──皆、ちらちらとこちらを見ているようだった。ヴィクトル・アバディーンが入学してくるということを知っているのかもしれない。

（……今日から、ここに通うんだ）

　ほんの一握りの者しか入学を許されない騎士学院グランデコルの教室に、本当ならいるはずのない自分が立っている──緊きん張ちようと高こう揚よう感かんで胸が高鳴った。

　教室にいる騎き士し候補たちは、見たところ普通の人間となにも違わない。きっとうまくやっていけるはずだ、とジャンは思った。

　ふと、真ん中あたりの列に座っているティアナに目を留める。彼がここへ来る原因を作った竜りゆうの皇女は、素知らぬ顔で手元の本を読んでいた。一言声をかけようと彼女の方へ歩きかけた途と端たん、

「ヴィクトル・アバディーン！」

　張りのある大きな声が響ひびき渡った。緑の髪を肩まで伸ばした、長身の男子生徒が教室の中へ入ってくる。

（誰だれだ……？）

　ジャンは近づいてくる相手を無言で見守った。いかにも騎士といったがっしりとした体格で、身のこなしにも隙すきがない。相当に「強い」ことが伝わってくる。どうやら一年生ではないらしい。

　腰に帯びた砲剣に目が吸い寄せられる。砲剣は長銃と剣を一体化した竜騎士ドラグーンの代表的な武器で、遠距離からの射撃と近接戦闘の双方に対応している。この生徒の砲剣はすべて竜りゆう鱗りんで作られ、部品ひとつひとつに装飾品のような細工が施ほどこされた最高級品だ。王族か有力貴族の子弟でなければ、とても持つことのできない逸いつ品ぴんだった。

　間近から相手の顔を見上げると、右の眉まゆを断ち切るように傷跡が走っている。かえって顔立ちの精せい悍かんさが増している気がした。
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「久しぶりだな、ヴィクトル王子」

　明るい笑顔で彼は言った。どうやら兄と面識があるらしい。アバディーンの王城で会ったのなら、ジャンも挨あい拶さつぐらいはしているはずだ──しかし、まったく思い出せなかった。

「ああ、顔では分からないか。四年も前のことだからな……ぼくはアダマスだ」

　四年前。アダマス。ジャンは必死に記憶の中をあさったが、なにも思い当たらなかった。

「君はずいぶん感じが変わったな。元気だったか？」

「え、まあ……そちらはお元気でしたか？」

「ああ、そうだな。元気だったよ」

「それはなによりです」

「ぼくは二年の『白組』に在ざい籍せきしていてね。ぼくがここの生徒会長なんだ」

「そうですか……凄すごいっすね」

「君は今日からここに通い始めたんだろう？」

「……はあ」

　適当に相づちを打ちながら、ジャンは違和感を覚え始めていた。アダマスと名乗った少年の笑顔は、蠟ろうで固めたようにまったく変わらなかった。しかもジャンの顔をぴたりと見み据すえたまま動かない。愛あい想そはいいがどこか作り物めいていて、向かい合っていると気味が悪くなってきた。

　教室には微妙に白けた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。横目で様子を窺うかがうと、隅の方に固まっている男子たちがあからさまに目を背そむけていた。生徒会長というからには優秀なのだろうが、ひょっとするとあまり生徒たちから好かれてはいないのかもしれない。

「ヴィクトル・アバディーン」

　突然、ジャンにのしかかるようにアダマスが上体を近づけてきた。心臓の鼓こ動どうが速くなり始める。

「このぼくを虚こ仮けにするつもりか？」

　彼は押し殺した声で言った。いつのまにかその表情が怒りに満ちた毒々しいものへと変わっている。あまりの急激な変化にジャンはぞっとした。

「え……？」

「このぼくのことを忘れたわけではないだろうな？　アダマス・バルバートルだぞ」

　やっと頭の中ですべてが繫つながった。

（……バルバートルの王族か）

　バルバートル王国は海ユ洋ニ連オ合ンの議長国だ。四年前といえば、国王が代替わりした時期に当たる。その時期に父と兄が新王の即位式に列席するためにバルバートル王国を訪問していた。きっとその時に兄に会ったのだ。

「えー、いや、それは……」

　ジャンの背筋に冷や汗が流れ始める。その訪問で起こったことなど、ほとんどなにも知らない。このアダマスとヴィクトルが親しかったかどうかすら分からなかった。

　そういえば、ヴィクトルがなにかで他ほかの王族たちに賞賛されたと父が上機嫌に語っていた気がする。別の国に行った時の話だったかもしれない。珍しくもないことなので、ほとんど印象にも残らなかった。

「どうしたんだ？　まさか本当に思い出せないのか？」

　このまま会話を続けていたら、思い出せないどころかそもそも会っていないことまで知られてしまいそうだ。せっかく騎士学院グランデコルに潜もぐりこんだのに、授業ひとつ受けずに退学になるなど冗談にもならない。

「アバディーンは戦争で国を失ったのですよ、バルバートル」

　突然、座っている生徒の中の誰だれかが言った。アダマスとジャンは同時に声の主ぬしを見る。本から顔を上げたティアナと目が合った。

「いくら相手が王族とはいえ、会った者の顔を失念するぐらい当たり前ではありませんか」

　彼女はきっぱりと断言する。助け船を出してくれていることに気づくまでしばらく時間がかかった。アダマスの視線がゆっくりとジャンに戻る。

「……そうなのか？」

「すいません。その、色々あったんで、人の名前と顔がうまく……」

　彼女に話を合わせた途と端たん、かすかにアダマスの顔が青ざめた気がした。彼は半歩下がると、腰の砲剣に左手を添えた。

（え？）

　間近にいたジャンがかろうじて気づく程度の、ほんのわずかな動作にすぎなかった。しかし、なぜか相手が自分を斬きろうとしている気がした。ジャンも反射的に自分の剣の柄つかに手をかけようとする──。

　突然、鐘かねが鳴り響ひびいた。一いつ斉せいに教室の中の生徒たちが反応して動き始める。授業がもうすぐ始まるという合図なのかもしれない。

「思い出せないのであれば、仕方がないな」

　アダマスは元の笑顔に戻って言った。たった今感じたはずの殺気は跡形もない。ただの錯さつ覚かくだ、とジャンは自分に言い聞かせた。顔を憶おぼえていないぐらいで殺そうとするはずがない。

「それでも、ぼくが君と面識があることに変わりはない。もしなにか困ったことがあったら、いつでも頼ってくれ。力になろう」

「…………どうも」

　彼は向きを変えて足早に立ち去った。ティアナの方を振り返ると、もう興味を失ったように読書に戻っていた。言葉をかけてくれなかったら、どうなっていたか分からない。一言礼でも言っておくか、と彼女の席の方へ歩き出そうとした時、

（彼女がパートナーを殺したって噂うわさなんだ）

　昨日のクリスの言葉が頭をよぎった。なにを考えているか分からないのは確かだが、そんなことをするとはとても思えない。あの戦争を知らない者の無責任な噂だと思った。

「にしてもさあ、相手の顔ぐらい憶えとこうよ。アバディーンくん」

　いつのまにか肩に肘ひじが置かれている。すぐ隣にひょろりと瘦やせた栗くり色いろの髪の少年が立っている。

「あんまりあの人怒らせねえ方がいんじゃね？　今の生徒会長はなんかすげー怖い人らしいぞ」

「ふーん、そう……ってお前誰だよ」

「俺おれはカジカ・サカイ。お前に理由のない親近感を抱いだく変な奴やつだ！」

「は？」

　ジャンが思わず訊きき返すと、カジカは笑顔でぐっと親指を自分に向けた。

「俺おれと友達になろうぜ！　なっても得はしねーけどな！」

　どう答えていいものか分からなかった。

「…………なに言ってんだ？」

「まー、いいからいいから。とにかくついてきなよ。あそこにいるボンクラどもにも紹介してやる」

　彼は窓まど際ぎわの一隅に立っている三人の生徒を指さした。やたらと体格のいい大男とそのかげに隠れている小柄な女の子、それに腕組みをしているオレンジ色の髪の女子生徒──分かったと答える前に、ジャンはずるずると引きずられていった。




　アダマスは二年の「白組」の教室に向かって急いでいた。生徒の姿はもうまばらだったが、すれ違うたびに自分に視線を投げてくる。

　この騎士学院グランデコルでは多くの者が彼を知っている。注目されるのはそれだけの価値があるからだ。アダマスの成績は学年トップで、砲剣術の腕も随ずい一いちだった。すでに同学年の竜りゆうとの契約も済ませ、学年末には生徒会長にも就任した。新二年生が生徒会長を務めるのは、騎士学院グランデコルの長い歴史でもほとんどなかったことだ。教官たちも彼が次世代の竜騎士ドラグーン筆頭だということを否定しない。

（ぼくは曇くもりなき金剛石アダマスだ）

　彼の名は最も硬い宝石を指す古代の言語にちなんでいる。幼い頃ころから自分に潜ひそむ資質を見極め、それを磨みがき続けることに全精力を傾けてきた。そうしなければ末子の彼は何者にも顧かえりみられなかったからだ。第一王子ではない以上、バルバートル王国の支配者となることはできない。しかし、竜騎士ドラグーンになればこの海ユ洋ニ連オ合ンの秩序を支配できる。そこで騎士学院グランデコルを目指した。

　四年前の即位式の時、新国王の兄に若い王族だけの武術大会の開催を進言した。自分の価値を他国に認識させるためだった。アダマスの力を認め、即位式に華はなを添えることを期待した兄はその話に乗った。

　アダマスは圧倒的な力を見せつけて総当たり戦に勝ち続けたが、こっそり別のことも行っていた。相手の体のどこかに浅いが消えにくい傷をつけていくのだ。相手を屈服させたという刻印であり、敗者はうっすら残る傷を眺ながめるたびに、アダマス・バルバートルの名を思い出すはずだった。

　あと一歩で全員に傷をつけ終えようとした時、彼の前に立ちふさがったのが同じく全勝のヴィクトル・アバディーンだった。十三歳のアダマスは、自分より年下の小柄な少年に意気高く挑みかかった──。

（あいつさえいなければ）

　ぎりっと奥歯を鳴らした。無意識のうちに右の眉まゆを指でなぞっている。眉を走る傷はその試合でヴィクトルに負わされたものだった。

　彼がアダマスの意図をどこまで知っていたのか、今でも時々考える。はっきり憶おぼえているのは、勝負が終わった後のヴィクトルの態度だ。つかみどころのない醒さめた目つきで、額を押さえてうずくまる自分を淡々と見下ろしていた。自分への怒りも勝利した喜びもなかった。なにを考えているかよく分からなかった。

　ヴィクトルは王族たちに賞賛され、アダマスは新国王に口汚く罵ののしられた──派手に吠ほえ立てて派手に負ける、見事なかませ犬だったな。お前だけならいいがわが国までそのように思われないか心配だよ。

（ぼくのことを、忘れるなど）

　絶対に許せないことだった。自分の手で傷を刻んでおいて。傷つけられた側は一日たりとも忘れたことがないというのに。

　四年ぶりに会うヴィクトルは記憶に刻みこまれた面影を強く残していたが、気品や才気のようなものは感じられなかった。あの時とは別人のように見えた。

（……どういうことだ？）

　不気味な印象をぬぐえなかった。わざと凡ぼん庸ようなふりをした気さえする。そもそも長らく行方ゆくえ不明になっていた人間が、こんな風に突然現れることなどあり得るのだろうか。考えてみればできすぎた話だった。

　ヴィクトル・アバディーンは油断ならない相手だ。

　なにを企たくらんでいるか、分かったものではない。

　あの武術大会の時のように、ある日突然アダマスの地位や人望を脅おびやかすかもしれない。決して目を離してはならない相手だった。

（いつかあいつに傷をつけてやる……ぼくよりもずっと大きな傷を）

　アダマスは心の中でつぶやいた。
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　騎士学院グランデコルの授業は午前の学科と午後の実技に分かれている。一年生のカリキュラムは古典言語や歴史や数学など、教養の範囲に属する科目が多く、海ユ洋ニ連オ合ン各地にある私学校とそう大差はない。もっともそれらはただの基礎科目で、二年からは紛争の解決や海賊の取り締まりなどを行うための、より実じつ践せん的な内容に移っていくという話だった。

「今んとこ試験の時に出てきたような内容ばっかだよな」

　香草シチューに入った骨付き肉をフォークでつつきながら、カジカがほっとしたようにつぶやいた。アネモネとラシードがうなずいている横で、ジャンは無言で座っていた。

　四人は午前の授業を終えて、校舎とは別べつ棟むねの食堂に来ている。もともとは礼拝堂として使われていたのかもしれない。広い室内に等間隔で立つ円柱とそれらを繫つなぐアーチが高い天井を支え、半円形の窓からはまばゆい光が降ってくる。

　クラスによって食べる場所は決まっており、テーブルの色も四色に塗り分けられている。どのテーブルもほどよく混こんでいるが、満席というわけではない。他ほかの場所で食事を取る生徒もいるようだった。

「でも、今年は基礎科目が減らされるみたいです。すぐにもっと高度な内容に移るって……そうだったよね、ラシードくん」

　アネモネが遠慮がちに同意を求めると、ラシードが無言で力強くうなずいた。

「あたしはその方がありがたいわね。去年やったことなんてもう一回やりたくないもの」

　フリデリカは澄ました顔で紅茶を飲んだ。彼女一人だけなにも食べていなかった。

「そりゃーあんたはいいだろうけど俺おれが困んだよ。今だからなんとか俺でもついてけるってのに……ってさっきからずーっと動いてねーけどアバディーン？　飯まずいか？」

　話題を急に振られて、ジャンは目を白黒させた。

「いいや、うまいよ。なんでもない」

　慌あわててパンを千切って口に入れる。正直、あまり食欲がない。午前に受けた授業の内容がさっぱり分からなかったせいだ。孤児院でも多少は勉強をさせられていたが、レベルがまるで違う。なんの話をしているのかも分からず、教官に指名されないことを祈るばかりだった。それでもこの連中の話を聞いているとまだまだ序の口らしい。先のことを考えると気が重かった。

「まー、お前はデキるんだから余裕だわな。そういやさっき授業でやった変異量の計算式なんだけどよー、初速の値がなんでああなったんだ？」

「え……？　ああ、なんでだろうな」

　なにについて尋たずねられているのかも分からなかった。少し気詰まりな沈黙が流れる。

「んー、お前にも分かんねーか……やっぱ難しいんだよな……」

　この手の話を続けたくない。幸いカジカもあまり授業の話はしたくないようだった。

「そういや、フリデリカ姐ねえさんは飯食わねーの？　ひょっとして無理めのダイエット中？」

「その呼び名はやめて。今日は彼と一緒に外で食べるから、ここで待ち合わせしてるの……今日はおごってもらう日だから」

　彼女の声は弾はずんでいる。彼、というのはパートナーのことだろう。この中で正式にパートナーと契約を結んでいるのはフリデリカだけだ。

「はー、なんだ。よかったっすね、お幸せそうで」

「ちょっと、ヘンな想像するのやめなさいよ。わたしたち別に規約に反する仲じゃないわよ？　そういうのとは違うんだから」

「はあ？　ムキになることねーだろ。なんも想像してねーし」

「……規約って？」

　ジャンが尋たずねると、フリデリカの頰ほおに赤みが差した。

「騎き竜りゆうとその……恋愛しちゃいけないって騎き士しの規約にはあるのよ。そんなことも知らないの？」

　知らないというより、想像したこともなかった。竜と縁のない生活を送ってきたせいかもしれない。

「しちゃいけないってことは、あるのか？　そういうこと」

「ないわよ、いやらしい。確かに契約を結ぶと自然に一緒に過ごすことが増えるわよ。でも、それは恋愛みたいなものとは違うの！　人間と竜は考え方だって違うんだから。あんたたちにはまだ分からないかもしれないけど」

　そういうものかな、とジャンは首をひねった。そこまで全否定されるとかえって気になる。色々な考え方の者がいるし、例外だってあるのではないだろうか──。

「……フリデリカ」

　聞き覚えのある声に、ジャンは口に入れようとしていたシチューを吹きそうになった。ジャンたちのテーブルのそばに細身の男子生徒が立っている。フリデリカがにっこりと笑いながらカップを置いた。ジャンたちに見せているのとはまるで違う表情だった。

「あっ、クリス。よかった。お腹なかぺこぺこだったの」

　ジャンはつい視線を逸そらす。フリデリカのパートナーは同室のクリス・キッドマンだった。

「待たせて悪かったね。先生との話が長引いてしまって……あ、こんにちは」

「どうも」

　我ながら硬い声で言い、軽く頭を下げる。

「えっ。知り合いだったの？」

　フリデリカが交互にジャンとクリスを見比べた。

「ああ、彼とは寮りようで同室なんだ」

　クリスは穏おだやかに微笑ほほえんでいる。結局、昨日ティアナの噂うわさについて聞いた後はほとんどなにも会話していない。どうしてもレガリオン人がそばにいることに慣れなかった。

「ふうん……」

　妙に厳しい目つきで、フリデリカはジャンを一いち瞥べつする。なにか物言いたげな様子だった。

「行こう、フリデリカ。あまり時間がないよ」

「あ、うん……」

　それでもパートナーに促うながされて、フリデリカは立ち上がる。人ひと混ごみを避けるようにして、扉へ向かう二人をジャンたちは見送った。

「キッドマン先輩っていい方ですよね」

　二人の姿が見えなくなってから、アネモネは笑顔で言った。

「成績もすごくいいんでしょう？　今の生徒会長の次ぐらいって聞きました」

　生徒会長、と聞いてジャンは顔をしかめる。今け朝さのアダマスとの一件を思い出していた。

「んー、あの生徒会長よりはいい人っぽいわな。レガリオン人にしちゃマトモな方じゃねーの？　他ほかにレガリオン人知らねーけど」

　シチューの肉をかじりながら、カジカは屈くつ託たくなく言った。

　ジャンは食堂にいる男子生徒の一部が、冷たい視線をクリスに向けていることに気づく。あからさまに舌打ちをする者までいた。ここにいる者の中にもアバディーン戦せん役えきで肉親を亡なくした者が大勢いるはずだ。レガリオン人に反感を抱いだく生徒は少なくないようだった。

（……苦労、してんだろうな）

　きっと「いい人」でなければここでは生きていけないのだろう。ジャンの心境は複雑だった。その「苦労」を負わせている者の中には自分も入っている。同情する資格などなかった。

…………あ」

　ふと、今まで黙っていたラシードが声を上げる。

「どうしたの？　ラシードくん」

　アネモネが尋たずねると、彼は窓まど際ぎわの方を指さした。

　ジャンたちから離れたテーブルに見知った顔がある──ティアナだった。彼女は一人きりでテーブルにつき、背筋を伸ばして黙々とフォークを動かしている。帽子をかぶったままの姿はどこからでも猛もう烈れつに目立つ。どうやらいつも身につけていることに決めているらしい。

　結局、朝から一度も話す機会がなかった。授業の合間にもすぐどこかへ姿を消してしまうからだ。

「おお、姫さんだ！　ここでメシ食ってんの珍しいなー」

　カジカもジャンの肩越しに様子を窺うかがっている。

「あいつ、友達とかいないのか？」

　と、ジャンは言った。他の三人は気まずそうに顔を見合わせる。

「わたしたちもここに入ったばかりだから、よく分からないんですけど……他の生徒とはあまり親しくなさらないみたいです。こちらから話しかけるとすごくお怒りになるって、先輩たちから聞きました」

　アネモネの声にはかすかに怯おびえが混じっている。特に同族の女子生徒から恐れられているようだった。

「あー、そうかもなー、俺おれらも話しかけにくいし。見てる分には可愛かわいいんだけど、なんか他の奴やつと雰ふん囲い気き違うっつーかなんつーか……」

「……戦争を知ってるからか」

　思わず小さくつぶやくと、正面に座っていたラシードが訝いぶかしげな視線を向けてきた。

「…………ん？」

「悪い、独り言」

　ジャンは孤児院にいるアナを思い出していた。フリデクに来てからしばらくの間、一人きりで大きすぎる眼鏡めがねをぼんやりいじっていることがよくあった。戦争を知っている者が他者から距離を置こうとするのは珍しくない。それでもジャンはそういう姿を見るのが心底嫌いで、なるべく話しかけるようにしていた──一人でいていいことなどなにもない。

「俺おれ、ちょっとあいつと話してくる」

　ジャンが椅い子すを引いて立ち上がると、カジカたちがぎょっとしたように目を見開いた。

「はあ？　なんで？　度胸試しか？」

「いや、ちょっと用事」

　今け朝さの礼も言いそびれている。ジャンは自分の剣をつかんで、窓まど際ぎわのテーブルに向かって歩き出した。




　ティアナの前には大皿が何枚も並んでいた。ジャガイモ入りのオムレツ、豆と骨付き肉のシチュー、キノコの詰まったパイ等など々など、それらを音も立てずに優ゆう雅がに口に運んでいる。

「そんなに食うのか？」

　ジャンは呆あきれて言った。この食堂では用意された料理の中から好きなものを取っていいことになっているが、彼女が食べているのはどうも今日の全種類らしい。男子生徒でも食べきれそうもない量だ。小さな体のどこに入っているのか見当もつかない。

　ティアナは食べるのをやめ、細いあごを上げた。

「なんの話ですか？」

「いや、だから料理が」

「分けてあげませんよ？　残念ながらここにあるのはすべてわたし一人の」

「別にくれとは言ってない……ゆっくり食べろよ」

　彼女はほっとしたように食事に戻った。

（こういうところもあるんだな）

　本人はいつもと同じ表情を保っているつもりらしいが、一口食べるたびに唇くちびるから小さな笑みをこぼしている。食べることそのものが好きなのだろう。眺ながめているとなんとなく可お笑かしかった。

　ジャンは彼女と向かい合って座った。食堂中の視線が集まっているのを感じる──この皇女に話しかける者は本当に珍しいのかもしれない。

　それでもしばらく経たつと、皆少しずつ自分たちの会話に戻っていった。

「なんですか、用件は」

　彼女は周囲に聞こえない程度の小声で言った。

「あの生徒会長が来た時のこと、礼を言っとこうと思って……助かった」

「……それだけですか？」

「うん」

　沈黙が流れる。ティアナは山に盛られた白身魚の揚げ物フリツターに手を伸ばした。

「人が食べているところをじっと見るのは不作法です」

「え？　ああ、悪い」

　ジャンは慌あわてて視線を逸そらす。遠くのテーブルにいるカジカたちが、いかにも興味津しん々しんでなりゆきを見守っている──三人同時に手を振ってきて、ジャンは苦笑した。

「カジカ・サカイたちと親しくなったのですか？」

「うん。なんか向こうから話しかけてきたんだよ」

　ティアナは首をかしげながらパイの端を口に入れる。

「……なぜでしょうね」

「別に深い意味ないだろ……あんたも話してみれば分かるんじゃないか？」

「どうしてわたしが彼らと話す必要があるのですか？」

　胡こ椒しようの香りがするオムレツの最後の一切れを食べ終えて、ティアナはまだ湯気の立つシチューの残りに取りかかった。器用に動くフォークが骨から肉を引きはがしている。

「こんな風に一人で食うよりいいだろ」

「ヴィクトル・アバディーン」

　彼女は厳しい声で偽ぎ名めいを口にした。

「わたしは必要な時に必要なことをしています。自分がなにをしているのか、あなたよりもちゃんと分かっています……こうして一人でいるのは、他ほかの者と一緒にいる必要がないからです」

　シチューの皿を空からにした彼女は、ナプキンで軽く唇くちびるを拭ふいた。デザートの焼きカスタードを手元に引き寄せる。いつのまにか料理の大半を片づけてしまっていた。

「わたしはあなたの協力者ですが、馴なれ合う間柄ではありません。あなたは思ったよりもお節介ですね」

「え……」

「わたしに浅せん薄ぱくな同情など要いりません。人間の子供ではありませんから」

　横っ面つらを張られたような気分だった。彼女に孤児院のアナを重ねていたことは確かだが、辛しん辣らつな態度にかっと血が上った。

「昨日、寮りようの前で俺おれに言ったことは必要あったのか？　……戦争を知っているって」

　彼女の動きがぴたりと止まる。カスタードクリームがスプーンの端からぽとりと落ちた。うつむいた彼女の頰ほおが青ざめている。

　言ってからしまったと思った。戦争のことを訊きかないように、クリスからも忠告されていたのに。

「協力者としてあなたにひとつ忠告しておきます」

　彼女は感情を抑えこむような低い声で言った。

「午後の実技は学科以上に難しいですよ、あなたにとって」

「え？　実技が？」

　どう考えても逆だ。勉強はともかく、剣術の方は多少は通用する自信がある。毎日、稽けい古こだけはしてきたからだ。

「そうです。あまり気を抜いていると……」

　はしばみ色に光る目がジャンを射すくめた。

「死にますよ」
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　午後、一年の「黒組」が集合させられたのは講堂の屋上だった。海風の吹きつけるその開けた空間は、訓練場として使われているらしい。

「……女子は別なのか？」

　ジャンは生徒たちを見回しながら言った。屋上にいるのはクラスの二十人近い男子だけだ。持っている武器はそれぞれだったが、同じ形の竜りゆう鱗りんの防具を身につけている。胸部と手足の関節だけを覆おおう簡単なものだった。

「そりゃー、そうだろ。武器持って戦うのは騎き士しだけなんだからよ。竜の方は上、上」

　カジカは空を指さす──薄く広がった雲を背景に、色とりどりの竜たちが列をなして飛んでいた。まるで巨大な鳥の群れのようだ。

　その光景にジャンの紫むらさき色いろの目が見開かれる。全身がふわりと浮き立つような興奮に包まれ、動どう悸きが速くなっていた。

（あの翼つばさなら、「黒の鉄姫」に届くんだ）

　彼は背負った剣の重みを意識する。あの竜のうちの誰だれかと契約を結び、騎士の称号を得られたら、復ふく讐しゆうへの道もきっとひらけるはずだ。孤児院でただ悶もん々もんと剣を振るしかなかった頃ころには考えられなかったことだった。

「……ん？」

　ジャンは首をかしげる。先頭にいた瑠る璃り色いろの竜が列から離れ、首を地面に向ける姿勢を取った。みるみるうちにそのシルエットが大きくなってくる。自分とカジカめがけて急降下してきていると気づいた時には、すぐ真上まで近づいていた。

「…………むっ」

　ラシードの短い気合いが背後から聞こえ、襟えり首くびのあたりをつかまれて背後に引っ張られる──敷石の上に尻しり餅もちをついたジャンとカジカの前に、大きな竜が着地していた。

「な、なんだこいつ……」

　ジャンは声を震ふるわせた。ラシードが助けてくれなかったら押しつぶされていたかもしれない。膝ひざを立てながら剣の柄つかに手をかける。

「あーもう、いつもいつも危ねっすよ。死んだらどーすんすか」

　カジカが竜りゆうに向かって言った。他ほかの生徒たちがあまり驚おどろいていないことにジャンは驚いていた。笑みを浮かべている者すらいる。これがいつもの光景だというように。

　突然、竜の体から強い光が迸ほとばしる──まるで溶けるように輪りん郭かくが消え失うせ、別の姿へと変化していく。光が消え去った後、そこに立っているのは背の高い女だった。

　年の頃ころは二十代半ば、瑠る璃り色いろの髪を高く結い上げて、銀縁の眼鏡めがねをかけている。体の線にぴったり沿った黒い服のせいで、ジャンは目のやり場に困った。

「この程度で死ぬような生徒は要いらんな。家か畜ちくほどの価値もない」

　口元には皮肉っぽい笑みが浮かんでいた。

「うわー、相変わらずひっでえ」

　カジカがなぜか嬉うれしそうに空を仰あおぐ。彼女はまだ膝を突いているジャンを見下ろした。

「お前がヴィクトル・アバディーンか」

　反射的にジャンは剣を抜いて構える。周囲の生徒たちにどよめきが巻き起こった。

「誰だれだ、お前？」

　と、ジャンは言った。

「まず剣をしまってから、その致命的に足りない脳のう味み噌そで少し考えろ、このウジ虫」

「ウジ……」

　あまりの口の悪さに絶句した。彼女は皮肉めいた笑みを浮かべつつ、自分の豊かな胸にぐっと親指を向けた。

「わたしの名はマグノリア。この『黒組』の実技を担当する教官だ。よく憶おぼえておけ」




「あー、わたしは女子の方とも掛け持ちなので時間が惜しい。手短に説明する……今日もまずお前らには嫌いやというほど打ち合いをやってもらう。自分の武器を使って効果的に戦え。ただし、砲剣を持つ者は発砲禁止」

　一列に並んでいる生徒たちに向かって、マグノリアは一気にまくしたてる。どうやら授業はかなり実戦的な内容らしい。ジャンとしては望むところだった──今まで鍛きたえてきた自分の腕がどれほどのものか試せる。もう一人で素振りなどせずに済む。

「打ち合いの相手は定期的に替えろ。死体の処理が面倒なので殺し合いはなるべく避けろ。手抜き、口答え、無む駄だな質問は厳禁だ。準備ができたら始めろクズども」

　ぱん、と彼女が手を叩たたくと、全員屋上のあちこちに散ろうとする。ジャンも勢いこんで相手を探そうとした。

「おい、そこの赤毛のウジ虫待て……お前はこっちだ」

　誰だれがウジ虫だ。ジャンがむっとしながら振り返ると、いきなり鼻先めがけて棒状のものが飛んでくる。背を反らしながらぎりぎりで受け止めた。

「な、なにすんだ……ってなんだこれ？」

　材質は竜りゆう鱗りんらしい。棒状──いや、まさしくただの棒だった。ジャンの持っている剣と同じような長さの、ただの細い円柱だった。

「見ての通り、竜鱗の棒だ。まだ武器や防具になる前のな。騎士学院グランデコルの重要な産業は竜鱗の精せい錬れんと加工だ。このようなものを海ユ洋ニ連オ合ン各国に売っているわけだな……どうだ、勉強になるだろう」

「……それで、こんなもんどうしろって言うんだよ」

「素振りだ」

　彼女はきっぱりと言った。

「お前のようなウジ虫には、打ち合いどころかまともな武器もふさわしくない」

「はあ？　なんで俺おれだけ……」

「口答えはするなと言ったはずだぞ。三秒以内に始めろ。三、二、一……」

「ふざけんな！　そんなんで納なつ得とくいくか！」

　ジャンの叫びが相手の言葉を遮さえぎると、屋上は水を打ったように静まりかえった。誰もが準備をやめて、ジャンの方を振り返っていた。

「今、わたしに向かってなにか言ったか？　ウジ虫」

　彼女は腰に手を当てて問いかけてくる。ジャンが口を開きかけた時、カジカがすっと二人の間に割って入った。

「いやー、すんません先生。こいつ今日ここに通い始めたばっかなんで、ちょっと混乱してんですよハハハハ」

　マグノリアにお辞じ儀ぎを繰り返してから、ジャンに顔を近づけて小声で囁ささやいた。

「謝れってお前。この先生怒らせんな……どうなっても知らねーぞ」

　死にますよ、というティアナの言葉が警報のように脳内で響ひびいた。しかし、言われっぱなしは性しように合わない。ジャンはカジカを押しのけた。

「なんで俺だけ素振りなんだよ。ここにいる連中だってつい最近入学したばっかりだろ」

「お前には他ほかの連中より技量が足りないだけだ。まさかお前アレか？　神童とか呼ばれてたせいでその気になってるのか？」

「俺の腕前をまだ見てないじゃないか。勝手に決めつけんな」

「別に見るまでもない。お前は素人しろうとだ、ウジ虫」

　マグノリアはびしりと人差し指を突きつける──それから、不意になにかを思いついたようににやりと笑った。

「じゃあ、他のクズどもが全員できることを、お前にやってみせてもらっても構わないな？　ちょっとしたテストだ」

　ジャンの中で警戒心が頭をもたげた。この教官は明らかにどうかしている。どんなことをさせられるか分かったものではない。しかし、頭はともかく体力や剣術のテストならそれなりに自信がある。少なくともここにいる全員より劣るはずはない。

「もし合格したら、俺おれをウジ虫と呼ばないか？」

「……まあ、いいだろう。そうなったら名前で呼んでやる。しかしもし不合格だった場合、今後お前がわたしに対して使っていい言葉は次の三つだけだ……『分かりました』『申し訳ありません』『この上なく素晴らしいマグノリア先生』だ。それでいいか？」

　なんとなく猛もう烈れつに不幸な日々が待っていそうだが、不合格になることなど考えていても始まらない。ジャンは黙ってうなずいた。

「さて、そのテストの内容だが……」

　ジャンは固かた唾ずを吞のんで待ちかまえた。話を聞き漏もらさないように意識を集中させる。

「まず一分間、その棒でわたしに打ちかかってこい。次の一分間、今身につけている装備で、わたしの背に乗って空を飛んでもらう。以上、この二つだ」

　マグノリアは重々しい声で告げる。しばらくの間、ジャンは腕を組んで考えこんだ。

「あの……それだけ？」

「『以上』と言っただろう。聞こえなかったのか？　ウジ虫」

「……えーっと、打ちかかってこいっていうのは……勝負するってことか？」

「お前の頭ず蓋がい骨こつには藁わらでも詰まっているのか？」

　彼女は呆あきれ顔でため息をついた。

「お前はわたしを攻撃し続けるだけでいい。こちらは素手のまま受け流すだけだ。別に体のどこかに当てる必要もないぞ。空を飛ぶ時もお前を落とすような真ま似ねはしない……ああ、念のため言っておくが『一分』とはむろん海ユ洋ニ連オ合ン標準時法における一分だ。旧文明時代から使われているごく一般的な定時法だな」

　まじめくさった顔つきで、彼女は細こま々ごまと説明する。

　拍子抜けするほど簡単なテストだった。二つのうち一つは攻撃するフリをするだけでも合格だし、竜りゆうの背に乗るのもここへ来る時に体験済みだった。

　むしろ簡単すぎることが気になっていた。なにか罠わながあるような気もする。

「……どうした？　まさか怖おじ気づいたのではないだろうな。このウジ虫」

　棒を握る手に力がこもった。単にその程度のこともできない相手だと見くびられているのかもしれない。あるいは丸腰の相手を攻撃できないと高たかをくくっているのか。

（だったら、思い知らせてやる）

　寸すん止どめで攻撃をやめればいいだけだ──ジャンは地面を蹴けってマグノリアに躍りかかっていった。

　彼女は右手を前に出した半身の構えを取っている。

　ごう、とジャンの振り下ろす武器が彼女の脳天に迫る。むろん相手に触れる寸前に止めるつもりだった。しかしマグノリアの右手が速度の落ちた棒の先端を無む造ぞう作さにつかみ、そのまま軽々と縦の円を描えがいた。

　唐とう突とつに風景がうねるように半回転。ジャンは背中から敷石に激突した。

　唇くちびるから空気の塊かたまりが絞り出される。痛みをこらえながら立ち上がると、マグノリアは再び距離を置いて同じ構えを取っていた。

「受け流しただけだというのに、大げさな奴やつだな」

　彼女はせせら笑った。受け流したといっても彼女の動きでは投げたのと同じだ。ジャンは寸すん止どめの配慮など最初から不要だったと気づいた。マグノリアの隙すきのない動きは、以前ティアナがフリデクの港で見せたものと同質だった。

（くそ……）

　ジャンは歯を食いしばり、再び相手に打ちかかった。肩、腹、脚あし、手首に次々と攻撃を仕掛けたが、ことごとく受け流され、あるいはかわされる。

（やっぱり、強い）

　それだけは確実に分かる。もし反撃されたら十秒も持たないだろう。妙に時間が長く感じられた。目線と足の踏み込みでフェイントをかけてから、胸元めがけて素早く突きを放つ。彼女は身を沈めてあっさりとそれも避よけた。

「残り三十秒。頑張れ」

　マグノリアはからかうように言った。

　異変を感じたのはその時だった。突いた体が武器の重さに振り回され、体のバランスが崩れた。いつのまにか両手の感覚が薄れてきている。ほんの数十秒しか動いていないのに、足を止めると両りよう膝ひざに震ふるえが走る。

（体がヘンだ）

　武器の先端を杖つえのように突き立てる。そうしないと立っているのが難しくなっていた。

「おいおい、どうした？　まだ二十秒残っているぞ」

　ただの疲労ではなかった。全身が痺しびれたように力が入らない。ジャンは渾こん身しんの力で竜りゆう鱗りんの棒を横に払った。ふらふらした緩かん慢まんな攻撃を、彼女はゆっくり下がって避けた。

　ジャンの両膝ががくりと敷石に落ちる。今の動作で力を使い果たしてしまった。

「そろそろ限界だな、糞くそウジ虫」

　マグノリアは傲ごう然ぜんと豊かな胸を張った。

「なんで、こんな……」

　回らない舌でジャンはつぶやいた。同級生たちの冷めた視線を感じる。あれだけ威い勢せいよく挑みかかったのに、なにもできなかった自分が情けなかった。

「そこまで頭の回らない生物もこの地上には他ほかにいないぞ。他のクズどもの武器をよく見てみろ。お前となにか違いはないか？」

　ジャンは顔を上げて、他の生徒たちをゆっくりと見回した。彼らが携たずさえている武器はそれぞれだ。砲剣を持つ者も多いが、ジャンのように幅の広い剣を使っている者もいる。ただ、ジャンと違ってどの武器も──。

「……あ」

「やっと気がついたか、腐くされウジ虫」

　はん、とマグノリアは鼻を鳴らした。

「お前以外の者たちはみな竜りゆう鱗りんの武器を使っている。騎き士し候補のくせに鉄の武器など使っているのはお前一人だ。それがどういう意味か分かるか？」

　まったく分からない。首を横に振るのも億おつ劫くうだった。

「竜鱗は乾いた布のように力を吸い取る性質を持っている。契約前のお前には竜ル気ンが宿っていない……その代わりにお前の肉体を動かす生命力……生気プラーナを、露ろ出しゆつした右手の竜脈ナーデイから吸い取っているというわけだ」

　はっと自分の右手を見下ろす。感覚のない右手は竜鱗の棒に吸い付いたまま離れなかった。動けないのはこれのせいだったのだ。

（死にますよ）

　ティアナの言葉が文字通りの意味を持って迫ってきた。冷たい恐怖がじわりと首筋を包みこむ。左手で武器を引きはがしにかかったが、硬直した指はまったく動かない。

「そんな事態を防ぐには、右手の竜脈ナーデイを自分の意志で制御するしかない。他のクズどもは入学前にそうした訓練を積んでいる。竜脈ナーデイの出口たる右手を『閉じる』のは、騎士の基本中の基本。そんな常識も知らないお前はクズ以下のウジ虫だ。打ち合う前に素振りをしろと言った意味が分かったか？　この身の程ほど知らずのドブウジ虫が！」

　竜鱗の性質など初耳だった。今まで目にしたことのある竜鱗の武器は、アバディーンの王位継承者に受け継がれていた短剣だけだ。ジャンは一度も触れることを許されなかった──単に貴重なものだからだと思いこんでいた。

　彼女は自分たちを遠巻きに見ている生徒たちを睥へい睨げいした。

「見世物は終わりだ。各自打ち合いの準備に戻れ！」

　生徒たちの足音が一いつ斉せいに遠ざかる。棒を離そうと躍起になっているジャンの膝ひざに、マグノリアの影がかかった。

「安心しろ。しばらくは生気プラーナが尽き果てることもないだろう。その前に自然と手が離れてくれるさ」

　一いつ瞬しゆん、ほっとしかけたジャンの頭の上に、信じられない言葉が降ってきた。

「さて、そうなるまでテストの続きをやろうか、ウジ虫」

「…………え？」

「まあ、おまけで一つ目のテストは合格にしてやろう。後は一分間、わたしと一緒に空を飛んでもらうぞ」

　強きよう烈れつな光を放ちながら、真まことの姿へ戻っていく教官をジャンは呆ぼう然ぜんと見つめた。この状態で竜りゆうの背中に乗っていられるはずがない。上空で意識を失ったら地面に真っ逆さまだ。

（ヤバい）

　最初からそれがこの教官の目的だったのかもしれない。

「ちょっと…………待て……」

『ああ、今のお前にはわたしの背に上がることもできそうにないな』

　頭の中に声が響ひびいてくる。瑠る璃り色いろの巨体が視界をふさぐように目の前に立っていた。

『仕方がない。特別にわたしが連れていってやるよ』

　隠しきれない喜き悦えつの感情まで伝わってくる。マグノリアの翼つばさが大きく羽ばたく。敷石の埃ほこりが舞い上がり、ジャンの体が風圧で仰あお向むけに倒れそうになる。両腕の付け根をかぎ爪づめの生えた脚あしにしっかりとつかまれた。ふりほどくどころかもがくこともできない。

『行くぞ！』

　鈍い風音に耳をふさがれた瞬しゆん間かん、ジャンの体は上空に強く引っ張られる。下半身がぷつりと千切られそうな衝しよう撃げきに見舞われた。

　竜は太陽に向かってほとんど一直線に飛ぶ。雲間がみるみるうちに目の前に迫ってくる。十分に高度を上げたところで、マグノリアは激しく横転ロールしながら一気に学院島から洋上に飛び出した。空と海の青みがぐるぐると混ざり合って区別がつかなくなった。

『気分はどうだ？　ウジ虫。これが本来の騎き竜りゆうの動きだ』

　旋回しながら急降下し、海面すれすれで反転。潮の香かをまといながら一気に上昇する。

　マグノリアが方向を変えるたび、ジャンの体はぼろきれのようにあちこちになびく。

　内臓を激しく揺さぶられる苦痛の中で、彼は必死に目を開け続けていた。頭の片隅でかすかな思いがともる。

　すべてを見続けなければならない。

　これは、騎き士しの世界。「黒の鉄姫」がいる世界。

　いつかたどり着かなければならない世界だった。

（……兄さん）

　ジャンは死んだ肉親を呼ぶために口を開く──。




　しかし、言葉の代わりに噴き出したのは大量の吐と瀉しや物ぶつだった。
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　まだ夜明けには遠く、島は死んだように静まりかえっている。

　小さな島々がどこもそうであるように、騎士学院グランデコルの一日は規則正しい。住民たちは朝早く起き、夜は早く眠る。家々の扉や窓は固く閉ざされ、通りに人影はないに等しい。

　島をぐるりと囲む黒い外がい殻かくの上には、細い巡回路がしつらえてある。外殻のところどころにある長い螺ら旋せん階段を使えば誰だれでもそこへ行ける。しかし、特になにがあるというわけでもなく、近づく住民は滅めつ多たにいなかった。

　島にある唯一の港とは反対側──ひときわ人目につかない巡回路を、背の高い少女が歩いている。襟えり元もとと袖そでにフリルの入った青いドレスを身につけて、短い髪を白のボンネットで隠している。

　すれ違えば振り向かれるような整った顔立ちだが、誰かに見られることをまったく望んでいない。一番人通りのない場所と時間を選んで散歩しているのもそのためだった。

　はるか足元で波なみ頭がしらの砕ける音が聞こえる。ひやりとした潮風が心地よかった。

　このドレスを着て一人で外を歩いていると、本来の自分に戻ったような安あん堵どを覚える。彼女にはどうしても守らねばならない秘密があった。普段は周囲に気を配りながら、一いち分ぶの隙すきも見せずに生活しなければならなかった。

（……自分で、望んだことだけど）

　外殻のなだらかなカーブはどこまでも続いている。適当なところで戻らなければ夜が明けてしまう。彼女は立ち止まって向きを変えようとした。

　暗い洋上で白い光がきらりと瞬またたいたのはその瞬しゆん間かんだった。船の灯あかりにしては位置が高すぎる。彼女は凸とつ形がたの壁かべの狭はざ間まから顔を出し、じっと目を凝こらした。

　水平線に近いあたりを、なにか黒いものが横切っている。翼つばさを持っているが、竜りゆうとは微妙にシルエットが違う。耳に神経を集中させると、潮声にほんのかすかな甲かん高だかい異音が混じっていた。以前にも聞いたことがあるような。

「まさか……」

　暗がりの中で彼女の顔が青ざめる。

　それは機械の駆動音──機甲竜ヒユドラだった。




　昼下がりの太陽のもとで、なにかを打ち鳴らすような無数の音が響ひびいている。

　金属音とは微妙に違う。竜りゆう鱗りん同士がぶつかり合う時に発する、特有の澄んだ音ね色いろだ。

「よーしクズども！　打ち合いはここまで！」

　講堂の屋上にある訓練場で、竜鱗製の三さん節せつ棍こんをなごうとしていたラシード・カリクマーンは、その声にぴたりと動きを止めた。周りにいる「黒組」の生徒たちも次々と武器を下ろしている。

　今日の実技の授業はこれで終わりだ。

「はー、やっとかよー……マジで死ぬかと思った……」

　目の前で細剣を構えていたカジカ・サカイも、肩で息をしながらその場に座りこむ。ラシードの打ち合いの相手はカジカだった。

「…………ん」

　お疲れさまでした、という気持ちをこめて言った。静かに額の汗を拭ふいてから、三節棍を折りたたむ。ラシードの呼吸はほとんど乱れていない。武術の盛んなカリクマで王族として教育を受けてきた彼は、幼い頃ころからこの程度の稽けい古こには慣れている。

「やっぱお前の相手は疲れるわ、ラシード……デキの悪い俺おれには、荷が重いっつーか……」

　ラシードは静かに首を横に振った。入学してからこの一ヶ月で、カジカの剣技は急速に上達している──いや、それは他ほかの生徒たちも同様だ。

　ラシードは一年生の中では一、二を争うほど竜鱗の武器の扱いに長たけているし、近いうちにアネモネとの契約も済ませるつもりだった。しかし、慢心していれば誰だれにいつ追い抜かれるか分からない。むしろ彼は気を引き締めていた。

「ここまで上達できない騎き士し候補は前代未聞だぞ！　ウジ虫」

　教官のマグノリアの声にラシードたちは振り返る。彼女のそばでは小柄な赤毛の少年が、まるで土ど下げ座ざするようにうずくまっている。

「まったく、わたしをどこまで笑わせれば気が済むんだろうな。ほら、なんとか言ってみろ」

「……申し訳、ありません」

　彼は息も絶え絶えにつぶやく。するとマグノリアは本当に背を反らせて、げらげらと笑い始めた。ラシードはわずかに眉まゆをひそめる。他の生徒たち──特に学科よりも実技に自信のある、実戦タイプの連中が釣つりこまれるように笑っていた。

「もうちょい頑張れよ、神童！」

　ラシードのそばにいる一番背の高い生徒が声をかけて、笑い声はさらに大きくなった。ラシードが一言注意しようと近づきかけたその時、

「へらへら笑ってないでとっとと帰れクズども！」

　マグノリアの罵ば声せいが飛んだ。生徒たちの大半がそれを合図に階段の方へ歩き始める。彼らの中にまだ動けない「神童」を助け起こそうとする者は誰もいなかった。

　この一ヶ月で「神童」ヴィクトル・アバディーンの評判はすっかり地に墜おちた。成績はどうしようもなく悪く、特に実技は最初の日からなんの進歩も見られない。どうしても竜脈ナーデイを制御できずに素振りだけをやらされ続けていた。

　最初は「調子が出ないんだろう」程度にしか思っていなかった「黒組」の生徒たちも、今では存在を無視するかネタにして笑っているかのどちらかだった。

「わたしも帰るとするか。今日もよく働いた！」

　ごきごきと首の骨を鳴らしながら、マグノリアも満足げに生徒たちと同じ方向へ歩き出した。まだ訓練場から動こうとしないのは、ジャン・アバディーンとカジカとラシードだけだった。

「……大だい丈じよう夫ぶかよ、あいつ」

　カジカは舌打ちしながら立ち上がり、アバディーンの王子の方へ走っていった。ラシードもその後を追う。今や「黒組」で「神童」とまともに接しているのはラシードたちぐらいのものだった。

「おいおい、どーすんだ？　肩貸してやろっか？」

　赤毛の少年は首を振って拒否した。彼の右手が敷石に転がった竜りゆう鱗りんの棒をそろそろと引き寄せる。

「残って……練習、していく」

　ラシードとカジカは顔を見合わせた。このところ授業の後で、彼は毎日一人で素振りを続けている。上達しないことを一番気にしているのは本人だ。無理すんなよ、などと安易に言える雰ふん囲い気きではなかった。

「俺おれ、今日は店番で暇ひまだからよ……よかったら練習の後で遊びに来な」

　カジカは声をかけたが、かえってくるのは沈黙だけだった。

「…………じゃ」

　ラシードも短く声をかけ、カジカを促うながして歩き出した。振り返るとヴィクトル・アバディーンがよろけながらも立ち上がるところだった。おそらく、日が傾くまで練習を続けるはずだ。

　彼を悪く言うつもりはまったくない。しかし、実力がなければ騎士学院グランデコルに留とどまることはできないのも確かだ。それはラシードたちにとっても同じことだった。




　窓まど際ぎわのテーブルに置かれたカップからかすかに湯気が立っている。開いた花弁を模した、透き通るように薄い白はく磁じだ。香料入りの紅茶がまだ半分以上残っていた。

　不意に鱗うろこに覆おおわれた太い手が伸びてきて、かぎ爪づめの先端で瀟しよう洒しやな把とつ手てをつまむように持ち上げた。

　ガートルードはカップを手にして、午後の太陽が照らし出す学院島を見下ろしている。この塔の窓から何十年も目にしてきた光景だった。少しずつ日差しが強くなり、季節が変わっていく。

　訓練場として使われている講堂の屋上に、一つだけぽつりと人影がある。赤毛の小柄な少年が長い棒を振っていた。細長いしみのような影ががらんとした空間に落ちている。

　そういえば、素振りをする姿を毎日見かける。

（確か……ヴィクトル・アバディーン）

　アバディーン王国の第一王子だという「神童」──入学の許可を与えた後、まったく名前を聞かない。先日行われた学科の実力考査テストの上位成績者にも入っていなかった。

「……どうかなさいましたか、学院長」

　扉に近い方からブレロの不安げな声が聞こえてくる。ガートルードは長い腕を畳たたむようにして、紅茶を一口飲んだ。

「なんでもありません。報告を続けなさい」

　と、ガートルードは言った。ブレロは慌あわてたように書類に目を落とした。

「えー、はい。例年より学科の課程を短縮した結果、生徒たちの成績に多少の格差が生じつつあります。きちんと対応できる生徒もおりますが、脱落者もいる模様でして……先日の実力考査テストの平均点も例年より多少低くなりました……」

　言外に学科の課程を変えたことへの非難がこめられている気がした。しかし、ガートルードは眉まゆ一つ動かさなかった。その程度のことは覚悟の上だったからだ。

「学科の脱落者については様子を見てから、対策を講じましょう。今は一人でも多くの即戦力を育てるべき時です」

　彼女を突き動かしているのは危機感だった。こうしている間にもレガリオン帝国の軍備はますます増強され、海ユ洋ニ連オ合ンとの戦力差は拡大していくだろう。拙せつ速そくを覚悟の上で、なるべく多くの竜騎士ドラグーンを各地に送り出すことが彼女の目的だった。

　今のレガリオン帝国は海ユ洋ニ連オ合ンを「国家」の連合体ではなく、ただの「これから併へい吞どんする島々」としか見ていない。だから宣戦布告もせずにアバディーン王国へ攻め入り、停戦にあたっても一切の交こう渉しようを行わなかった。

　それでも未いまだに攻勢をかけてこないのは、彼らの「敵」が世界中に分散する島国だという一点に尽きる。一つ一つの国を占領することは簡単にできるだろう。しかし、竜騎士ドラグーンたちが占領地にいるはずの機甲竜ヒユドラ部隊との正面決戦を避け、縦じゆう横おう無む尽じんに洋上を飛び回って敵の輸送船団を攻撃した場合、完全に防ぐことはきわめて困難なはずだ。

　いかなる大兵力でも補給を絶たれれば成り立たない。そして、単たん騎きでも活動できる竜騎士ドラグーンはゲリラ戦術にきわめて適している。

　実際には占領下の住民にも甚じん大だいな被害が及びかねず、「平和」の維持を目的とする竜騎士ドラグーンたちがそのような戦術を取る可能性は低い──が、抑止力としては一定の効果が見込める。要はレガリオン帝国にそう思わせることが重要だった。

「……それで、新たに騎き士し候補と契約を結ぼうとする竜りゆうはいますか？」

　ガートルードの問いに、ブレロは眼鏡めがねを持ち上げて手元の書類に目を凝こらした。

「そうですね……一年『黒組』のアネモネが契約の申しん請せいを出しております。相手は同じクラスのラシード・カリクマーン」

「組んだ場合の相性はどうですか？」

「カリクマーンは実技に優すぐれていますが、学科がいささか不得手です。アネモネはその逆ですな。多少体調を崩しやすい傾向もあるようで……マグノリア教官の話では、アネモネの持つ能力を考慮に入れれば、悪い組み合わせではないということでした。『黒組』らしくアクの強い連中のようですが」

　ブレロは苦笑する。

　生徒の大半が気づいているように、個性による組分けは確かに存在している。実技面でそれぞれの組に適切な教官をあてがうためだった。基本的には生徒たちは自分たちと同じタイプの教官から学んでいる。「黒組」を担当するマグノリアは往々にして常識外れだが、こういう判断には狂いがない。

「……近いうちにカリクマーンとの面接を行いましょう。日程を組みなさい」

　契約を結ぶにあたって、騎き士し候補に資格があるかどうか学院長が審査することになっている。大たい抵ていは面接で判断するが、成績に問題があれば適切な試験を命じる場合も多かった。

　生徒同士の契約をどのように扱うか、すべて学院長である彼女に委ゆだねられている。むろん、それだけに重い責任を背負っている自覚もある。

　ガートルードは視線を窓の外に向ける。赤毛の少年は疲れきったように膝ひざを突いている。そういえばあの王子も「黒組」のはずだ。彼をここへ連れてきたティアナも、同じ組に籍せきを置いている。

「ティアナ様は『黒組』でどうなさっていますか？」

「教官たちの話によりますと、いつもと変わりないご様子だそうです」

　ブレロは慇いん懃ぎんに答える。

「……そうですか」

　はっきりした根拠はなかったが、アバディーンの王子を連れてきたあたりから、皇女の様子はどこかおかしい──あえて「黒組」を選んだことにも裏がありそうだ。

「学院長にはなにもお話しにならないのですか？　……その、ご一緒にお住まいになっておられることですし……」

　ガートルードが厳しい視線を投げると、ブレロが震ふるえながら頭を下げた。どこまで意図しているのか分からないが、この臆おく病びような小人はたまに急所を突いてくることがある。竜りゆうの彼女には理解しがたい、人間特有の持って回った嫌いやらしさだった。

　ティアナは学院長の宿舎で寝泊まりしているが、アバディーン戦せん役えき以降はほとんど会話をしていない。今は表向きは従順な態度を示しているが、その実こちらの指示には一切従わない。

　問題は三年前に騎き士しを失って以来、ティアナが新しいパートナーを選ぼうとしないことにあった。アバディーン戦せん役えきでなにがあったのかも一切語ろうとしない。

　ガートルードは皇女の養育に全面的に責任を負う立場だ。ティアナを騎き竜りゆうたちの手本とすることが彼女に課せられた使命だった。今の騎士学院グランデコルが置かれた状況を考えても、皇女が無む為いに時を過ごすことは許されない。

　ガートルードは首飾りを軽く握りしめた。ティアナも同じものをつけている──教え子も彼女同様、目的のためには手段を選ばない。

（……なにか、大それたことをしているはずだ）

　長年の勘かんがそう告げていた。

「引き続き、ティアナ様にはよく注意なさい。話は以上です」

　彼女はそう言って背を向ける。話を終わらせたつもりだったが、副院長に退出する気配はない。

「どうしましたか？」

「実はとある証言を得たのですが、きわめて微妙な案件でありまして……是ぜ非ひ学院長のご判断を仰あおぎたいのですが。よろしいでしょうか？」

「どうぞ。話しなさい」

　勿もつ体たいつけたような物言いに、ガートルードは早くもざらりとした不快感を覚えた。

「昨晩この島の近くを機甲竜ヒユドラらしきものが飛んでいたというのです」

　さすがの彼女もはっと息を吞のんだ──この島の周辺にレガリオン軍が現れたことは一度もない。もしそれが真実だとすると、重要な事実を示している。

　機甲竜ヒユドラがどのような燃料で、どのような仕組みで動いているのか、未いまだに解明されていない。一つだけはっきりしているのは、本物の竜と違って長時間の連続飛行ができないということだった。アバディーン王国が侵攻先に選ばれた理由の一つも、レガリオン帝国本土から直接飛べる距離に首都サン・クレルがあったからだと言われている。

　学院島の周辺には補給基地となりうる島は一つもない。だとすると以前より機甲竜ヒユドラの性能は上がり、航続距離が延びていることになる。それはレガリオン軍の行動範囲が飛躍的に広がったことを意味している。海ユ洋ニ連オ合ン全体にとって由ゆ々ゆしき事態だ。

　そこまで考えてから、ガートルードは疑問を抱いだいた。なぜブレロはそんな重要なことを黙っていたのか。最初に報告すべきことのはずだ。

「帝国がこの騎士学院グランデコルに探りを入れている可能性があります。あるいはすでに島内に入りこんでいるスパイと連絡を取ろうとしたのかもしれません」

　スパイ、という言葉にガートルードは眉まゆをひそめた。

「その証言はどこから得られたのですか？　衛兵隊からですか？」

　衛兵隊は引退した竜騎士ドラグーンを中心とする組織で、この島の治安を守っている。彼らからそういう報告は受けていない。一いつ瞬しゆんブレロは虚を突かれた様子だったが、すぐに澄ました顔つきで首を振った。

「いいえ……実は今け朝さ、そういう内容の匿とく名めいの手紙が学院の事務局に届けられたのです。はるか遠くを飛んでいる機甲竜ヒユドラを外がい壁へきの上から見た、と」

「それだけでは判断しかねますね」

　と、ガートルードは言った。

「夜中のことであれば、飛んでいるものを見極めるのは容易ではありません。それに、わざわざ匿名の手紙という方法を取ったことも気になります。何者かのいたずらという可能性はないのですか？」

「確かにそうですが……」

　おそらく彼にも確信はないのだろう。真っ先にこの話をしなかったのも、ガートルードを納なつ得とくさせる自信がなかったからだ。

　あるいはこの副院長の狂言かもしれない、という考えも頭をよぎったが、すぐにそれは却下された。ブレロはそこまで陰いん謀ぼうを巡らすタイプの人間ではない。それに、露ろ見けんした時のリスクを恐れないほど大だい胆たんではなかった。

「しかし万が一真実だった場合、放っておくわけにもいきません。手紙を出した者自身がスパイと繫つながりがあるということも考えられます。今までになかった事態であることは確かでしょうし……」

「なぜ、すでにスパイが入りこんでいる前提に立っているのですか？」

「それは……その、最悪の可能性を想定しているだけです」

　おそらく、ブレロの目的はスパイの存在を職員や島民に触れ回り、今の騎士学院グランデコルがレガリオン帝国を刺激していると印象づけることだ。新たな戦争を覚悟している者はそう多くない。疑心暗鬼にかられた人々の間で、ガートルードの強硬な方針に批判が集まるという仕組みだ。

　しかし、機甲竜ヒユドラの飛来が真実なら、ブレロの言うとおり見過ごすわけにはいかなかった。

「手紙を出した者を突き止め、情報の真しん偽ぎを確かめることが先です。衛兵たちにそのように伝えて下さい。後は周辺海域の監視を強化しましょう」

「スパイの調査については……」

「まだその時期ではありません。あくまでも手紙の差出人の調査です」

「生徒や職員に対する調査を行いますか？」

　一瞬、ガートルードは考えを巡らせた。手紙が学院の事務局に届いたということは、生徒や職員が差出人である可能性がある。

「……そうですね。行って下さい。生徒会の力を借りても構いません」

　ガートルードは窓の外に遠い目を向けた。手紙の差出人の調査でも、人間たちは必ずしもそうは受け取らない。ブレロの目もく論ろ見み通り、スパイの噂うわさは島全体に広まるだろう。この島は外部からの脅きよう威いに晒さらされたことがない。

　なにか予想もつかない事態が起こりそうな気がした。




　　　　２




　昔のアバディーンの王城には首都を見下ろせる主塔がそびえていた。

　雲一つない春の午後、見張り台になっている屋上で、ジャン・アバディーンは石いし塀べいの内側にもたれてしゃがみこんでいる。もちろんレガリオン帝国の侵攻よりも前のこと。十二歳の誕生日を迎えたばかりの頃ころだったと思う。

　そばでは兄のヴィクトルが黙々と剣を振っている。振り下ろし、横になぎ、突きに至る基本の型を、剣術の授業とは別に毎日繰り返していた。大人おとな用の幅広の長剣を使っていたのが不思議だったが、今思えば重い砲剣を扱うための準備だったのかもしれない。

「まだ終わんないの？」

　退屈したジャンは遠慮なく声をかける。これから門衛の目を盗んで、二人で王城の外へ遊びに出ることになっていた。

「早くしないと日が暮れちゃうよ」

「ごめん。もう少し」

　仕方がないので待つことにする。一人で先に行きたいとは思わなかった。薄暗い路地に入りこんだり、屋台で揚あげ菓子を買ったり、広場の噴水を眺ながめたりするのは、ヴィクトルと一緒でなければ楽しくない。ジャンにとって誰だれよりも近しい存在であり、とてもなれそうもない理想の自分でもあった。

　王の位と騎き士しの称号を得るために、ヴィクトルにはしなければならないことが多かった。剣の稽けい古こもその一つだった。

　空気を切り裂さく音がジャンのいるところまで響ひびく。手本のような美しい動きだ。ジャンと違いヴィクトルは左利ききで、時々鏡を見ているような錯さつ覚かくにとらわれる。自分には真ま似ねできない動きだと分かっていても。

「見てるだけじゃなくて、稽古すればいいのに」

　剣を振りながらヴィクトルは言った。

「え？　なんで？」

「強くなれるから」

「なれるわけないじゃん」

　なにかの冗談にしか聞こえなかった。ヴィクトルと同じ剣術の師し範はんに教わっているが、ほとんど誉ほめられたことはない。ジャンの腕前はせいぜい「普通」だ。そのことは本人が一番よく心得ていた。

「自分の両腕を信じさえすれば、いつでも強くなれる」

「……なにそれ」

「ジャンは特別だよ。よりよいものを得る力を持ってる。頭でいちいち考えたりしなくても、無意識のうちに正しい道を選ぶことができるんだ」

　ジャンはぽかんと口を開けたまま聞いていた。ヴィクトルは時々分かりにくい、難しい言い回しをすることがあった。この時の言葉もちょっとした励はげましの言葉だったのか、なにか深い意味のある忠告だったのか、今となっては確かめようがない。

　剣を振っていたヴィクトルも、アバディーンの王城も、塔から見える首都も、あの日ジャンが目にしていたものはなにもかも失われてしまった。もっと色々なことを訊きくべきだったと思う。ヴィクトルのように強くなりたいなんて、あの時は思ってもみなかった。




　しゃがみこんでいたジャンは目を開けた。海から来る風を頰ほおに感じる。屋上で素振りをしているうちに、一いつ瞬しゆん意識を失ってしまったらしい。

（今日も、ダメか）

　生気プラーナが流出したらしく、全身に力が入らなかった。かじかんだ右手をゆっくりと開いていく。

「……俺おれは兄さんじゃない」

　彼は小さくつぶやいた。

　マグノリアのしごきで気絶してからもう一ヶ月が経たっていた。もう何度となく竜りゆう鱗りんの棒を振り、空の中を振り回された。竜の背中に乗ることには慣れつつあったが、問題は竜鱗の扱いにまったく成長が見られないことだ。他ほかの生徒がとっくにできている初歩の初歩ができていない。どうしても利きき手の竜脈ナーデイが制御できない。

（ジャンは特別だよ）

　たった今見た夢の中で、ヴィクトルは言っていた。確かに特別かもしれない。

（ここまで上達できない騎き士し候補は前代未聞だぞ！）

　マグノリアの言葉も続けて蘇よみがえった。周囲の目が少しずつ冷たく厳しいものに変わってきている。時々、自分を噂うわさする声が耳に入ってくる──期待外れ。虚こ仮け威おどし。どこが神童だよ、と。

　ついこの前も学科の実力考査テストが行われたが、結果はさんざんだった。というより、ほとんどどの教科も零れい点てんに近い有様だった。あまりにも点数が低かったので、明日から放課後に補習授業を受けることになった。それから再試験を受けることになるという。当面はこの練習もできそうになかった。

　ジャンは空を見上げる。西に傾きかけた太陽が塔のかげに隠れようとしている。赤く染まり始めた空を何体かの竜が飛んでいた。すでに契約を結んだ者たちのようで、背中には砲剣を手にした騎士が乗っている。空中で互いの相手の背後につこうとしているところを見ると、模も擬ぎ戦せんの最中かもしれない。

　竜りゆうたちの姿がひどく遠い。自分があんな風に飛べるのは一体いつだろう。考えれば考えるほど気が遠くなる。

（そんな日が、来なかったら）

　時々そう思わずにはいられなかった。自分はヴィクトルのような「神童」ではない。もともと無理やりここに潜もぐりこんだただの人間だ。なんでもできると自分を信じきることは難しい。それでも、なにもできないと諦あきらめてしまうのはもっと難しかった。

　今、騎士学院グランデコルにいることは一生に一度のチャンスだ。それを活いかせなければ、「黒の鉄姫」に復ふく讐しゆうするだけの力は得られない。アバディーン王国が滅びてから、ずっとそのことだけを考えて生きてきたのだ。

「……続き、やるか」

　竜りゆう鱗りんの棒を支えにして、鉛なまりのように重い体をゆるゆると起こしていった。

　もう一度武器を構えようとした瞬しゆん間かん、首筋に誰だれかの視線を感じた。振り向くと隅にある階段のそばに金髪の小柄な女子生徒が立っていた。帽子が風に飛ばされないよう手で押さえている。

　ティアナだった。ジャンと視線が合うと、滑るような足取りで近づいてきた。

「見られているのは嫌いやですか？」

　と、彼女は言った。

「……別に」
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「では、練習を続けなさい。気にせずに」

　そう言われても気になる。こうして放課後に自主訓練をしていると、ティアナは時々ここへやって来る。話しかけてくるわけでもなく、面白くもなさそうにジャンを眺ながめているだけだ。二、三十分ぐらい経たつと「それでは」と言い残して去っていく。

「毎日、なにしに来てるんだ？」

「あなたの練習を見に来ています」

「だからなんでなんだよ」

　彼女はちょこんとしゃがんで、両手にあごを載せてジャンを見上げる。可愛かわいいしぐさだったが、唇くちびるはむっつり閉じられたままだ。この皇女は答えたくない質問には答えない。ジャンをここへ連れてきた時と同じように、なにか言えない事情があるのだろう。

　ジャンは諦あきらめて練習に戻る。上段から斜めに振り下ろし、横になぎ、踏みこみながら突く。昔、ヴィクトルが毎日こなしていた基本の型だ。しかし、十回ほど繰り返したところで、早くも体の芯しんが重くなってきた。足の震ふるえを鎮しずめるために、動きを止めなければならなくなった。

「……もう休憩ですか？」

　ティアナは淡々と尋たずねる。

「好きで……休んでるんじゃねえよ」

　ジャンは懸命に呼吸を整えようとする。思い通りにならない自分の体が腹立たしかった。

　竜脈ナーデイも体の一部だと思え、とマグノリアには言われている。主に利きき手側の半身を走る竜脈ナーデイを正確にイメージできれば、手足のようにその流れを操れる──。

　ジャンは右手を見下ろした。この一ヶ月、自分なりに工夫を重ねてきたつもりだったが、どうしてもうまくいかない。

「なんで……できねえんだ？」

　と、ジャンはつぶやいた。それは自分に向けた言葉で、誰だれかの答えを期待していたわけではなかった。

「……今すぐ竜脈ナーデイを制御できなくてもいいと思います」

　ティアナの声を耳にしたジャンはぎょっとした。

「あなたに焦あせる必要はありません。このままゆっくり練習すれば……なんですか？」

　ジャンはまじまじと相手を見つめていた。こんな風に優やさしい言葉をかけられるとは想像していなかった。

「……あ、ありがとう」

「なぜ礼を言うのですか？」

「だから、その……」

　真顔で訊きき返されると照れくさかった。

「その、励はげましてくれたんだろ。だから礼を言っとこうと思って」

　突然、ティアナのはしばみ色の瞳ひとみがかっと見開かれた。白い肌はだがみるみるうちに真まっ赤かに染まる。あまりの変わりようにジャンの方が度ど肝ぎもを抜かれた。

「ち、違います。励はげましてなどいません」

　子供のように大きく首を横に振った。

「え？　じゃ、なんだよ」

「それは……」

　彼女は固く唇くちびるを嚙かむと、困ったようにうつむいた。

「とにかく、礼を言われるようなことはしていません！」

　怒ったように言い捨てると、踵きびすを返して屋上の縁へりに向かって走っていく。そして、止める間もなくひらりと飛び降りてしまった。

「あっ！」

　思わず腰を上げかけた。一いつ瞬しゆん、姿が消えた後、金色の竜りゆうが羽ばたきながら空に向かって上昇していく。ひらめく光点となって太陽の中に溶けていく彼女を、ジャンはただ見送るしかなかった。




　　　　３




　学院島の外がい殻かくに設けられた唯一の門をくぐると、曲がりくねった坂道が続く。様々な商店が並ぶこの島のメインストリートで、時間によってはすれ違うのが難しいほど賑にぎわっている。少しでも人目を引くために、どの建物からも大きな看板が突き出している。頭上にひしめく大小の看板がこの通りの特徴だった。

　正門の近くはどの町にもあるような雑貨屋や飲食店ばかりだが、奥へ進むに従って砲剣や防具を象かたどった看板が目立ってくる。この町の最大の産業は竜りゆう鱗りんの武具の生産で、代替わりしながら数百年も続く工房がいくつもある。

　顧こ客きやくの多くは学院を卒業した騎き士したちだ。彼らは在学中に砲剣鍛か冶じから直接武具を買い、その後も同じ職人に修理や点検を任せ続ける。竜鱗の武具を見たければ学院島の工房へ行け、と言われるほどの名声を得ていた。

　今、この通りで最高の砲剣を製作しているのは、通りの端にあるラフエッジの工房だと言われている。工房を訪れる者は多いが、品物を持って出て行く者はあまりいない。気に入らない客は追い返す、弟子は取らない、人付き合いもほとんどしない。腕だけではなく偏へん屈くつでも有名だった。

　他ほかの工房と同じように、通りに面した建物の一部は店てん舗ぽになっていて、武器の飾られた販売用のカウンターがある。その内側で売り物の砲剣を丁てい寧ねいに磨みがいているのはカジカ・サカイ。ラフエッジの下で働く唯一の弟子──というよりただの雑用係だった。もちろん給料は出ないに等しいが、ここで働けること自体が奇跡だと言われていた。

　珍しく仕事のない今日は店番をやらされている。彼はゆっくりと手を動かしながら、食い入るように砲剣を見つめていた。

（……ラフエッジ工房製「ペイルライダー」）

　ラフエッジの最高傑作と言われる逸いつ品ぴんだった。余計な装飾は一切ない。純粋な竜りゆう鱗りんのみから削けずり出された機能美あふれる形。砲身の長さや重さだけではなく、どの指先をどこに置くかに至るまで細かな計算と長年の勘かんで調整されている。

　人目を引くのは拳こぶしの入りそうなほど太い砲身だった。竜ル気ンを乗せて発射できる限界の口径で、凄すさまじい破壊力を発揮するはずだ。

「……ねえ、ちょっと聞いてる？」

　しかし、使いこなせる者は滅めつ多たにいない。砲剣は口径の大きなものほど扱いにくく、大きな弾丸に十分な竜ル気ンを流しこむのは容易ではない。

　かつて最強と謳うたわれた竜騎士ドラグーン愛用の砲剣を参考に、ラフエッジが持てる技術をすべて注いだものだという。地獄から悪魔がやって来ても売るな、と厳しく言いつけられている。

「無視するな！　カジカ・サカイ！」

　はるか彼方かなたから聞こえていた声が、いきなり耳元でくっきりと響ひびいた。はっと顔を上げると、オレンジ色の髪を伸ばした女子生徒が身を乗り出している。カジカが教室に忘れてきたノートを届けてくれて、そのまま話している途中だった。

「悪わりぃ悪わりぃ。ちょっとこの砲剣の素晴らしさにトリップしてたわ……で、なんだっけ？　フリデリカ姐ねえさん」

「だから、あいつの話だってば……ヴィクトル・アバディーン」

　カジカはかすかに眉まゆを寄せた。最近よく「黒組」で──いや、学院中で噂うわさの種になっている。あまり乗り気になれない話題だった。

「いくらなんでも成績悪すぎない？　この前の実力考査テスト、全部零れい点てんに近かったらしいじゃない。学院始まって以来の最低点って話よ」

「でも、俺おれもかなり悪かったぜ。いくつか補習と再試も受けないといけねーし」

「あんたはぎりぎりで合格した人間でしょ。それに、あんたは騎き士しを目指してるわけじゃないし」

「んーー、まあ……そうだけどよ……」

　彼のなりたい職業は騎士ではなく砲剣鍛か冶じだ。騎士学院グランデコルに入学したのも、「竜鱗の武具を作る者は、自分もそれを使えるようになれ」というラフエッジの無茶な命令に従ったからだ。今まで弟子がいなかったのは、海ユ洋ニ連オ合ンの最高学府に合格する根性を持つ者がいなかったせいらしい。カジカは住みこみを許され、授業の後はここで働いている。

「あんたよりも点数低いっておかしいわよ……『神童』が史上最低の成績なんてどういうことなのかしら。カジカはあいつと仲いいから不思議に思わないでしょうけど、ヘンだって言ってる人、多いわよ」

　そう言う者がいることはカジカも知っている。「入学試験で不正行為をした」とか「今いるのはヴィクトル本人ではない」という噂うわさまで飛び出している。

「国がなくなっちまって、それから何年も逃げ回ってたんだろ？　まだ調子出ねえんだよ、色々あったんだから」

　しかし、このままの成績が続けばまずいことになるのは目に見えている。騎き士しの資質なしと見なされた者は、学院長の判断でいつでも退学させられるからだ。大たい抵てい最初に切り捨てられるのは一番成績の悪い者らしい──今年の入学者でいえば、まさにヴィクトル・アバディーンだ。

「頭が悪いだけじゃなくて、実技もひどいんでしょう？　教官から『ウジ虫』って呼ばれてるそうじゃない。竜脈ナーデイの制御もできないって聞いたわ」

「あいつ頑張ってるぜ……まあ、素振りばっかやらされてっけど……」

「実力が伴わなければ意味ないわ。いくら頑張ってたって」

　彼女はばっさりと切り捨てた。

　カジカは手を止めて考えこんだ。学科の成績がひどいことは確かだが、実技については少し違う印象を持っていた。

　竜脈ナーデイの制御は、竜ル気ンの出口となる利きき手を「閉じる」ことだ。「内化」と呼ばれる基礎技術で、それによって体内の竜ル気ンの圧力を高めることができる。そして高まった竜ル気ンを竜りゆう鱗りんに流しこむ「外化」の習得に移る。

　あの「神童」は内化の習得で一ヶ月も足踏みしている。それがかえって不思議だった。見たところジャンの体技は決して劣っているわけではないし、剣もそれなりに振れている。ある程度鍛たん錬れんした人間なら、内化はそう難しくない過程のはずだ。

「あいつ、本当にできねーだけなのかな」

「なによ。わざとできないふりしてるってこと？」

「いや、そうじゃねーって……ま、いいか」

　ただ、カジカが肩を持ちたいだけなのかもしれない。入学した時からずっとアバディーンの王子を気に入っていた。「神童」と呼ばれていたわりに、日の当たらない場所で苦労してきた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。そこに親近感を覚えるのだ。

「前から気になってたんだけどよ」

　彼は「ペイルライダー」の手入れを終えて、後ろの壁かべにかけた。この際なので気になっていることを訊きいてしまおうと思った。

「姐ねえさんってアバディーンに妙に厳しくねーか？　あいつデキが悪いかもしんねーけどヤな奴やつじゃねーぞ」

　カジカやラシードやアネモネと違って、フリデリカはアバディーンの王子に最初から好感を持っていなかった。こういうよくない噂うわさ話ばなしに熱心なのも、彼女にしては珍しかった。

「そういう問題じゃないの」

　と、フリデリカは首を横に振った。

「じゃ、なんなんだよ？」

「……クリスと同じ部屋だから」

「キッドマン先輩？　……ああ、そういや二人とも奨しよう学がく生せいだったっけな」

　そういえば、アバディーンの口からクリスの話をほとんど聞いたことがない。その話を避けているような。

「ああいう得え体たいの知れない奴と、クリスが仲良くなって欲しくないの」

　カジカはクリスの端整な顔立ちを思い浮かべた。彼の砲剣はラフエッジが作ったものなので、点検や修理でよくここへ通ってくる。黒髪と黒い瞳ひとみ──典型的なレガリオン人だ。

「いや……いや、まあキッドマン先輩はいい人だけど、もともとレガリオン人だろ。アバディーンの奴もそう簡単にレガリオン人と仲良くなれねーと思うけど？」

　故郷を滅ぼされた者と滅ぼした側にいた者が同じ部屋にいて、最初からそううまくいくわけがない。そんな部屋割りをする方がどうかしていると思う。

「そんなの分からないじゃない。クリスはすごく面倒見がいいんだから。それに、レガリオンが嫌いやでクリスは亡命してきたのよ？」

「まー、そうなんだろうけどよ。姐さんも会った頃ころはちょっとは気になんなかったか？　前の戦争ん時に竜りゆうだって大勢亡なくなってんだろ」

「ならないわよ！　それとこれとは別。あたしはそんなこと考えません」

　カジカは人間と竜の違いをしみじみと感じた。彼らの目に映る世界はくっきりしていて、分かっていても納なつ得とくのできないことなどないらしい。竜の心が人間より「純粋」とされているのは本当かもしれない。

「ああいう奴は騎士学院グランデコルから出て行って欲しいわ、本当に……」

　彼女はそう言って爪つめを嚙かんだ。

「クリスもあんなのに親切にしなければいいのに……」

　どうしてそこまで心配するのか、カジカには分からなかった。もともと二人の性格は合う気がする。親切な同居人を無視し続けるほど、アバディーンも分別のない人間ではなさそうだ。

「あのよ……キッドマン先輩がアバディーンと仲良くしたかったら別にいいんじゃねーの？」

　フリデリカはオレンジ色の髪をぶるぶると振った。

「そんなの駄だ目め！　冗談じゃないわ！」

「はあ？　さっきからなに言ってんだ？　姐ねえさん」

「うるさいわね！　とにかくあたしはクリスを守らないといけないの！」

　ワケ分かんねえ、とカジカは天井を見上げた。




　日没の鐘かねまでもうすぐだった。

　ジャンは島の門に通じる坂道を下っていた。特別用はなかったが、少し遠回りをして帰りたい気分だった。日没が近くなると閉まる店が増え、人通りも少なくなってくる。学院帰りの生徒たちも寮りようや下宿に戻り始める時間だった。

　前から歩いてきた男子生徒二人が、ジャンの肩のあたりに不審そうな視線を送る。すれ違ってからぼそぼそと囁ささやき声が聞こえてきた──落ちこぼれ、という言葉だけははっきり分かった。

　自分のことを言われていると嫌いやでも分かる。原因は背中に担かついでいる竜りゆう鱗りんの棒だ。この島に来るまで使っていた長剣はマグノリアに取り上げられ、代わりに素振りに使っている棒を持ち歩くように命じられた。

（勘かん違ちがいするな。これも訓練の一部だぞ、ウジ虫）

　笑いをこらえているような声を思い出すたびにむかっ腹が立つ。絶対にただの嫌がらせだ。こんな馬ば鹿かげたものを帯びている騎き士し候補などいない。武器も持てない「落ちこぼれ」だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　今すぐ方向を変えて寮に戻りたい気持ちを抑えた。今さら人目を避けてもなんの意味もない。

　ジャンはラフエッジの工房の前を通りかかっていた。ふと、店番をしているから遊びに来い、というカジカの言葉を思い出した。もしいたら話をするつもりでガラス戸の奥を覗のぞきこむ。

　カウンターに肘ひじをついている女子生徒の後ろ姿を見て、ジャンは渋じゆう面めんを作った。オレンジ色の髪はどう見てもフリデリカだった。

（……面倒な奴やつがいる）

　気づかれないうちに店の前を離れて、坂道を下っていった。フリデリカにはあまりよく思われていない。

　多分、原因はクリスとのことだ。

　一ヶ月経たってもクリスと一つの部屋で暮らすことに慣れなかった。

　もちろん不満があるわけではない。クリスは申し分のない同居人だ。

　整理整せい頓とんは常に完かん璧ぺきで、ジャンが手伝う隙すきもなかった。彼自身は下着一つ出しっぱなしにしないが、ジャンの私物には絶対に手を触れない。こちらへの干かん渉しようは最低限にとどめていて、自分からほとんど話しかけてはこない。それでも、どんな小さなことを尋たずねても親切に答えてくれる。

　日々の生活もこの上なく規則正しい。ジャンが朝起きるととっくに身み支じ度たくを終えている。寝坊すると目覚めの濃い紅茶を淹いれてから遠慮がちに声をかけてくれる。部屋にいる間は黙々と予習をしているか本を読んでいるかで、毎晩まったく同じ時刻に風呂に入り、出てくると静かにベッドに潜もぐりこむ──まるでよくできた控えめな執事と暮らしている気分だった。

　今さら親しくなろうとしてもきっかけがつかめない。最初に冷淡な態度を取ってしまったこともあるが、あまりの完かん璧ぺきさに取りつく島がないことも原因だった。

（ん？）

　ゆるい石段を下りたところで、ジャンは目を細めた。長い砲剣を背負った黒髪の少年が、商店の前にたたずんでいる。まさに今思い浮かべていたクリス・キッドマンだった。

　ジャンは彼の背後で立ち止まる。このまま通りすぎるのは不自然だし、わざと避けているようで癪しやくだ。クリスは商店の大きな飾り窓を熱心に見つめていた。大量のレースがあしらわれ、スカートをふくらませた豪華なイブニング・ドレスが飾られている。どう見ても女性向けの服を売る店だ。

　ジャンは首をかしげた──なんで、こんなものを見てるんだろう。

「よう」

　クリスは肩をびくっと震ふるわせると、振り向きながら後ずさる。予想以上の反応の大きさにジャンの方も驚おどろいた。

「な、なんだ、君か……」

　そう言いながら、背にした飾り窓にちらりと視線を走らせる。なぜか顔が赤くなっていた。

「こ、これはちょっと見てただけなんだ。フリデリカにあげるものはないかって」

「……ふうん」

　パートナーになにを贈ろうが、ジャンにとってはどうでもいい話だった。別に慌あわてるようなことでもない。

「フリデリカ、ラフエッジの店にいたぜ」

「彼女とはさっき店の前で別れたところだったんだ。カジカ・サカイに用事があるみたいだったから」

　ジャンは納なつ得とくした。同じ通りに二人がいたのは偶然ではなかったらしい。

「今まで学院にいたのか？」

「ああ、自主練で。もう帰るけど」

「そうか。お疲れさま」

　クリスは微笑ほほえみかけてきた。こんな風に普通の会話が続くのは珍しい。

「……よかったら一緒に帰らないか？」

　しばし考えこんだが、断る理由はない。ジャンがうなずいた時、店の扉が音を立てて開く。砲剣を携たずさえた白髪の衛兵が店内から姿を見せた。かなりの高齢で腰も曲がりかけている。二人が慌てて道を譲ゆずると、すぐ隣にあるランプ職人の店へと入っていった。

　そういえば今日は衛兵の姿を多く見かける。夜でもないのに衛兵が歩き回っているのは珍しかった。衛兵は引退した竜騎士ドラグーンたちの名誉職のようなもので、いつもは正門の脇わきにある詰つめ所しよで時間をつぶしているだけだ。

「なんかあったのか？」

　と、隣にいるクリスに尋たずねる。答えがかえってくるまでいくぶん時間がかかった。

「昨日の明け方、この島の沖合を機甲竜ヒユドラが飛んでいるのを見た人がいるらしい」

「えっ」

　ジャンはつい大声を上げた。炎を吐く機械の竜りゆうの姿が脳裏に蘇よみがえる。アバディーン戦せん役えきで嫌いやというほど見た忌いまわしい姿。機甲竜ヒユドラがこんな遠くまで飛んでくるなど想像もしていなかった。

「本当なのか、それ」

「分からないけど、そういう匿とく名めいの手紙があったという話だ……学院長の命令で差出人を捜しているらしいよ。本当にレガリオン軍が現れたのか確かめたいんだろう」

「差出人捜すのになんで店一軒一軒回ってんだ？」

「島の中にスパイが入りこんでいる可能性もあるからじゃないかな。不審な者を見かけなかったか、訊きいて回ってるんだと思う」

　ジャンは思わずあたりを見回した。通りを歩いているのは住民や騎士学院グランデコルの生徒ばかりだ。この島でよそ者を見かけることはあまりない。

「スパイなんているのかよ」

「……さあ。どうだろうね」

　憂うれいを帯びた声にはっとした。スパイがよそ者とは限らない。クリスはレガリオンからの亡命者だ。スパイがいるという噂うわさが広まれば、彼に疑いの目を向ける者は少なからずいるはずだ。

（……こいつは違うだろうな）

　この一ヶ月クリスを見てきたが、ジャンと違って模範的な騎き士し候補だった。去年からこの騎士学院グランデコルに在ざい籍せきし、竜との契約まで果たしている。第一、レガリオン人にしか見えないクリスはスパイには目立ちすぎる。竜騎士ドラグーンになろうとする亡命者など今までは一人もいなかったのだから。

　二人は坂道から人ひと気けのない路地へ入っていた。建物の作り出す濃い影の中に入ったところで、ジャンは立ち止まった。

「訊きたいことがあるんだけど」

　先に行ったクリスもすぐに振り返る。黒い瞳ひとみには戸惑いの色が浮かんでいた。

「あんたはなんでこの学院に入ったんだ？」

　質問が唐とう突とつすぎたかもしれない。ジャンは慌あわてて言葉を継いだ。

「だからその……亡命者の竜騎士ドラグーンなんて今まで一人もいないだろ？　なんでわざわざあんたは目指す気になったんだろうと思って」

　沈黙が流れた。足元からかすかな水音が響ひびいてくる。この島には使った水を海に流すための地下水路があちこちに走っている。この真下にもあるようだった。

「……初めて会った日以来だ」

　クリスの口元に微笑が浮かんだ。

「え？　なにが？」

「君がぼくのことを訊きくのが、だよ」

「そうだっけ」

　言われてみれば、学院のことや寮りようのこと以外に話をした覚えがない。レガリオンからの亡命者ということ以外、クリスについてほとんどなにも知らなかった。

「でも、そっちだって俺おれのことを訊かなかったじゃないか」

「君は有名人だからね。どこの誰だれで、どうしてここへ入ったのか、みんなが知ってる」

　ジャンは敷石に視線を落とした。皆が知っている経歴は全部偽にせ物ものだ。自分はヴィクトル・アバディーンではない。

「君がどう思うか分からないけれど」

　と、クリスは言った。

「ぼくたちは似ているんだ、アバディーン。ここへ来たいきさつも似たようなものだよ。ぼくはレガリオン帝国に……」

「ヴィクトル・アバディーン」

　クリスの答えは背後からの声に断ちきられた。振り向くと長身の男子生徒が立っていた。

　緑の髪と右の眉まゆに走った傷跡は見間違えようがない。生徒会長のアダマス・バルバートルだった。
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　生徒会長は二人の男子生徒を背後に連れていた。二人とも彼と同じような髪型で、同じような砲剣を腰に帯びている。全員バルバートル人らしく、体格が大きく顔の彫りも深い。

「……後ろの二人も生徒会の役員だ」

　クリスが小声で囁ささやいた。なんとなく事情が吞のみこめた。多分、アダマスが故郷から連れてきた取り巻きだろう。騎士学院グランデコルに入学できたということは、彼らも相当に優秀な騎き士し候補ということになる。きっと全員二年の「白組」に違いない。

「こんなところでなんの話をしているんだ？　ヴィクトル王子」

　アダマスの声は穏おだやかだったが、親しみはまるで感じられなかった。無遠慮な視線をクリスとジャンにぶつけてくる。

「いえ……別に」

　どうやってこの場を立ち去ろうか、そればかり考えていた。この生徒会長は生前のヴィクトルを知っている。ここへ入学して以来、なるべく接触しないように心がけていた。向こうも話しかけてくるわけではなかったが、たまに廊下で行き違うと妙に鋭い視線をぶつけてくることがあった。

「一緒にいるのは『青組』のクリス・キッドマンか……そうか、君は亡命者と同室だったな」

　亡命者をことさら強調する。隣にいるクリスがかすかにため息を洩もらした。生徒会長とクリスも互いにいい感情を持っていないらしい。

「あの、急いでますんで」

　と、ジャンは言った。まだクリスと話の途中だ。彼に目で合図をして、三人の脇わきを通り抜けようとする。しかし、彼らは岩のように道をふさいだまま動こうとしない。ジャンは初めてアダマスの顔を見上げた。

「なんですか」

「君に話があるんだ。ヴィクトル・アバディーン」

　ジャンは三人が学生寮りようの方からやって来たことに気づいた。王族や貴族の騎き士し候補の多くは、高台にある高級下宿に住んでいる。用事がなければ学生寮になど行かない。

「スパイがこの島に入りこんでいる可能性があるのは知っているか？」

　思わずクリスと顔を見合わせた。たった今その話をしていたところだ。

「ブレロ副院長の要よう請せいで、我々生徒会はスパイの調査に協力している。まずは寮生から情報を集めている最中だ」

「ちょっと待ってくれ」

　と、クリスが口を挟はさんだ。

「この島にスパイがいると決まったわけじゃないだろう。手紙の差出人を捜しているんじゃないのか？」

「匿とく名めいの手紙でわざわざ情報を知らせるような奴やつはまともじゃないさ。そいつがスパイかもしれない。ぼくたちは昨日の明け方、外に出ていた怪しい者を捜しているんだ」

　アダマスたちの粘りつくような視線がジャンに注がれている。この時になってようやくその意味を理解した。

「あの、怪しいって……俺おれですか」

「そう、君だ」

　ジャンは自分の置かれた状況を認識する。体の芯しんからどす黒い怒りが湧わき上がってきた。

「まさか、俺をスパイだと思ってるのか？　レガリオンの？」

　理性と一緒に敬語もどこかへ飛んでいた。機甲竜ヒユドラの炎でアバディーンを焼いた帝国の手先になる。あの虐ぎやく殺さつから一人だけ生き残ったアバディーン王家の自分が。想像するだけでも吐き気がこみ上げてきた。

「ふざけんなコラ！　俺はジャ……」

　ジャン・アバディーンだと言いかけて、ぎりぎりのところでその言葉を嚙かみ殺した。

「……ヴィクトル・アバディーンだ」

「昨日の晩なら、彼はずっと寮りようの部屋で眠っていた。同室のぼくが保証する」

　クリスはきっぱりと言った。しかし、アダマスは鼻でせせら笑うだけだった。

「君だって眠っていたんだろう。証言には値しない」

「だったら下宿に一人で住んでいる君こそスパイかもしれないな、バルバートル。証言する者すらいないわけだから」

　明らかな皮肉にアダマスよりもその取り巻きたちの顔色が変わった。一歩前に出ようとする二人をバルバートルの王子が制する。

　ジャンはクリスが必死に庇かばってくれることに驚おどろいていた。どうしてここまでやってくれるのだろう。今まで仲が良かったわけでもないのに。

「……昨日の明け方、ヴィクトル・アバディーンを見かけた者がいる。ちょうどこの路地を通りかかった者だ。それで我々は真しん偽ぎを確かめに来た」

「えっ」

　一番驚いたのはジャンだったかもしれない。思わずあたりをぐるりと見回した。背の高い集合住宅の間にある路地。タイルの貼はられた壁かべに、庇ひさしのない四角い穴のような窓が整然と並んでいた。夜中にこんなところへ来たことは一度もない。

「そいつは俺おれじゃねえ！　誰だれがそんなこと言ったんだ？」

「君に言えるわけがないだろう。口封じでもされたら敵かなわないからな」

「なんだって？」

　背中の武器に手が伸びる──もっとも、そこにあるのはただの棒だったが。アダマスの口元に冷笑が広がった。クリスがジャンの右手をしっかりとつかまえる。落ち着け、と言っているようだった。

「待ってくれ、バルバートル」

　と、彼は言った。

「ここは日が沈みかけた今の時刻も薄暗い。夜中に通りかかっただけではっきり見極められるとはとても思えないんだが……その生徒は本当にアバディーンだったと断言したのか？」

　アダマスは不快げに眉まゆをひそめた。答えないところを見ると、そうはっきりした「証言」ではないのかもしれない。

「……証言の真偽はブレロ副院長が判断するさ。ぼくたちはただ報告するだけだ」

　彼はジャンの方に身を乗り出してくる。彫りの深い目鼻に影が差し、眉の白い傷跡だけが妙に浮かび上がって見えた。

「君はぼくの知るヴィクトル・アバディーンとはあまりにも違っている。才能も気品もなく、礼儀も弁わきまえない……なにより、その鈍りきった剣の腕だ。一ヶ月かかっても砲剣一つ扱えないなど、平凡な騎き士し候補でもありえない」

　一いつ瞬しゆん、ジャンは言葉を失った。それは彼自身が日々感じていることだった。

「……この髪と目はアバディーンの王族の証あかしだ」

「そうだな。確かに君はヴィクトル・アバディーンにしか見えない。あの『神童』を知っている者は誰だれでもそう言うだろう……しかし、だとするとわざと無能なふりをしていることになる」

　アダマスはそう言ってから、思いついたように付け加えた。

「あるいはヴィクトルにとてもよく似た別人、かもしれないが」

　ジャンの喉のどがごくりと動いた。この生徒会長は思ったよりも真相に近づいている。下へ手たに受け答えをすればこの場で正体を見破られるかもしれない。

「バカバカしい。そんなことをする理由が一体どこにあるんだ？」

　クリスが呆あきれたように尋たずねる。

「周囲に凡ぼん庸ようだと思わせるため、というのはどうかな？　騎士になる気がないなら、別に努力をする必要もないだろう」

「彼は努力してるよ」

「今の成績でか？　君だって疑問を覚えたことぐらいはあるだろう。『神童』にしては出来が悪すぎるよ」

　さすがにクリスもなにも言い返せない様子だった。

「……俺おれがレガリオン帝国の手先になるわけねえだろ」

　ジャンは声を震ふるわせた。

「あんた、頭がどうかしてるぜ」

　この生徒会長はただ「ヴィクトル・アバディーン」を疑っているだけではない。スパイの調査にかこつけて、自分を陥おとしいれようとしている。初めて会った時、アダマスから感じた殺気をジャンは思い出した。あれは勘かん違ちがいではなかったのかもしれない。もともとアダマスはヴィクトルに対して強い悪意を抱いだいているのだ。

「『黒の鉄姫』による首都への襲しゆう撃げきは苛か烈れつを極めたそうだな」

「……それがどうした」

「手先になるのも無理はないと思ったのさ。いくら『神童』とはいえ、たった一人で王城を脱出し、誰の手も借りずに国外に潜伏し続けるなど不可能と言っていい。たとえば戦せん役えきの時に捕らえられ、『黒の鉄姫』に命乞ごいをして、レガリオン帝国の犬にでも成り下がったとか」

　一瞬、怒りで視界が真まっ赤かに染まった。背中から引き抜いた竜りゆう鱗りんの棒を、アダマスに向かって力一杯振り下ろす。澄んだ衝しよう突とつ音おんが建物の間で反はん響きようする。アダマスは腰の砲剣を右手で構え、ジャンの一撃を受け止めていた。

「やめろ！　アバディーン！」

　クリスの制止ももうほとんど耳に入らなかった。無能だと言われるのはまだいい。よりによってあの「黒の鉄姫」に媚こびを売るなど。それだけは誰だれがなんと言おうと我慢できなかった。ジャンは竜りゆう鱗りんの棒を振り回して攻め続ける。

「……後ろの二人も、そこの亡命者も、こいつがぼくに襲おそいかかるのを見たな」

　アダマスはジャンの攻撃を紙かみ一ひと重えでしのぎながら言った。

「スパイであるという事実を指摘されて、逆上したということだ……ぼくが『正当防衛』で戦うのもやむを得ないな」

　突然、ジャンの膝ひざががくんと折れそうになる。早くも全身の生気プラーナが抜けかけている。

「今度こそ、お前に傷をつけてやる。アダマス・バルバートルを忘れないようにな」

　アダマスの右腕が砲剣ごとジャンの視界から消えた。次の瞬しゆん間かん、かすかな残像を残しながらジャンの制服の胸元を切り裂さいていった。かすっただけ──ではなかった。心臓のあたりがぎゅっと縮こまるように鋭く痛み始める。

「うっ！」

　思わず地面に両膝を突き、片手で傷のあたりを握りしめる。刺すような冷たさに驚おどろいた。斬きられたわけではない。刃やいばの触れた部分がつるりとした氷に覆おおわれている。

「おや、意識を保っていられるようだな」

　感心したようにアダマスは言い、砲剣を持つ手をジャンに晒さらした。右手に刻まれた青い印ムドラが輝きを放ち、白い霧きりめいたものが集まっている。

「これがぼくの竜ル気ンだ」

　彼の砲剣は細かな氷の結晶で包まれていた。竜から分け与えられた力──アダマスと契約を結んだ竜は「氷」の竜ル気ンを持っているようだ。

（くそ……）

　ジャンはようやく自分が謀はかられたことに気づいた。最初からこちらに手を出させるつもりだったのだ。こんな風に「正当防衛」でジャンを始末するために。

「もちろん、お前の傷は一つで終わらないぞ……いつまで死なずにいられるか見物だ」

　アダマスは間合いを詰めながら、下段に構えた剣を跳はね上げようとする。白く輝いた砲剣が氷の軌跡を描えがきながら地面すれすれを奔はしる。まったく体が言うことを聞かない。攻撃を避よけようがなかった。

　突然、黒い影がすっとジャンとアダマスの間に割りこんできた。アダマスの攻撃が澄んだ音とともに遮さえぎられる。砲剣と砲剣が空中で交差していた。

　ジャンの目の前に立っているのはクリスだった。普段ケースに入れっぱなしの黒い砲剣を握りしめている。銃身が奇妙に細長く、小柄な彼が持っていると槍やりのようだった。

　アダマスはすぐに元の位置まで下がった。ジャンは目を瞠みはった。一度打ち合わせただけで、クリスの砲剣は半ば白く凍っている。人間の体に触れたらと思うとぞっとした。

「なにをする、キッドマン」

　と、アダマスは言った。

「まだ、こいつに味方するのか？　こいつはスパイかもしれないんだぞ」

「彼はスパイじゃない。お前がやっているのはただの言いがかりだ」

「なぜ分かる」

「ぼくにはそれぐらい見分けがつく……偽にせの告発がどういうものか、嫌いやというほどよく知っているからな」

　抑えきれなくなったようにクリスの声が震ふるえた。

「ぼくにはどうしても許せないものが一つだけある」

　クリスの右手の赤い印ムドラも輝きを放ち、陽かげ炎ろうのように揺らめき始めた。

「それは他人を陥おとしいれようとする人間……つまり、お前のような人間だ、バルバートル」

　アダマスの表情が険しくなった。クリスの右手がぼっと音を立てて発火した。砲剣に広がった炎はみるみるうちに氷を蒸発させていく。細く尖とがった銃身が灼やけた鉄のように赤く輝いていた。

（「炎」の竜ル気ンだ）

　彼と契約を結んだフリデリカの力ということになる。

「……さっきの質問に答えるよ、アバディーン」

　なにを言っているのか、理解するまで少し時間がかかった──どうしてクリスが竜騎士ドラグーンを目指しているのか。
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「ぼくの両親は無実の罪で告発され、スパイとしてレガリオン帝国に処刑された。竜騎士ドラグーンになろうとしているのは、復ふく讐しゆうのためだ」
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　両親が死んで以来、クリス・キッドマンは密ひそかに怒り続けていた。

　代々貿易商を営んでいたキッドマン家の運命は、アバディーン戦せん役えきを境にがらりと変わった。海ユ洋ニ連オ合ンの国々が一いつ斉せいにレガリオン帝国との貿易を禁止したため、取引先の大半を失ってしまったからだ。

　クリスの両親には主に二つの選せん択たく肢しがあった──危険を冒して密輸に手を染めるか、状況が変わるのを待ち続けるかだ。楽天的な性格だった二人は後者を選び、一人だけのわが子を連れて首都マグナスの小さな家へと引っ越した。厳格なマキナ教徒たちの多い一角だったことが、彼らの運命を決定づけた。

　マキナ教は機械仕デウス・エキス掛けの神・マキナを信仰する一神教で、レガリオン帝国の事実上の国教となっている。彼らの教典によれば、旧文明の社会こそ全能の神に作られた理想郷であり、人間はそれを管理するために作られた血の流れる「不完全な機械」にすぎない。他ほかの動植物は旧文明と同時に生み出された試作品だった。

　竜りゆうなどという生物は本来存在するはずのないもので、完かん璧ぺきな世界に混入した不純物だった。この世界から追放することが世界の清浄化に繫つながる、と主張し続けていた。

　レガリオンの貿易商たちの多くがそうであったように、クリスの両親はマキナ教に入信していなかった。マキナ教は他教徒との交流を基本的に禁じていたので、海ユ洋ニ連オ合ン側の商人との取り引きが難しくなる。アバディーン戦役の少し前から、過激さを増していく教義にもなじめなかった。

　問題はクリスの父親が折に触れて自分の意見を表明していたことだ──存在するはずがないと説かれたところで、レガリオンの外へ出れば竜は人間の社会に溶けこんでいる。マキナ教の教理の方に不自然なところがあるのではないか、と。

　二人が「マキナ教を探るために海ユ洋ニ連オ合ンが放ったスパイ」と告発され、憲兵隊から出頭の命令状が届けられるまでそう時間はかからなかった。

　どこかへ逃げなきゃ、とクリスは言ったが、両親はまったく取り合おうとしなかった。

「どこへも逃げる必要はないさ」

　父はきっぱりと断言した。母の方もそれを諫いさめるどころか、大きくうなずくだけだった。

「そうね、わたしたちは間違ってないもの。説明すればきっと分かってもらえるわ」

　二人が心からそう思っていたのか、危険を承知で信念を貫つらぬいたのか、どちらなのかはもう分からない。次の日、彼らは笑顔で憲兵隊の本部へ出かけ、それっきり帰ってこなかった。数日後に処刑されたというあっさりした通知が来ただけだ。

　異教徒とされた者たちは、裁判すら受けられずに続々と処刑されていた。アバディーン戦せん役えきで事実上の勝利を収めたことで、マキナ教団の「真実性」に異議を唱えてはならない雰ふん囲い気きができあがっていたのだ。

　父の友人だった貿易商に助けられ、カリクマへの亡命を果たした時、クリスは決意していた。他人に罪を着せる者、死に追いやる者を決して許さない。わずか一年の準備期間で騎士学院グランデコルの入学試験に合格したのもその怒りの力だった。

　一ヶ月前にアバディーンの王子と出会った時、まるで自分を見るようだと思った。家族をレガリオン帝国に殺され、復ふく讐しゆうを誓ってこの騎士学院グランデコルへ来た少年。かたくなな態度を取り続ける彼に世話を焼き続けたのは、自分の境遇と重ね合わせていたからだ。

　あんたは信用できないと口にするだけましだと思えた。むしろはっきりと口に出さずに、態度で追いつめようとするアダマスのような人間をクリスは嫌けん悪おしていた。

　今、このアダマスはアバディーンの王子をスパイとして陥おとしいれようとしている。そんな人間がこの騎士学院グランデコルにいることがどうしても許せなかった。




　クリスは視線を動かして、アバディーンの王子の様子を確認する。気を失っているらしく、ぴくりとも動かない。アダマスが竜ル気ンを使い始めた時から、彼の臣下たちは少し距離を置いている。彼らもジャンも竜りゆうと契約を交わしていない。竜ル気ンを使った戦いは、印ムドラの加護がない者にとって危険だ。

「確か、お前は接近戦があまり得意ではなかったな」

　アダマスはあと一歩で間合いに入る距離に立っている。右手から滴したたる白い冷気が地面を覆おおっていく。短時間でこれほどの竜ル気ンを練るのは、称号を得た竜騎士ドラグーンですら難しいはずだ。将来を嘱しよく望ぼうされる騎き士し候補なだけある。

　クリスは愛用の砲剣──「ファイアーフォックス」を握りしめた。もともと筋力に劣るクリスは、遠距離の正確な射撃を得意としている。その特徴に合わせてカスタマイズされた砲剣だ。作ったラフエッジからは、接近戦に気をつけるよう注意されている。打ち合いに配慮されていない設計で、衝しよう撃げきを与えすぎると繊せん細さいな銃部分の機構が動作不良ジヤミングを起こしやすくなる。

「ぼくの相手はあくまでヴィクトル・アバディーンだ。お前がここを去れば手を出さないと約束しよう」

　アダマスの言葉を信用する気になれなかった。竜ル気ンまで使っているのは、ただ反撃にかこつけて痛めつけるだけが目的ではないだろう。あるいは殺すつもりかもしれない。

「こいつを助ければ、お前も疑われることになるぞ。両親の復讐のために竜騎士ドラグーンになるんじゃなかったのか？」

　アダマスの右手から流れ出した冷気が膝ひざのあたりまで満たしている。クリスはより多くの炎の竜ル気ンを砲剣に流しこんだ。長い銃身の周囲だけ冷気が押し戻され、生暖かい空気がクリスの周囲で渦を巻き始める。

「どうせぼくを逃がすつもりなどないだろう。交こう渉しようをするふりなんて必要ないさ」

　この会話には意味がない。互いに竜ル気ンを練る時間稼かせぎだった。お互いの体以外に凍らせるものも燃やせるものも見当たらない。相手の弾丸か刃やいばに触れた方が負けだった。

　不意に聞こえてきたうめき声に、クリスはつい振り返った。アバディーンの王子が顔を上げている。竜ル気ンを当てられてもまだ動けるらしい。なにか言いたげな様子に、クリスはつい顔を近づけようとした。

　しかし、相手は必死に首を横に振っている。

「違う……前だ……」

　彼は息も絶え絶えに言った。いつのまにかアダマスの砲剣がクリスの胸を狙ねらっている。近距離から発砲するつもりだ。クリスは長い砲剣を横に一振りしながら、細い刃にこめられた竜ル気ンを放出する。弧こを描えがく炎が届く直前、アダマスは背後に飛びのきながら引き金を引いた。

　狙いは大きく逸それ、クリスの足元の敷石が音を立てて砕け散った。白い冷気が地面の下からもうもうと立ち上る。

　クリスは大きく踏みこんで間合いを詰めようとする。その途と端たん、割れた敷石がびしりと不吉な音を立てた。弾丸の開けた穴から半透明の水が噴出し、一気に冷やされた砲剣から炎の竜ル気ンが失われていく。

（……しまった）

　今の弾丸は逸れたのではない。最初から地面を狙っていたのだ。このあたりの地下には島の排水施設が通っている。慌あわててその穴から離れようとした時、縫ぬいつけられたように足が動かないことに気づいた。地面を見下ろしたクリスは息を吞のんだ。割れ目から噴き出した水は白い氷の塊かたまりと化して、クリスの足の甲をしっかりとくるんでいる。

「弾丸にこめた氷の竜ル気ンを解放した」

　アダマスは勝ち誇って言った。

「時間差で使える竜ル気ンもあるということさ」

　足を包んでいる氷は膝の方へと這はい上がってくる。足の感覚が一いつ瞬しゆんで消え失うせた。クリスは歯が鳴るのを抑えながら体内の竜ル気ンを解放する。竜脈ナーデイを通じて足元まで熱が伝達されたが、氷を溶かすことはできなかった。もっと強い竜ル気ンを直接ぶつける以外にない。クリスは砲剣に竜ル気ンを流しこむと、赤く輝く刃を足元の氷に突き立てようとする。

「おっと」

　鈍い衝しよう撃げきとともに、クリスの両手から武器が消えた。はじき飛ばされた砲剣が敷石の上を滑っていった。

「ぼくの邪じや魔まをしなければ、お前も竜騎士ドラグーンになれたかもしれない。両親の仇かたきを討てずに残念だったな」

　アダマスは嘲ちよう笑しようを隠そうともしなかった。

（やっぱり強い）

　と、クリスは思った。砲剣の特性を活いかした戦闘に長たけている。竜ル気ンを操る技術もクリスより上だ。称号を得た竜騎士ドラグーンにも匹ひつ敵てきするかもしれない。

「復ふく讐しゆうなどという感情で竜騎士ドラグーンになろうとすること自体が馬ば鹿かげた話だ。いちいち個人の死を償つぐなわせていたらキリがない。第一、レガリオン人が殺されたところで」

「……黙れ」

　かすれているがよく響ひびく声が、アダマスの言葉を遮さえぎった。いつのまにかアバディーンの王子が立ち上がっている。二人の騎き士し候補も、アダマスの配下たちも啞あ然ぜんとした。竜りゆうと契約を結んでいないただの人間が、竜ル気ンによる攻撃を受けて動けるとは。よほど強い意志の持ち主でなければありえなかった。

「家族が殺されたら、怒んのが当たり前だろ」

　後ろで手を組んだような姿勢で、ふらふらと上体を揺らしている。しかし、紫むらさき色いろの瞳ひとみはアダマスを見み据すえたまま動かなかった。

「……仇討ちで竜騎士ドラグーンを目指してなにが悪い」

「海ユ洋ニ連オ合ンを守るのが竜騎士ドラグーンのつとめだ。より高い理念のためにぼくたちは必要とされている。家族の死など個人の事情にすぎない」

「理念なんか知るかよ」

　と、ヴィクトル・アバディーンは言った。

「お前には殺されても怒ってくれる家族もいねえのか？」

　アダマスの表情がこわばった。その隙すきを突くように、アバディーンの王子は思いがけない機き敏びんな動きで背中に隠していたものを構えた。

（……あれは）

　クリスの砲剣・ファイアーフォックスだった。いつのまにか拾い上げていたらしい。ヴィクトルは砲剣の先端を正確にアダマスの胸に向けていた。

「馬鹿！　逃げろ！」

　と、クリスは叫んだ。竜脈ナーデイを制御できない者に砲剣は反応しない。引き金を引いたところで動かないのだ。この少年にもそれは分かっているはずだった。

「逃げる必要なんかない……俺おれは間違ったことはしてない」

　アバディーンの王子はきっぱりと言いきった。クリスの背筋に今までとは違う種類の震ふるえが走る。彼の言葉はなぜか憲兵隊に捕まる前の両親の言葉とかぶった。

「どうやらお前は本物の馬鹿のようだな」

　アダマスは呆あきれ顔で砲剣を構えた。あの弾丸をまともに受ければ確実に死ぬ。クリスは狂おしい気持ちで自分を拘こう束そくしている氷を見下ろす。この頑固な馬ば鹿かの命だけはどうしても助けたかった。

「バルバートル、待て……」

　不意に頭上から迫ってくる気配を感じた。反射的にクリスは頭上に視線を向ける。

　太陽が西に沈みかけ、茜あかね色いろに染まった空。その中心から、金色の塊かたまりがこの路地めがけて垂直に降ってきていた。

　翼つばさを大きく広げた一体の竜りゆう。

（……ティアナレルド）

　雷の竜ル気ンを操る最強の騎き竜りゆう。徐々に大きくなる輪りん郭かくがぼんやりと輝く。びりっと空気が不自然に震ふるえ、全身の鱗うろこから青白い光が放出される。三年前の戦争で多くの機甲竜ヒユドラを落とした雷撃。光の束は路地全体を昼間よりも明るく照らした。

「ちっ！」

　アダマスは素早く反応し、背後に飛びのいた。彼の立っていた敷石に小さな放射状の跡が残った。人の姿に変じたティアナが、帽子を押さえながらその上にひらりと降り立った。

「……なにをしているのですか？」

　厳しい声でアダマスに問うた。

「そちらこそどういうおつもりですか、ティアナ様。我々はスパイの調査をしていただけです。いくら皇女であっても生徒会の活動を邪じや魔まする権利は……」

「スパイって、なんの話ですか？」

　彼女は不思議そうに首をかしげる。夕暮れの路地に微妙な沈黙が満ちた。

「機甲竜ヒユドラが現れた件をご存じないのですか？」

「存じません」

　アダマスたちだけでなく、そばで聞いていたクリスも呆あつ気けに取られた。この皇女は状況も分からずにヴィクトルを助け、アダマスを倒そうとしたことになる。まるで誰だれの味方をするか最初から決まっているように。

「こいつ、俺おれをレガリオンのスパイだって言ってるんだ」

　アバディーンの王子は小声で言った。彼はティアナの行動になんの疑問も持っていないようだった。

（なんだろう、この二人は）

　この二人の関係はどこか奇妙だ──ただ親しいというだけでは説明がつかない。契約を結んだ人間と竜の関係とも違う。

「彼はスパイなどではありません。わたしが保証します」

　皇女はアダマスに向かってきっぱりと宣言した。

「ヴィクトル・アバディーンには指一本触れさせません」
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　次の日の朝、騎士学院グランデコルに向かったジャンは注目されていることを感じ取った。生徒たちが一様に彼の様子を窺うかがっている。

　スパイ捜しをめぐる乱闘騒ぎの噂うわさは、生徒たちの間に広まっているらしい。

　ティアナが現れた直後、衛兵たちが駆けつけてきてアダマスとの諍いさかいは収まった。衛兵の詰つめ所しよで一人一人事情を訊きかれただけで解放された。処分は後で下されるだろうと告げられただけだ。

　衛兵たちはジャンとアダマスのどちらが正しいか、特に決めようとしなかった。ひとまず普通の生徒同士のケンカとして扱っていたようだ。しかし、生徒会長となにもできない落ちこぼれ、きっかけがスパイ捜しとあっては、どちらが正しいと見る者が多いかは考えなくても分かる。

「あっ」

　門をくぐろうとしていたジャンは、突然後ろから肩をぶつけられて前によろけた。上級生らしい男子生徒が謝るどころか振り返りもせずに追い抜いていく。くすんだ緑色の短髪とがっしりした体つきはバルバートル人特有のものだ。

（わざとかよ……）

　きっとアダマスの配下の一人なのだろう。あたりをよく見るとあからさまに敵意を投げつけてくる男子生徒の一群がある。高価そうな砲剣をこれ見よがしに携たずさえているところを見ると、海ユ洋ニ連オ合ンの王族や貴族──「白組」の騎き士し候補たちらしい。

　腹は立ったがこらえるしかなかった。昨日の処分も決まらないうちに新しい騒ぎを起こせば、どんな厄やつ介かいなことになるか想像がつく。ジャンはエントランスから校舎に入り、誰だれとも目を合わせないように「黒組」の教室にたどり着いた。

　ほっと安あん堵どの息をついてから定位置の最後列に向かおうとした時、ジャンは同級生たちが自分を目で追っていることに気づいた。

（こいつらもか）

　背筋が緊きん張ちようでこわばった。すると男子生徒たちがわらわらと立ち上がり、ジャンを取り囲むように集まってくる。

「……なんだ、お前ら」

　四方をぐるりと睨にらみつけながら声を上げると、

「お前、思ったより強かったんだな」

　一番前にいた眼鏡めがねの生徒が言った。

「はあ？」

　ジャンは呆あつ気けに取られた。よく見ると全員どこか生温かい笑みを浮かべている。刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きはまったくない。

「生徒会の奴やつらと十対一で互角にやりあったってホントか？」

「その変な棒で生徒会長に殴なぐりかかったって聞いたぞ？」

「生徒会長ってアホみたいに強えんだろ？　よく生きてたな」

「どうやって引き分けたんだ？」

「なんで授業で使わねえんだよ、その力」

　口々に勝手なことを話しかけてくる。一応は生徒会長と戦ったジャンを称たたえているらしい。この「黒組」には学院の中でも異質な者が集まっている。取って付けたような優等生の生徒会長はあまり好かれていないのかもしれない。

　ただ、やたらと大げさな話になっているのが気になる。

「いや、俺おれはなんにも……」

　そう言いながらティアナの姿を探した。本当はもう少しでアダマスに殺されていたかもしれない。危ういところを救ってくれた竜りゆうの少女は教室の中にいなかった。

　適当に話を切り上げて、ジャンは窓まど際ぎわに集まっているカジカたちのところへ行った。ラシードとアネモネは来ているが、珍しくフリデリカがまだ登院していない。

「よう」

「おはようございます、アバディーンくん」

「…………ん」

　三人が口々に挨あい拶さつをする。ジャンは軽くそれに応じてから、背中の竜りゆう鱗りんの棒を床に下ろした。

「すっかり人気者だな。よかったじゃんか」

　カジカはにやにやしながら話しかけてきた。

「いや、内容ほとんどデタラメだから。ったく、誰だれがあんな噂うわさ流したんだか」

「あー、あれな。俺おれが適当に尾ひれつけといたわ」

「へー……ってお前のせいかよ！」

「あの、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　アネモネがおずおずと声をかける。ジャンは自分の制服の胸を撫なでた。その下には包帯が巻かれている。傷はごく浅かったが、軽い凍傷のようになっていた。

「大したことない。動けないほどじゃねえし」

「キッドマン先輩も……？」

「今日は休んでるけど、一日寝てれば治るんじゃねえか」

　氷の竜ル気ンをジャンよりも多く浴びたせいか、クリスは軽い熱を出していた。命に別条があるような症状ではない。

「そうですか……よかった」

　ラシードと顔を見合わせてほっと息をつく。ジャンは違和感を覚えた。二人ともどこか様子がおかしい。

「それにしてもよー、なんでお前がスパイだなんて言い出したんだ？　あの生徒会長」

「一昨日おとといの晩、俺に似た奴やつが出歩いてたって誰かが言ったらしい」

「はあ？　そんだけ？」

　ジャンはうなずいた。

「それでスパイかよ……で、お前ホントに出歩いてたの？」

「いや。寮りようで寝てた」

「わけわかんねーな。生徒会長なに考えてんだ？　ってかマジでスパイがいんのかはっきりしてねーんだろ？　なんでスパイ捜しなんかやってたんだ？」

「俺に訊きかれても……なんでだろうな」

　ジャンは言葉を濁にごした。最初からアダマスは「ヴィクトル・アバディーン」に罪を着せるつもりのように思えた。彼はヴィクトルに強い恨うらみを抱いだいているらしい。二人の間になにがあったのか、ジャンには分からない。兄は誰だれからも恨うらみを買うような人間ではなかった。

「しっかし、お前を見たって言った奴やつもひでーよな。誰なんだそいつ」

「さあ……それも言ってなかったな」

　突然、ラシードがにゅっと手を挙げる。なんだろう、とジャンは首をかしげた。

「ん？　どした？　なんか言いたいことでもあんのか？」

　と、カジカが尋たずねる。

「…………俺おれ」

　ラシードはいくぶん弱々しく言った。わけの分からない挙手を眺ながめているうちに、不意にジャンの頭の中で考えがひらめいた。

「待てよ。ひょっとしてお前か？　夜中に俺を見たってバルバートルたちに言った奴」

　ラシードは無言でうなずいた。

「え、でもなんで……あれ、お前あのへんに住んでたっけ？」

　確か島の裏側にある下宿の一室を借りていたはずだ。たまたま外に出ていたとしても、場所がまるで違う。

「あの……待って下さい。ラシードくんのせいじゃないんです」

　アネモネが話に割って入った。

「一昨日おとといの夜はわたしが少し熱を出したから、ラシードくんが看病してくれてて。その帰りにあそこの道を通っただけなんです……」

　ラシードはうなずいた。アネモネは体調を崩しがちで、授業を休むことも珍しくない。パートナーになる予定のラシードはよく彼女の世話を焼いている。夜中の看病に出かけるほどだとは、ジャンたちも知らなかったが。

「でも、はっきり見たわけじゃありません。暗かったし、一いつ瞬しゆんだったから顔も分からなかったみたいで。生徒会の人たちには、制服を着た赤っぽい髪の人って言っただけです」

「…………ん」

　その通り、というように相づちを打つ。アダマスたちにもラシード自身が「話した」わけではなく、隣にいたアネモネがこんな風に代弁していたのだろう。

「そうしたらバルバートル先輩が『アバディーンに似ている』って言い出したんです。ラシードくんはそうじゃないって言おうとしたけどうまく伝わらなくて……わたしたちが変なことを言わなければ、こんな騒ぎには……ごめんなさい」

　アネモネは深々と頭を下げた。ラシードも大きな体を縮こまらせている。

「いいって。別にお前らが悪いわけじゃないだろ」

　ラシードは見たものをそのまま伝えただけだ。アダマスが話を勝手にふくらませたと分かって、かえってよかった気がする。

「んー、でもそうすっと機甲竜ヒユドラが飛んでた晩に、誰かがうろついてたってことになんのか？」

　カジカが腕組みをする。学院を中心に規則正しく動いているこの島で、夜中にわざわざ出歩く者は滅めつ多たにいない。だからといってスパイだと決めつけられるわけではないが。

「ラシードくんみたいに、用事のある人だったのかもしれないです」

　と、アネモネが言った。突然ラシードが顔を上げて、身振りと短い言葉でなにか訴え始めた。ジャンとカジカには意味不明だったが、アネモネはいちいちうなずいていた。

「なんて言ってんだ？」

　ジャンはアネモネに尋たずねる。

「ええっと……あの晩、他ほかにも人を見たそうです。その後、寮りようのそばを通りかかったら、青い服を着た女の人が歩いてたって……そうだよね？」

　ラシードは力強くうなずく。

「それで通じんのがすげーわ……で、その女って誰だれだ？」

　今度は首をかしげた。

「顔は見てないそうです」

　と、アネモネが付け加えた。人ひと気けのない時間に歩き回っている人間が二人もいる──ただの偶然なのか、ひょっとするとその二人には繫つながりがあるのか、ジャンには分からなかった。

「ちょっと、いい？」

　背後から聞こえる声に振り返った。通路に立っているのはフリデリカだった。

「おっ、姐ねえさん。おはよ……」

「クリスはどうしてるの？」

　カジカの挨あい拶さつを無視して、彼女はジャンに言った。

「……多分、寝てるだろ。そんなに心配すんなよ」

　うんざりしながら答える──昨日の夜、騒ぎを知ったフリデリカは青い顔で学生寮まで走ってきた。むろん男子寮に女子生徒の立ち入りは禁止されているが、クリスを見舞うと言って聞かずに玄関で管理人と騒ぎを起こしていた。結局、休んでいたクリスがわざわざ起き出して彼女をなだめる羽目になった。

「他ひ人と事ごとみたいに言わないで！　こんな騒ぎにクリスを巻きこんだくせに！」

　フリデリカは激怒していた。

「本人も大だい丈じよう夫ぶだって言ってたし、熱もだいぶ下がってたぞ。なんかあったら俺おれが看病ぐらいするって」

　昨日、クリスには今までの非礼を詫わびた。彼の生い立ちを知って意固地な態度を取る気にはなれなかった。それにレガリオン帝国への復ふく讐しゆうという共通の目的もある。もちろん、クリスも快く受け入れてくれた。

「あんたは看病なんかしないで！　指一本触れちゃ駄だ目め！」

「は？　なに言ってんだよ」

「クリスにあまりなれなれしくしないで」

　入学した時からフリデリカはクリスに近づけまいとしている。いくら彼の騎き竜りゆうだとしても、そこまで口出ししてくるのはおかしい。

「そんなのお前に関係ないだろ」

　フリデリカの目がかっと怒りに燃えた。いきなり耳をつかみ、引っ張りながら唇くちびるを近づけてくる。

「ちょっとお前、なにすん……」

「あたし以外、クリスのそばには誰だれもいちゃいけないの」

　彼女はジャンだけに聞こえるように囁ささやいた。

「あんたみたいな人間はクリスの害にしかならないわ。それを忘れたら承知しないから」

　一方的に話し終えて、ジャンたちから離れた席に座った。

「今、なんて言ったんだ、姐ねえさん」

　カジカが遠慮なく尋たずねてきたが、さすがに答えようがなかった。

（あいつ、大だい丈じよう夫ぶか）

　フリデリカの横顔を見ながら、ジャンは薄ら寒いものを感じていた。クリスが今まで学院の中で孤立していたのは、レガリオン人だからというだけではなかったらしい。きっと騎竜のフリデリカが誰も近づけまいとしていたのだ。自分の騎き士しを独占したいという感情が強すぎるのかもしれない──。

　突然、教きよう壇だんの方を眺ながめていたフリデリカの表情が動いた。彼女の視線を追うと、いつのまにか帽子をかぶったティアナが教室に入ってきていた。ジャンが現れた時とは別の意味で教室の雰ふん囲い気きが変わった。黒板を背にした彼女がぐるりと教室を見回すと、竜たちは微妙に視線を逸そらす。この一ヶ月ずっとそうだったが、今日は特に露ろ骨こつだった。

　彼女も昨日の乱闘騒ぎに関かかわっていることを皆知っているのだろう。

　ティアナの視線はジャンのところで止まった。来て、と目で訴えている。ジャンは教室中の目が集まるのを意識しながら、立ち上がって彼女の元へ向かった。いつもよりどことなく硬い表情を浮かべている。

「……なんかあったのか？」

　ジャンの声は自然に低くなった。

「あなたには今から一緒に来てもらいます」

　と、ティアナは言った。

「昨日の一件について、これから協議が行われます」




　　　　２




　ジャンはティアナについて生徒たちの間をすり抜けていった。周囲の目が気になって話しかけにくい。生徒会と乱闘騒ぎを起こした元「神童」と、不吉な噂うわさのある竜りゆうの皇女では人目を引きすぎる。

　二人は階段を上がり、立ち並ぶ扉の前を通りすぎて、人ひと気けのない渡り廊下へ出る。その先に鐘しよう楼ろうを兼ねた高い塔が見えた。

　確か塔の中にあるのは学院長の部屋だ。まだジャンは一度も会ったことがない。ティアナの養育係で、彼女と同居している竜。

　アーチ形の大きな扉が近づくにつれて、ティアナの歩みはぎこちなくなっていった。彼女の背中には緊きん張ちようが漂ただよっている。

「協議ってなにやるんだ？」

　扉の把とつ手てに手をかけたティアナは、肩越しにジャンと目を合わせた。

「……あなたやキッドマンの処分を、学院長の前で関係者が話し合って決めます」

　と、彼女は言った。

「関係者のわたしも出席を許されました。できるだけ弁護するつもりですが、受け答えにはくれぐれも注意なさい」

「分かってるって」

　ジャンはうなずいた。正直なところあまり心配はしていなかった。自分たちがやったことに大きな非はない。騒ぎの原因はジャンに罪を着せようとしたアダマスにある。

「行きますよ」

　彼女は扉を開け、ジャンに入るよう促うながした。そこは厚いカーテンの閉められた薄暗い広間だった。壁かべ際ぎわの椅い子すにずらりと並んで腰かけている教官たちがぼんやり見えた。ブレロやマグノリアを始めとして、学院にいる主だった教官が顔を揃そろえているらしい。

　一番端の椅子にアダマスが腰かけていることに気づく。ぴんと背筋を伸ばした毅き然ぜんとした態度で、広間を進むジャンの方を見ようともしなかった。

　反対側の端の椅子にティアナが腰を下ろした時、

「止まりなさい、ヴィクトル・アバディーン」

　窓の方からビブラートのかかった声が響ひびいてきた。これが学院長の声らしい。しかし窓のそばには声の主ぬしの姿は見当たらない。天井まで届きそうな置物があるだけだ。どこから現れるのか不思議に思っていると、「置物」がずるりと足音を立てて近づいてきた。

（え……）

　それは長い銀髪を腰まで伸ばした、おそろしく背の高い老女だった。人間ではないことはすぐに分かった。蛇へびのような金色の目と、鱗うろこに覆おおわれた大きな腕を持っている。

「わたしは学院長のガートルードです」

　と、彼女は言った。

「あなたたちの処分について協議するために、皆に集まってもらいました」

　誰だれもが身じろぎ一つせずに、広間の中心にぽつんと立つジャンを見つめている。ようやくこの場の張りつめた雰ふん囲い気きに気づいた。「協議」だとか「話し合い」といった生やさしいものではない。

　これは「裁判」だ。

「ブレロ副院長。始めなさい」

　ひげを生やした小男が立ち上がり、手元の書類を見下ろしながら話し始めた。

「昨日の夕刻、ヴィクトル・アバディーンとクリス・キッドマンの両名が、島の大通りに近い路地で生徒会役員三名と諍いさかいを起こしました」

　ジャンとクリスが一方的に騒ぎを起こしたような物言いだ。すぐに言い返そうとしたが、ブレロはその前に話を続けた。

「詳しい事情は生徒会長のバルバートルから説明いたします」

　あらかじめ打ち合わせていたかのように、アダマスはごく自然に立ち上がった。

「一昨日おとといの明け方、不審人物が島内にいなかったかを、我々生徒会は調査していました。そこでヴィクトル・アバディーンらしき生徒を目撃したという証言を得て、真しん偽ぎを確かめようと問いただしたところ、彼はクリス・キッドマンと共に我々に暴行を働こうとしました……身を守るために反撃を余よ儀ぎなくされたのです」

　教官たちからはなんの異論も出なかった。不意にジャンは自分一人が中央に立たされている意味に気づいた。アダマスは教官たちと一緒に座っている──ここで裁かれているのは自分とクリスだけなのだ。アダマスたちの責任など最初から問われていない。

（……くそ）

　ティアナの忠告がやっと身に染しみてきた。教官たちは生徒会長のアダマスの言い分を最初から重く見ている。思ったよりもジャンたちはずっと危険な立場にいるのだ。

「証言した奴やつってうちの組のラシードだろ。あいつ、俺おれを見たなんて言ってねえぞ」

　さっきラシードたちの話を聞いた幸運に感謝していた。もちろん、この程度で引き下がるほどアダマスは甘い相手ではなかった。

「同じ組なら分かるだろうが、彼は無口だからね。君らしい人間を見たんだろうと尋たずねたら黙っていたよ。友人である君について不利なことを言いたくなかっただけじゃないか？」

「はあ？　お前が……」

「証言があったことは間違いありません。ものの言い方など瑣さ末まつな問題でしょう」

　ブレロがすかさず口を挟はさんだ。ジャンは入学前の執しつ拗ような面接を思い出す。この副院長には快く思われていない。アダマスの側に立っているのは誰だれの目にも明らかだった。

「だったらもう一回ラシードに訊きけばいい。それにあの路地は夜中真っ暗になるってお前も認めただろ。顔なんかはっきり見えるわけない」

　ブレロはちらりとアダマスを振り返る。彼はジャンの反論にも落ち着き払っていた。

「しかし、だとすると話の最中に突然君が襲おそいかかってきたのは不思議だな。潔白ならそんなことをする必要はない」

　頭にかっと血が上った。レガリオンの犬、というアダマスの言葉が蘇よみがえる。

「お前が俺おれをスパイ呼ばわりしたからだろ！」

「おや、それでは君の方から襲いかかったことは認めるんだな」

　ジャンはなにも言い返せなかった。

「騎き士し候補としては自制心に欠ける振る舞いがあったことは、間違いないところですな」

　ブレロは嫌いや味みったらしく言った。ジャンはぐっと奥歯を嚙かみしめる。この二人に自制心を保つのが難しそうだった。

「だとするとあなたも批判を免まぬかれないでしょう、バルバートル」

　広間の端に座っていたティアナが突然口を開いた。一いつ斉せいに視線が彼女に集まる。

「昨日の騒ぎで怪け我がを負ったのはアバディーンたちです。竜りゆうと契約を結んだ騎士候補が、未熟な新入生に竜ル気ンまで使って反撃するのは、あなたの自制心の表れゆえですか？　彼は未いまだに砲剣すら扱えないのですよ」

　アダマスの表情がわずかに歪ゆがんだ。ティアナを見つめる目にはどろりとした怒りが満ちている。ジャンは不吉な気配を感じ取った。今の言葉でアダマスは自分だけではなく、ティアナも敵と見なした気がする。

「ティアナ様」

　学院長の鋭い声が彼女の言葉を遮さえぎった。

「今、行われているのはわたしたち教官による協議です。ティアナ様のお話を伺うかがいたい時は、わたしたちの方からお訊きいたします」

　ティアナはそれ以上反論しなかった。ブレロの顔に笑みが広がったが、ガートルードの話はそこで終わらなかった。

「バルバートル。わたしは機甲竜ヒユドラの目撃証言の真しん偽ぎを確かめるよう指示しただけで、不審人物を捜せとは一言も言っていません。生徒会は誰の指示でそのような行動を取ったのですか？」

「それは……」

　アダマスは言葉に詰まった。生徒会は学院長の指示を越えて行動していたらしい。周囲を窺うかがっていたブレロが前に一歩進み出た。

「学院長、明確な指示を出したわけではありませんが、スパイの存在を示し唆さしたのはわたしです。彼らは島内にスパイが入りこんでいるという、最悪の事態を想定しただけでしょう」

　ジャンには副院長がアダマスを庇かばったように見えた。この両者の繫つながりは思ったよりも深いのかもしれない。

「生徒会の行動は島民や生徒に多大な影えい響きようがあります。あなた方の話を聞く限りでは、今回の一件も生徒会の予断が招いたものではありませんか？　わたしの指示の範囲内であれば、起こらない事態のはずですよ」

「しかし、先ほど申し上げましたようにヴィクトル・アバディーンには不審な点が……」

「スパイであると見なすほどの根拠にはなりません。あなたは生徒の代表として、無用な騒ぎを起こさぬよう慎重に行動なさい。この件についての協議は以上です」

　それで話は終わりだった。アダマスとブレロは不満げに一礼すると、自分の椅い子すに腰かけた。ジャンは胸を撫なで下ろしていた。学院長はアダマスの立場にとらわれることなく、公正な判断を下してくれたようだ。うまく切り抜けたと考えて良さそうだった。

「皆さん、ヴィクトル・アバディーンとクリス・キッドマンの処分についてですが……」

　学院長の話を聞きながら、ジャンは隅の椅子に座っているティアナを振り返った。

　彼女の顔色はどこかすぐれない。硬い表情でジャンの方を見つめている。「協議」は終わったというのに、まだなにか心配事があるようだった。

「諍いさかいに加わったキッドマンには厳重注意、アバディーンは退学とします」

　それまでと変わらない声でガートルードは言った。

「…………え？」

　ジャンは学院長の方をゆっくりと振り返った。

　退学、と聞こえた気がする──そんなバカな。

「もちろん、今回の一件だけが理由ではありません。それを説明する前に、あなたに尋たずねたいことがあります」

　竜りゆうの老女はそう言いながら近づいてくる。床まで垂れ下がった太い腕がゆらゆらと揺れている。壁かべが迫ってくるような圧迫感に、ジャンはつい後ずさりした。

「あなたは本当にヴィクトル・アバディーンですか？」

　だしぬけに冷水を浴びせかけられた気がした。顔色を変えないように努力したつもりだったが、うまくいったかどうか自信がない。

「……な、なんの話ですか」

「そのままの意味です。今回の一件にあたって、わたしはあなたの成績を見ました。入学試験の点数と比べてあまりにも差があります……一言でいえばあなたの今の成績は最低です」

　ガートルードはきっぱりと言った。容よう赦しやのない言葉が重くのしかかってくる。

「バルバートルはあなたの言動をスパイゆえの演技だと考えたようですが、わたしは別の印象を受けました。単にヴィクトル・アバディーンでない者がこの騎士学院グランデコルにいるだけではないだろうかと」

　教官たちの間にさざ波のように動揺が広がる。特にアダマスとブレロが身を乗り出すようにしてなりゆきを見守っている。ひるむな、とジャンは自分に言い聞かせた。はっきりとした根拠があって言っているわけではない。

「俺おれはここに入る時の面接だって受かってます。この髪や目はアバディーンの王族の……」

「よく似た血縁者、ということもあり得ます」

　一いつ瞬しゆん、足元の床が消えたような錯さつ覚かくにとらわれた。こんなにあっさりと秘密を言い当てられるなんて。

「それで、あなたは本当は誰だれなのですか？　まだ答えを聞いていませんが」

　ふと、三年前の記憶が鮮やかに蘇よみがえった。ガレキの山と化した大広間。その上に立つ機甲竜ヒユドラを駆る黒髪の女。ジャンはぐっと拳こぶしを握りしめた。

「俺はヴィクトル・アバディーンです」

　と、ジャンは答えた。こんなところで動揺して正体を知られるわけにはいかなかった。まだこの学院に来てなにもしていない。

「ガートルード」

　広間の隅からティアナの声が聞こえた。

「彼を連れてきたのはわたしです。本人であることはわたしが保証します。これ以上、世よ迷まい言ごとを言い続けたいなら、彼が偽にせ者ものだという証拠を出しなさい」

　ジャンは深呼吸で気を静めようとする。ヴィクトル・アバディーンに双子の弟がいたことを知る者はもともとあまりいなかった。兄弟を見分けられる者はさらに限られる。アバディーン王国が滅び、ジャン以外の王族も重臣も殺された今、ヴィクトルではないと証明できる者はいないと言っていい。

「彼が偽者だとわたしが証明する必要はありません。証明しなければならなかったのは彼の方です、ティアナ様」

　ジャンは思わずガートルードを見上げた。針のように細い目が彼を射すくめている。

「竜騎士ドラグーンは民たみの命に責任を負う義務があります。ヴィクトル・アバディーン、あなたが本物だったとしても、無能な者は必要ありません。この一ヶ月、騎き士しとしての資質を証明する時間は十分にありましたが、あなたにはできませんでした。その上、騎士に必要な自制心すら持たず、他ほかの生徒とこのような乱闘騒ぎを起こした……以上が退学の理由です」

　咳せき一つ聞こえない広間に、老女の厳しい声だけが響ひびき渡る。立ちつくしているジャンの胸に、冷たい現実が流れこんできた。

（……無能な者）

　騎士学院グランデコルに行けばどうにかなると思っていた。兄のようにはなれなくとも、自分にも多少はできる余地があるだろう、今日はできないことも明日にはきっとできるだろうと。とんだお笑いぐさだ。自分が努力していることに満足していた。前向きな姿勢さえ取っていれば、なんとなく前へ進んだ気になれるからだ。

（ジャンは特別だよ）

　不意に蘇よみがえったのはヴィクトルの声だった。遠い昔、強くなれると言ってくれたあの時の記憶。きっとなにかの間違いだったのだろう。他ほかにジャンの力を評価した者など誰だれもいなかった。

　ガートルードの言うとおり自分は無能だった。

　それがたった一つの真実で──。

「彼は特別です。無能な者ではありません」

　突然、ティアナの凜りんとした声がすぐそばで聞こえた。いつのまにか彼女がすぐ隣に立っていた。ジャンの顔を見ようともせずに、彼の手をぎゅっと握りしめてくる。ひやりとした細い指の感触に驚おどろいた。彼女の手はかすかに震ふるえている。

「ガートルード、アバディーンの退学を撤てつ回かいしなさい。これは皇女としての命令です」

　ティアナは決然とした態度で竜りゆうの老女を見上げた。

「……どういうおつもりですか、ティアナ様」

　と、ガートルードは尋たずねる。

「この騎士学院グランデコルではたとえ皇女殿下であっても、わたしに命令する権限はありません。あなたもよくご存じのはずです……なぜそうまでしてこの人間に関かかわろうとするのですか」

　それはジャンの抱いだいていた疑問でもあった。どうしてフリデク島からわざわざ自分を連れてきたのか、本人の口から未いまだに聞いたことがない。

「三年前に騎き士しを失って以来、わたしは新たな騎士を探し求めてきました」

　彼女はゆっくりと嚙かみしめるように言った。

「アバディーンは騎士として豊かな才能を秘めています……初めてアバディーンと出会った時から、わたしは彼の騎き竜りゆうとなることを心に決めていました」

「はあ？」

　大声を上げたのはジャン自身だった。その場にいた全員が呆ぼう然ぜんとしている。ガートルードですら言葉を失っている様子だった。

「ガートルード、わたしは彼との契約の許可を正式に要よう請せいします。もし退学させれば、今後何者とも契約を結ぶつもりはありません」

　ティアナの声が静まりかえった広間に響ひびきわたった。
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　他の教官たちが退出した後も、マグノリアは天井を見ながらぼんやりと座っていた。すでに協議は終わり、教室で学科の授業が始まっている。塔の広間にいるのは彼女と学院長だけだ。ガートルードは中央に立ったまま物思いに耽ふけっている。

　マグノリアは大あくびをすると、眼鏡めがねを外して目を拭ふいた。彼女は身分の高い相手の前でも態度を取り繕つくろわない。自分に従わせるのは好きだが自分が従うのは嫌いだった。

「で、いい加減本題に入りませんか」

　ここに残ったのはおそらく話があるだろうと思ったからだ。案の定、出て行っていいとは言われなかった。ガートルードは遠い目を窓に向けたまま、ゆっくりと口を開いた。

「先ほどのティアナ様の申しん請せいを、どう思いましたか？」

　マグノリアはふんと鼻を鳴らした。

「その前にわたしの担当するウジ虫を退学させるなら、一言わたしに話をすべきでしたね、ガートルード先生。年の取りすぎで物忘れが始まりましたか？」

「学院長には成績不良の生徒を退学させる権限が与えられています。あなたもよく知っているはずですよ……もう少しで退学になるところでしたからね、あなた自身が」

　ガートルードは眉まゆ一つ動かさずに言い返す。マグノリアは横を向いて舌打ちした。騎士学院グランデコルの生徒だった頃ころ、この両者は教官と生徒の関係にあった。騎き竜りゆうとしては問題児だったマグノリアは、当時の実技教官だったガートルードの手を焼かせていた。

　その気安さからか、学院長として判断に迷った時はこうして意見を求められることがある。マグノリアの方も遠慮なく言いたいことを言っていた。

「アバディーンとの契約に執着する理由が分かりますか？」

　ガートルードが皇女の教育に苦慮していることを、マグノリアはよく知っている。教官たちに行動を監視させているのもそのためだ。なんとしても新しい騎き士しと契約しなければならないのに、ティアナは三年間頑として拒んできた。

　つい三十分前までは。

「あのウジ虫と契約を結んでも、戦場に行くのは無理でしょう。五分で死にます。多分、ウジ虫の方が」

　あのど素人しろうとを背中に乗せても、ティアナにとってなんの利点もない。石くれでも乗せた方が死なないだけましというものだ。

「騎士としての才能はないということですか」

　マグノリアは珍しく返答に詰まった。愚ぐ直ちよくに素振りを繰り返すあの少年の姿が頭をよぎる。彼が騎士として無能なのは間違いない。ここまで竜脈ナーデイの制御ができない騎士候補など今まで見たことがなかった。ただ──。

「どうしましたか」

「……あいつにはよく分からないところがあります」

　無能すぎることが逆に引っかかっていた。利きき手に意識を集中させることを学べば、幼い子供でも竜脈ナーデイを制御できるようになるはずだ。教官としての経験でマグノリアはそれを知っているが、アバディーンだけがその経験から外れていた。なんとも苛いら々いらさせられる存在で、演技していると思いこんだアダマスの気持ちも分かる。

「ティアナ様のおっしゃるような才能があると思いますか」

「さあ、どうでしょうね」

　マグノリアは投げやりに答える。竜りゆう族ぞくの思考や感情表現は人間に比べると明快だが、ティアナは他ほかの竜と少し違う。時々、言葉と感情が一致していないように見える。印象とは別の答えがかえってくるのだ。なにを考えているのか、推し量れないところがある。

　もちろん実力を十分に認めているが、マグノリアはそういうティアナをあまり好きになれなかった。

　時々、彼女は噓うそをつく──まるで人間のように。

「要はアバディーンが本当に無能かどうか、はっきりさせればいいんでしょう」

　ティアナの考えは分からないが、ガートルードの考えはシンプルだ。ティアナが言ったような才能が本当にあるのなら、あの少年を学院に残す。そうでないなら退学させる。

　正直なところ、マグノリアも彼が何者か知りたかった。この一ヶ月、苛いら々いらさせられた原因も分からずに退学させるのも不愉快だ。

「だったら話は簡単ですよ」

「方法があるのですか」

「ええ。任せておいて下さい」

　と、彼女は自信ありげに笑った。




　その日の放課後。

　ジャンは重い体を引きずるようにして、のろのろと寮りように向かっていた。いつもなら屋上で自主訓練をしている時間だったが、今日はそんな気力がない。肉体的にではなく精神的にぐったりしていた。

　原因はもちろんティアナがジャンを騎き士しに選んだことにある。またたく間にその話は学院中に知れ渡ったらしい。カジカたちと教室にいても、食堂で昼食を取っていても、廊下を歩いていても誰だれかしら近づいてきてジャンの顔を覗のぞきこんでいく。

　といっても祝福されているわけではなかった。なにしろ相手はパートナーを殺したと噂うわさされるティアナだ。特に竜たちのひそひそ話は嫌いやでも耳に入ってくる──「どうしてあんな弱そうな人が選ばれたのかしら」「なにかの嫌がらせなのかも」「そのうちあの人も殺されるんじゃない？」「まさかそのつもりでお選びに……」等など々など。

　それに、ジャンの処分はまだはっきり決まっていない。ティアナの申しん請せいを受けて、学院長がジャンの成績を再検討する間、退学処分が何日か保留になっただけだ。場合によっては結局退学ということになるかもしれない。

　この騒ぎを起こした張本人のティアナとは、協議の後でまったく顔を合わせる機会がなかった。すべての授業を休んでどこかに姿を消していた。

（彼は特別です。無能な者ではありません）

　ジャンは坂を下りながら、彼女の言葉を思い返す。胸がかっと熱くなった。あんな風に言ってくれたことは素直に嬉うれしかった──しかし、唐とう突とつすぎて今ひとつ実感が湧わかない。今までティアナは一度もそんな風に思っている素振りを見せたことがない。ジャンのどこを「特別」だと思っているのか、詳しく話を聞きたかった。

　寮りようの前にたどり着いたジャンはほっと息をついた。扉をくぐって建物の中に入ると、年老いた管理人が廊下のランプの火ほ屋やを替えているところに出くわした。

「……おや、お帰りなさい」

　老人は踏み台の上で手を止めて挨あい拶さつしてくる。一体何歳なのかはっきり分からないが、笑顔を絶やさない穏おだやかな態度から、寮生たちには「聖人」とあだ名をつけられていた。

「ただいま」

　踏み台のそばを通りすぎて、ジャンは部屋へ向かおうとする。

「おお、そうだ。おめでとうございます」

　と、老人は言った。

「え？」

「契約を結ぶことになったと聞きましたよ」

　ジャンはぎょっと足を止めた。

「なんで知ってるんですか？」

「町でも噂うわさになってましたからね。あの竜りゆうの皇女様が相手をお選びになるというのは大変なことです」

　学院どころか島全体に知られているらしい。どこに行ってもジャンは注目されるに違いない。それを思うとめまいがしてきた。

「とにかく、がんばって下さい」

「……どうも」

　重い足取りで立ち去ろうとして、ジャンは老人を振り返った。

「そうだ……クリスどうしてます？」

「今は部屋にいらっしゃると思いますよ。さっき厨ちゆう房ぼうに湯を取りに来られましたが、少し顔色がよくなかったですね」

　ジャンは舌打ちした。部屋から出ないで寝ていればいいのに。急ぎ足で廊下の端にある自分たちの部屋へ向かう。

　不意に目を吊つり上げたフリデリカが頭に浮かんだ。もし昨日より具合が悪くなっていたら、それもジャンのせいだと騒ぎ立てるに違いない。とにかくクリスのそばにいる者を毛嫌いしている。クリスがなぜあの竜と契約を結ぶ気になったのか、正直なところ不思議だった。

「……あれ？」

　部屋の扉を開けようとしたジャンは、鍵かぎがかかっていることに気づいた。ここの寮りようでは部屋にいる時に戸締まりをする習慣はない。自分の鍵で部屋に入ると、クリスの姿は見当たらなかった。

（どこ行ったんだ？）

　制服や砲剣は机のそばの壁かべにきちんとかかっているので、寮から外に出たわけではないらしい。騎士学院グランデコルの生徒は外出する時に制服の着用と武器の携帯を義務づけられている。

　ベッドの上には寝間着が脱ぎっぱなしのまま放り出されている。几き帳ちよう面めんなクリスにしては珍しい。服と一緒に妙なものが置かれている──ふと、それが幅広の白い包帯であることに気づいて、ジャンは息を吞のんだ。血はついていないがかなりの長さがある。

（クリスも怪け我がしてたのか）

　そんな素振りはまったくなかった。ジャンに気き遣づかって隠していたのかもしれない。クリスがやりそうなことだった。

　かたん、と部屋の反対側から物音が聞こえた。浴室の扉の向こうからだった。外出しているわけではなかったらしい。ジャンは大おお股またに扉に近づいていった。

「クリス、中にいるか？」

　包帯を握りしめたまま、扉越しに声をかけた。

「えっ？」

　浴室の中から悲鳴に近い声が聞こえてきた。

「アバディーン……い、いつ帰ってきたんだ……」

「体、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ジャンはさらに尋たずねる。答えがかえってくるまでしばらく間があった。

「……も、もう大丈夫。熱も下がったし……」

　明らかに動揺している声だった。なにか隠してる、とジャンは確信した。彼は扉の把とつ手てをつかんだ。浴室に鍵はついていない。

「開けるぞ！」

「えっ。ちょっと待っ……」

　クリスの制止も聞かずに、ジャンは勢いよく扉を引いた。生暖かい湯気がもわりと流れ出してきた。

「怪我してんじゃ…………え……？」

　クリスは湯を張った陶器の浴よく槽そうに腰を沈めていた。華きや奢しやな体のどこにも傷は見当たらない。桜色に上気したなめらかな肌はだは、明かり取りからの淡い光を浴びて輝いていた。一糸まとわぬ姿のクリスは、胸元を隠したままの姿勢でジャンを見上げている。

　しばらくの間、二人とも息をするのも忘れて静止していた。
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「そ、外で待っててくれないか……その、すぐに出るから」

「あ……うん……」

　ぎくしゃくした動きで、ジャンは浴室の扉を閉める。耳まで赤くなっていた。

　クリス・キッドマンは女性だった。
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　浴室から出てきたクリスは、いつものように白いシャツと細身のズボンをきちんと身につけていた。落ち着かない様子で歩き回る姿を、椅い子すに座っているジャンはちらちらと横目で窺うかがった。ジャンが包帯だと思いこんでいた布で胸のふくらみを押さえつけているらしい。つい頭の中で浴室にいたクリスと比べてしまって、ジャンは慌あわてて視線を逸そらした。

「君がこんなに早く帰ってくると思ってなかったんだ」

　突然、クリスはぽつりとつぶやいた。

「いつもはその……練習してくるだろう」

「……色々あったんで、今日は練習しなかったんだ」

「そ、そうか」

　再び気まずい沈黙が流れる。一体なにから話していいか分からなかった。

　クリスは意を決したように、自分の椅い子すに腰かけてジャンと向かい合った。黒い瞳ひとみが正面から彼を見つめている。

「ぼくの本当の名前はクリスティーン。クリスティーン・キッドマンだ」

　彼──いや、彼女は言った。女だと思えば確かにそう見える。服装と髪を整えればかなりの美少女かもしれない。

　今までまったく気づかなかった。そういえばクリスは必ず浴室で着替えていたし、ジャンとも文字通り距離を置いてあまり接触しないようにしていた。正体を気づかせないよう、苦労を重ねていたのだろう。

「昨日、あんたが言ったことはどこまで本当なんだ？」

　親が無実の罪で殺された復ふく讐しゆうのために、竜騎士ドラグーンを目指していると言っていた。だからジャンと似ているのだと。

「あの話に噓うそは一つもない……キッドマン家の生き残りが娘だというだけだよ」

　ジャンはその答えにほっとしていた。あの告白が噓だったら、クリスへの見方も変えなければならない。性別はともかく、ここにいるのは彼の知っているクリスだった。

「ぼくは身分を偽いつわらなければならなかった。女は竜騎士ドラグーンになれないからね。もちろんこれは不正行為だし、君のようなまともな生徒から見れば、受け入れがたい話だと思うけど……」

「い、いや……そうでもない」

　ジャンは小声で首を横に振った。

「あんたはちゃんと試験を受けて、ここに入っていい成績取ってんだろ……そういうのは不正って言わないと思う……」

　罪悪感がちくちくとジャンの胸を刺した。身分を偽っているのはジャンも同じだ。むしろ試験を受けずに騎士学院グランデコルに潜もぐりこんでいるジャンの方が、よほど「まとも」ではない。

「……ぼくのこと、黙っていてくれるのか？」

　無言でうなずくと、クリスの顔にぱっと喜色が広がった。彼女は身を乗り出して、ジャンの両手を固く握りしめてきた。

「この恩は忘れない。これからもよろしく」

　どきりと心臓が音を立てた。笑うとますます可愛かわいく見える──ジャンの動揺に気づいたのか、クリスも慌あわてて手を離した。これからもずっと同じ部屋で女性と寝泊まりしていくことになる。まったく意識しないでいられるか自信がなかった。

（あんたみたいな人間はクリスの害にしかならないわ）

　突然、今け朝さのフリデリカの言葉が蘇よみがえった。

「このことってフリデリカは知ってんのか？」

「もちろん、契約の前に全部話してあるよ」

　クリスは微笑ほほえみながらうなずいた。

「彼女はぼくの正体が知られないように、ずっと力を貸してくれている。いくら感謝しても足りない」

　フリデリカがどうしてジャンを毛嫌いしていたかやっと理解できた。突然一緒に住むようになった新入生に、パートナーの正体を知られないよう彼女も必死だったのだ。

　ちゃんと彼女と話してみようとジャンは思った。クリスの正体を明かすつもりがないと分かれば、ジャンへの態度も少しは改めるかもしれない。

「……そういえば、君の方はどうだったんだ？　昨日の騒ぎのことで、なにか言われなかったのか」

　突然、ジャンは現実に引き戻される。今の自分がおそろしく微妙な立場に置かれていることを思い出した。

「今け朝さ、協議があって、あんたは厳重注意ってことになった」

「そう……それじゃ、君も同じ処分だったんだな」

　クリスは屈くつ託たくなく尋たずねてくる。ジャンはごくりと唾つばを吞のみこんだ。

「いや……それが……」

　ジャンは今朝の出来事をかいつまんで説明した──ブレロとアダマスの追及はどうにかかわしたが、学院長に退学を言い渡されたこと。ティアナが契約を申しん請せいして、その処分が保留になっていること。

　話を聞き終わると同時に、クリスは勢いよく椅い子すから立ち上がった。表情が硬くこわばっている。

「……どうしたんだ？」

「あの騒ぎで退学なんて話になるのはおかしい。抗議してくる」

「え？　ちょ、ちょっと待てよ」

　意外な反応に驚おどろいた。クリスは本気で怒っているようだった。

「今、説明しただろ？　昨日の騒ぎはただのきっかけで、一番の理由は俺おれの成績だって」

「昨日のあれがなければ、こんな時期に退学にはならなかったはずだよ。あの騒ぎで君に非はないし、バルバートルがなんの処分も受けないのは不公平だ」

　クリスは壁かべにかかっている制服を手に取ろうとする。着替えて学院に行くつもりらしい。ジャンも慌あわてて立ち上がると、クリスの肩に手をかけた。

「これ以上、あんたは首を突っこまない方がいい。もともと巻きこまれただけなんだし」

　もはやジャンの退学はあの騒ぎとはあまり関係がない。抗議したところでジャンへの処分がいい方に変わるとは思えなかった。むしろ教官たちのクリスへの評価が悪くならないか心配だった。もともとレガリオンからの亡命者は冷たい目で見られている。

「……違うんだ」

「え？」

「この際だから言うけど、昨日の騒ぎの原因はぼくにある」

　しばらく考えこんでから、ジャンは首を横に振った。

「いや、ねえだろ別に。あの生徒会長が俺おれに言いがかりをつけたのが……」

「ぼくが言ってるのはそのことじゃない」

　クリスはジャンを振り返った。

「機甲竜ヒユドラを見たっていう手紙があったことは知ってるだろう」

「そりゃ知ってるけど、その話は関係ねえだろ」

「手紙を書いたのはぼくだ」

　ジャンはぽかんと口を開けた──理解するまでにしばらく時間がかかった。

「一昨日おとといの晩、君が寝ている間に、ぼくはここを抜け出して散歩していた。ちょうど外がい壁へきの上を通りかかった時、海の上を機甲竜ヒユドラらしいものが飛んでいた。夜のことだし見たと確信が持てるわけじゃなかったけど、万が一のことを考えたら放っておけないと思って……」

「で、でもなんで匿とく名めいで手紙なんか書いたんだ？　見たって名乗り出ればよかっただろ」

「出歩いてた理由を訊きかれたくなかったんだ」

　突然、クリスはベッドの下に屈かがみこむと、小さな箱形の鞄かばんを見えない場所から引っ張り出した。ポケットから取り出した小さな鍵かぎで蓋ふたを開ける。

「なんだこれ？」

　レースのフリルがあしらわれた青いドレスとボンネットと靴くつ──鞄の中には女物の服がひとそろい詰まっていた。

「一昨日の晩、ぼくが着てた服だよ」

　クリスは恥ずかしそうに顔を伏せて言った。

「は？　だってこれ、女物じゃ……」

　そう言いかけてジャンは口をつぐんだ。もともとクリスは女だ。

「ぼくは昔から男の格好をしてたわけじゃない。こういう可愛かわいい服が大好きなんだ……今でも着たいけど、誰だれかに見られるわけにいかない。仕方なく人のいない時間を選んで散歩してるんだ……」

　ふと、この服を着て夜道を歩いているクリスの姿がもやもやと頭に浮かんだ。「色々大変なんだな」という同情と、「ぜひ見てみたい」という欲求が心の中でせめぎ合った。ドレスを凝ぎよう視ししていると、クリスがぱたんと鞄の蓋を閉じた。

「あまり見ないでくれ……どうせ似合わないとか思ってるんだろう」

「いや……そうでもねえと思うけど……」

　二人の間に微妙な空気が流れた。突然、クリスの頰ほおがかっと赤くなった。彼女はベッドの下に元通り鞄を押しこんだ。

「と、とにかく、ぼくが原因だという意味がこれで分かっただろう。だから責任を取らなきゃいけないんだ」

　立ち上がったクリスは、再び壁かべにかかった制服を取ろうとする。

「まだ行くつもりかよ！　だからやめろって」

「でも、君が退学になるのを黙って見てるわけには……」

「いや、だから……」

　クリスは思ったより融ゆう通ずうの利きかない性格らしかった。温厚に見えるが、一度決めたらなかなか意見を曲げない。その意志の強さがあるからこそ、性別を隠したまま騎士学院グランデコルに入学できたのだろう。どう説得したらいいか迷ううちに、ふとまったく別のことが頭をよぎった。

（……あの手紙はデマじゃなかったってことだよな）

　目撃者がいることははっきりした。確信がないとクリスは言っているが、レガリオン軍が本当にこの近くまで来ていた可能性は十分にある。

（一体、なにしに来たんだろう）

　ジャンは漠ばく然ぜんとした不安を覚えた。目に見えないところでなにかが始まっているような、不吉な予感をぬぐうことができなかった。




　　　　５




　ジャンはあくびを嚙かみ殺しながら、学院へ通じる坂道を上っていた。朝日が瞼まぶたの裏にちかちかとしみる。今け朝さは少し寝不足気味だ。午前の学科で居眠りをせずに済ませるのは難しそうだった。

「……君の言うことは分かるけど、やっぱりなにもしないでただ見ているつもりはないよ。君を退学させるわけにはいかないからね」

　隣を歩きながらクリスが言う。はあ、とジャンは海より深いため息をついた。二人は学院に向かっている途中だった。

「その話はイヤってほどしただろ。あんたが抗議しても意味ねえんだって」

　ジャンは小声で言った。それでもクリスは不満そうな態度を隠さない。昨日からずっと教官たちに抗議しに行くと言い続け、ジャンはやめろと説得し続けていた。

　責任を取るつもりで、あの手紙を出したのが自分だと言い出さないか心配だった。機甲竜ヒユドラを見たのが亡命者のクリスだと分かれば、ブレロやアダマスは真っ先に彼女とレガリオン軍との関かかわりを疑うだろう。ここぞとばかりにスパイ扱いするに違いない。下へ手たをするとジャンよりも危険な立場に追いこまれるかもしれなかった。

「……とにかく、今はなんにもしないでくれ。頼むから」

　ジャンは強引に話を終わらせた。さすがのクリスもそれ以上強くは言わなかった。学院に近づくにつれて、坂道には生徒の姿が増えてきている。誰だれに話を聞かれているか分からなかった。

　門をくぐったところで、突然クリスがジャンの肩を叩たたいた。

「なんだよ」

「……あれを」

　クリスの視線は噴水に向いている。帽子をかぶった小柄な少女が噴水を背に立っていた。はしばみ色の瞳ひとみがまっすぐにこちらを見つめている。ジャンを待っていたらしい。

「ぼくは先に行くよ」

　空気を読んだクリスが、ティアナに会え釈しやくをして足早に立ち去った。一人になったジャンは、ゆっくりと噴水に近づいていった。

「おはようございます」

「……うん」

　顔を合わせるのは昨日の協議以来だった。

「昨日、あれからどこに行ってたんだ？」

「ん」

　ティアナは人差し指を立てた。空を飛んでいた、ということらしい。

「あの後、なにかありましたか」

「まあ、色々と……」

　一いつ瞬しゆん、ジャンの脳裏に蘇よみがえったのは浴よく槽そうに座りこんでいるクリスだった。あられもない彼女の姿を慌あわてて頭から振り落とした。

「そうですか」

　なにを納なつ得とくしたのか、ティアナは真顔でうなずく。それから急に伸び上がってジャンに顔を近づけてきた。大きく見開かれた瞳がすぐ目の前にある。急に体温が上がった気がした。

「な、なんだよ……」

「人ひと気けのないところで話しましょう。ここでは目立ちすぎます」

　ジャンは横目で周囲に視線を走らせた。校舎に向かう生徒たちが立ち止まって自分たちをじろじろ眺ながめている。今の体勢のせいもあるような気もするが、ここで話ができないのは確かだった。

「……分かった」

　ジャンが答えると、ティアナは先に立って歩き出した。どこへ行くのかもう決めているらしい。ふわふわした長い金髪が目の前で揺れている。

　契約を結ぶと言い出した今でも、彼女の考えていることはよく分からない。フリデクからジャンを連れ出したのは騎き士しとしての契約を結ぶため──そう思えば一応筋は通るが、今まで見てきたティアナにはどこか馴な染じまない気がする。

「一つ訊きいていいか？」

　と、ジャンは言った。

「なんですか？」

「俺おれのどこを特別だって思ってるんだ？」

「それは……」

　ティアナは前を向いたまま口ごもる。ジャンは辛しん抱ぼう強く答えを待ったが、いつのまにか彼女は別のことに気を取られていた。校舎のエントランスに人だかりができている。なにか騒ぎが起こっているらしい。

「なんだ、あれ」

　ジャンはティアナに尋たずねる。

「さあ……行ってみましょう」

　何十人もの生徒たちが大きな掲示板の前に集まっていた。学院からの連絡や通知の類たぐいはすべてそこに貼はり出されることになっている。

　騒ぎの原因は一枚の通知のようだった。ジャンとティアナは人ひと混ごみの後ろから覗のぞきこもうとしたが、遠すぎてなにが書いてあるか分からない。かといってわざわざかき分けてまで見に行くのもためらわれた。

「どうしますか？　アバディーン」

　と、ティアナが言った。別にいいや、と答えかけた瞬しゆん間かん、周りにいた生徒たちが一いつ斉せいに振り返った。誰だれもが驚きよう愕がくの表情を浮かべてジャンを見つめている。アバディーンという名前に反応したらしかった。

「え……」

　目の前の人ひと垣がきが左右に割れて、掲示板への道がひらける。ひそひそとこちらを見ながら囁ささやき合っていた。どうやらなにかジャンに関係したことらしい。ティアナと一緒に掲示板へ近づいていき、一枚一枚内容を確かめていった。

「アバディーン、あれのようです」

　ティアナが中央に貼られた一枚を指さした。紙の真新しさからいって、今け朝さ貼り出されたばかりらしい。目を凝こらしたジャンは思わず息を吞のんだ。ガートルードの署名つきの「ヴィクトル・アバディーン」への通知だった。




『ティアナレルドによる契約の申しん請せいに基づき、学院長立ち会いで以下の試験を行う。

　アダマス・バルバートルとの一対一の模も擬ぎ戦せんにて、貴殿の有する騎き士しの実力を証明せよ。』




　その下には日時も書かれている。三日後の午後だった。場所は学院内にある訓練場。砲剣、竜ル気ンの使用も可。

「な……なんだ、これ……バルバートルと戦えってのか……？」

　実力を証明しろということは、戦って勝てという意味にしか取れない──ヴィクトル・アバディーンに異様なほどの敵意を抱いだいているあの生徒会長と。ジャンはまだ完全に治っていない胸の傷を押さえた。

「……竜りゆうが契約の申しん請せいをすると、学院長が騎き士し候補を審査します」

　隣にいるティアナがかすれた声で言った。さすがの彼女も驚おどろきを隠せない様子だった。

「成績に問題がある場合は、試験が行われます……でも、こんな無茶な試験は今まで見たことありません。どうしてこんな……」

「ああ、それはわたしの発案ですよ」

　聞き覚えのある声が後ろから聞こえた。ジャンとティアナが同時に振り返るとマグノリアが腕組みをして立っていた。

「おはよう、ウジ虫。わたしは誰だれだ？」

「……この上なく素晴らしいマグノリア先生」

　ジャンは棒読みで答える。うむ、とマグノリアは上機嫌でうなずいた。勝負で負けて以来、彼女に使っていい語ご彙いは限られている。

「なかなか楽しそうな試験だろう。バルバートルも喜んで協力すると言ってくれたぞ。お前も喜べウジ虫」

　ジャンは「喜ぶわけねえだろ！」とも言えずに黙っていた。アダマスが善意で「協力」するとはとても思えない。これは人目をはばからずにジャンを痛めつけるチャンスだ。

　場合によっては、命すら狙ねらってくるかもしれない。

「お待ちなさい。バルバートルはすでに竜と契約を結んだ騎士候補です。それをアバディーンと本気で戦わせるというのですか」

「ええ、そこに書いてある通りです。ティアナレルド皇女殿下」

「危険です。今すぐやめさせなさい」

　マグノリアの口元に笑みが広がった。

「アバディーンは特別である、無能ではない……あなたのおっしゃったことですよ。契約の許可を与えるには、それを証明してもらわなければならない。それだけのことです」

　ティアナは唇くちびるを嚙かんだ。顔からは血の気が引いている。

「彼がこの試験に落ちた場合はどうなりますか」

「無能であることが証明されます。即座に退学ですな。この試験を受けなかった場合も、騎士になる意志なしということで、即座に退学です」

　逃げ道なしかよ、とジャンは思った。学院に留とどまるためには、とにかくアダマスを倒す以外にない。この一ヶ月、いくら努力しても砲剣を扱うことすらできない自分が。なにかの冗談としか思えない。どうすればいいのか分からなかった。

「怖かったら逃げ出してもいいんだぞ、ウジ虫」

　マグノリアはからかうようにジャンの肩を軽く叩たたいた。

「お前にはその方がふさわしいかもしれんな。どこかの島でウジ虫らしくクソでもこねて余生を過ごすのがお似合いだ。竜騎士ドラグーンなど目指さなくてよかったとわたしに感謝する日も来るだろうよ」

「……」

　ジャンはマグノリアの手を振り払うと、眼鏡めがねの奥の目を睨にらみ返した。

　これは試験などではない。試験の名を借りてジャンを追い出そうとしているだけだ。なにがなんでも竜騎士ドラグーンにしたくないのだろう。理り不ふ尽じんにもほどがある。

「どうした、ウジ虫。言いたいことがあるならなんでも言って構わんぞ。特別に許可してやる……これが最後かもしれんし」

　体の深いところから怒りが湧わき上がってきた。こんな連中に馬ば鹿かにされたまま引き下がれない。今の自分はヴィクトルの名を借りている。退学になれば兄の名誉まで汚すことになってしまう。

「……分かりました」

　ジャンは深く息を吸いこんだ。もう迷いはなかった。

　どうせ他ほかに道はない。前に進むしかなかった。

「ウジ虫ウジ虫うるせえ！　クソメガネ！」

　学院中に響ひびき渡るような大声で叫ぶ。凍りつくような静寂があたりを包んだ。マグノリアも生徒たちも啞あ然ぜんとしている。胸がすっとした。

　ジャンはマグノリアの鼻先に人差し指を突きつけた。

「この試験受けてやる！　バルバートルにもそう伝えとけ！」




「……本気で戦うつもりですか」

　念を押すようにティアナが尋たずねた。

「戦う」

　きっぱりとジャンが答える。もう決心はついていた。

　二人は講堂の屋上に立っている。午前の授業が始まるまで、まだしばらく時間があった。掲示板の前で「試験」を受けると宣言した後、ティアナに腕を引かれてここへ連れてこられた。もちろん周囲には誰だれもいない。話を聞かれる心配もなかった。

「バルバートルにどうやって勝つつもりなのです？」

　ティアナは怒ったように言った。

「これから考える」

　ふう、と桜色の唇くちびるからかすかなため息が洩もれる。

「それではとても勝てません」

「やってみなきゃ分かんねえだろ」

　自信があるわけではない──しかし、どうにかするつもりだった。自分のためだけではなかった。ジャンの力を認めてくれたヴィクトルやティアナが正しいと、マグノリアたちに思い知らせてやりたかった。

「バルバートルはなにをするか分かりません。場合によってはあなたを殺そうとするかも……」

「俺おれは『特別』なんだろ。それぐらい、切り抜けてやる」

　一いつ瞬しゆん、ティアナは視線を足元に落とす。前髪越しに垣かい間ま見えた表情に息を吞のんだ。

　今にも泣き出しそうな、怯おびえているような瞳ひとみ──あるいはただの見間違いだったかもしれない。顔を上げた時には、いつもと変わらない彼女だった。

「……決心は固いようですね」

　ジャンは黙ってうなずいた。

「分かりました……わたし、父に会ってきます」

「父？　父って……」

　思わず絶句した。竜りゆう帝ていアレクシス。この世界にいるすべての竜族の長おさ。

「試験を中止する勅ちよく命めいを下してもらいます。それにはマグノリアもガートルードも逆らえないはずです」

「俺は戦うって言ってんだぞ。なんで中止なんだよ？」

「この試験が馬ば鹿かげていることに変わりはありません。仮に試験をするにしても、もっとまともな方法があるはずです」

　確かにもっと危険の少ない試験が受けられるなら、それに越したことはなかった。

「それでは、行ってきます」

「行ってきますって……竜帝国シヤンバラまで行って帰ってくるつもりか？」

　竜帝国シヤンバラまでは広い大洋をまるまる一つ越えなければならない。もし船であれば、どんなに早くとも二は十つ日かはかかる距離だった。

「わたしは最速の騎き竜りゆう……この世界最速の生物ですから」

　ティアナの体が白い光に包まれ、巨大な竜へと変身していく。どうやら本気のようだった。鱗うろこに覆おおわれた金色の翼つばさが、音を立てて大きく羽ばたいた。ティアナの体はゆっくりと屋上から離れた。

「ちょっと待て！　一つだけ教えてくれ」

『なんですか？』

「さっきの質問の答え、まだ聞いてないぞ。俺のどこが特別なんだ？」

　ジャンは舞い上がる風の音に負けないよう大声を上げた。

「特別だと思ったから、俺おれと契約を結ぶ気になったのか？」

　ためらうような沈黙の後、彼女の声が頭に流れこんできた。

『……あなたが退学を免まぬかれたら、今度こそすべてを話します』

　その言葉の意味を考えているうちに、竜りゆうの羽ばたきが大きく変わった。浮かび上がるのではなく前へ進むための動き。途と端たんに一直線に東へ向かって飛んでいき、みるみるうちに空の端にある小さな点と化していった。




　ジャンが「黒組」の教室へ入ったのは授業の始まる直前だった。すでに大半はそれぞれの席についていたが、ジャンの姿に気づくと一いつ斉せいに動きを止める。こういう風に注目されることにも慣れていた。自分も席について授業の準備をしなければならない。

　黒板の前を横切ろうとした時、ぱちぱちと手を叩たたく音が聞こえた。眼鏡めがねをかけた最前列の男子生徒が、立ち上がって拍手している。

「……え？」

　拍手はあっという間に教室中に広がっていった。「がんばれ」とか「バルバートルに勝てよ」と声をかける者もいる。棒立ちになっていたジャンは、やっと自分が応援されていることに気づいた。

（みんな……）

　ジャンの胸が熱くなった。ぐっと拳こぶしを上げると、さらに拍手が大きくなった。照れ笑いを浮かべて、ジャンはカジカたちのいる方へ歩いていった。

　最後列に座っているカジカが、ペンを持つ手を上げた。珍しく予習の最中らしく、長机の上にノートを広げていた。

「よう、やっと来たか」

　促うながされるままカジカの隣に腰を下ろした。前の席に座っていたアネモネとラシードが振り返って挨あい拶さつしてくる。フリデリカは彼らから少し離れた席で、不機嫌そうにジャンから目を逸そらしている。

「応援されるなんて思ってなかったよ」

　と、ジャンは言った。

「『黒組』の奴やつらは大たい抵ていお前の味方だ。俺ら全力で応援すっから、絶対勝てよな」

「でも、なんでこんなに……」

「同じ組だから当たり前じゃねーか……あの生徒会長も俺らあんまり好きじゃねーし。なんつーかよ、お前の勝利が俺らの勝利みてーな気分なんだ。賭かけてるし」

「そうか……」

　身が引き締まる思いだった。自分はそれだけの期待を背負っている──。

「…………賭けてる？」

　ふと、カジカの足元に置かれた重そうな帆ほ布ぬの袋ぶくろに気づいた。袋の口は緩ゆるんでいて、ぎっしり詰まった銀貨や銅貨が見えた。

「その金は……？」

「見りゃ分かんだろ。賭かけ金だって。俺おれはその計算中……っかしいなー。なんか合わねーわ」

　カジカはノートから顔を上げてがりがりと頭をかいた。よく見るとノートに書かれている数字や名前は明らかに授業と関係がない。

「ちょ、ちょっと待て……賭けってなんなんだよ？」

「だから、お前とバルバートルのどっちが勝つか、学院全体で賭けてんだよ。俺はこの組の集金係」

「お前ら、なに考えてんだ……」

　ジャンは心底呆あきれた。人の退学のかかった模も擬ぎ戦せんを賭けのネタにするとは。

「なにって……みんなお前を全力で応援してっから、全力で賭けてんじゃねーか。どっかおかしいとこあるか？」

「……全力で賭けてるから全力で応援してんじゃないのか？」

「細けーこと気にすんなって。どっちも大して変わんねーじゃん」

「変わるだろ！」

「わたしもアバディーンくんにお小こ遣づかい賭けました！」

　アネモネがジャンを振り返って嬉うれしそうに報告した。

「…………俺も」

　と、ラシードも言った。そう言われても素直に喜べない。

　ぽんと肩に手を置かれた。いつのまにかフリデリカがジャンのすぐそばに立っている。

「しょうがないから、あたしもあんたに賭けてやったわよ……感謝しなさいよね」

「なんでだよ！」

「あと、放課後にクリスがあんたを特訓してくれるって」

　ジャンはまじまじとフリデリカの顔を眺ながめた。

「クリスもこのこと知ってるのか？」

「これだけの騒ぎになってんだから当たり前でしょ？　あんたを心配してここまで来たわよ。それとね」

　突然、フリデリカは身を屈かがめると、ジャンの耳元でぼそぼそと囁ささやいた。

「クリスのこと、誰だれかに言ったらただじゃ済まないわよ」

　底冷えのする目でジャンを睨にらみつけた。同じ秘密を共有することになっただけで、フリデリカのジャンへの態度はまるで変わらないらしい。

「……分かってる」

　と、ジャンはうなずいた。
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　その日の放課後。

　ジャンが講堂の屋上に着くと、すでに砲剣を携たずさえたクリスが待っていた。

「……悪い。遅れた」

　思ったよりも時間がかかったのは、彼女の指示で学院から支給された竜りゆう鱗りんの防具を装着していたせいだった。実技の授業ならともかく、自主的な練習では今まで防具など使っていなかった。

「いや、ぼくも今来たところだ……さっそく始めようか」

　試験までの三日間、クリスからは砲剣の扱いを教わることになっていた。

「模も擬ぎ戦せんのルールについて、誰だれかから聞いてる？」

「いや、なにも……ただ戦うだけじゃないのか？」

　彼女はポケットから小さな玉を取り出した。純度の高い竜鱗で作られているらしく、ぼんやりと輪りん郭かくが光っている。手のひらにすっぽり包みこめるほどの大きさしかない。武器ではなさそうだった。

「これを見たことは？」

　ジャンは首を横に振った。

「これは竜珠テイグレと言って、模擬戦では必ず使われる道具だ」

　そう言いながら、彼女はジャンのすぐ目の前まで迫ってきた。うつむき加減の彼女の黒髪が視界いっぱいに広がり、ジャンはうろうろと視線をさまよわせた。

　クリス相手に緊きん張ちようすることなど、昨日までは想像もしていなかった。どうしても女性だということを意識してしまう──。

「……動かないで」

　胸当てに竜珠テイグレが強く押しつけられる。ちょうど心臓の上あたりだ。ただの飾りだと思っていたくぼみに、竜鱗の玉がかちりと音を立てて嵌はまった。

「え……？」

　目を丸くして胸当てを見下ろした。

「学院から支給される防具には、必ず竜珠テイグレが装着できるようになっている。君とバルバートルは模擬戦でこれを付けて戦うんだ」

　と、クリスは言った。

「先に相手の竜珠テイグレを破壊した方が勝ち。手段は問わない……模擬戦のルールはそれだけだ」

　ジャンの喉のどがごくりと動いた。竜鱗の武器でなければこの玉は破壊できない。つまり竜鱗の武器で互いの急所を狙ねらって攻撃することになる。模擬戦とはいえ、かなりの危険を伴うはずだ。

「単純に思えるだろうけど、この模も擬ぎ戦せんは奥が深いよ。竜珠テイグレを破壊するのも直接砲剣で斬きってもいいし、距離を取って弾丸で射るのもいい。竜ル気ンをどう使うかによっても、戦術は大きく変わってくる」

　耳を傾けながら、ジャンは疑問を覚えた。クリスが言うような多彩な戦い方をできるのは、アダマスのような契約を結んだ騎き士し候補だけだ。

「……どうすれば俺おれがバルバートルに勝てると思う？」

　クリスはあからさまに言葉に詰まった──かなりの難問、ということらしい。

「そのことなんだけど、バルバートルに勝つ必要はないような気がするんだ」

「えっ？」

「掲示板の通知には『騎士の実力を証明せよ』とあっただけで、勝てとはどこにも書かれてなかった。おそらく、称号を得た竜騎士ドラグーンだって全員が彼に勝てるわけじゃない。きっと善戦しさえすれば、騎士としての実力を示したことになると思う」

　そういえば、マグノリアもアダマスに勝てとは一言も口にしなかった。あえてジャンにそう思わせておきたかったのか、あるいは意図を読み取らせることも試験の一端なのかもしれない。

「いい勝負するぐらいなら、俺にもできるってことか」

　沈黙。クリスはまたもや言葉に詰まっている。彼女は正直な性格だった。

「……難しいのか、それも」

「竜ル気ンを使えないだけでも、君はどうしようもなく不利だ。その上、砲剣を扱うことができない……選べる戦術があまりにも少なすぎる」

　クリスは背負っていたケースから砲剣──「ファイアーフォックス」を取り出してジャンに差し出した。

「とにかく、君は竜脈ナーデイの制御を覚える必要がある。それができなければ、バルバートルとまともに戦うのは難しいと思う」

　ジャンは歯を食いしばった。試験に落ちれば結果は分かり切っている──退学だ。ティアナは竜りゆう帝ていに試験を中止させるなどと言っていたが、あてにはできない。

「分かった。よろしく頼む」

　そう言って彼は砲剣を受け取った。




　同じ頃ころ──。

　ブレロは副院長室で来客と向かい合っていた。

「模擬戦を試験にするよう学院長に提案したのは、やはりマグノリアだったようです。わたしも含めて、他ほかの教官は誰だれも関与していません」

　彼は淀よどみなく説明した。副院長室は校舎の端にある日当たりの悪い小部屋で、床から天井までを覆おおう書架には大判の書しよ籍せきがぎっしりと詰まっている。普段訪れる者は滅めつ多たになく、内密の話をするのに適していた。

「おそらくアバディーンが皇女の言ったような実力を本当に備えているのか、確かめるつもりでしょう……時間の無む駄だとは思いますが」

「ぼくが調べて欲しいと言ったのはそんなことじゃない」

　正面に座っている背の高い少年が言った。眉まゆを横切る傷跡を神経質に撫なで続けている。

「どうしてこのアダマス・バルバートルが奴やつの相手に選ばれたのか、だ」

　アダマスがここに出入りしていることは、彼のパートナーの騎き竜りゆうも同郷の生徒会役員たちも知らない。表向きブレロはアダマスと深い繫つながりを持っていないことになっている。普段はあくまで「生徒」としてアダマスを扱っていた。

　しかし、他人の目がなければ本来の関係に戻る。バルバートル人のブレロは騎士学院グランデコルの副院長であると同時に、バルバートル王家に仕える間かん諜ちようでもあった。

「学院一の実力者だからでしょう。アバディーンに手加減をしそうもないという理由もあったかもしれませんが。いずれにせよ、深い意味はないかと存じます」

「ぼくを陥おとしいれるような意図はないと考えていいのか？」

「マグノリアはそこまで考えておりませんよ。竜の考えることは単純ですから」

　あのガートルードですら、ブレロとバルバートル王家の関かかわりに気づいていない。保身に汲きゆう々きゆうとする小心者の副院長としか見ていないだろう。

　ブレロは副院長として身を粉にして働きながら、長年の間バルバートル人の騎き士し候補に目立たない形で便べん宜ぎをはかってきた。アダマスが二年生でありながら生徒会長になれたのも、ブレロの密ひそかな後押しがあったからだ。

「アバディーンの背後には竜の皇女がいる。そのこととも関係がないのか？」

「皇女もこの決定には関わっておりません。模も擬ぎ戦せんが決まったことに大いに取り乱していたそうですから」

「……なるほどな」

　と、アダマスは背中を長なが椅い子すに預ける。やっと納なつ得とくした様子だった。

　ブレロが目にしてきたバルバートル人の中で、アダマスは最も騎士としての才能に恵まれている。しかし、猜さい疑ぎ心しんと名誉欲が極端に強い。争いの絶えないバルバートル王家で生き残るには、そうならざるを得なかったのだろう。

　アダマスは兄を暗殺して王位についたと噂うわさされる先王にそっくりだった。おそらく、ただの竜騎士ドラグーンでは終わらない人物だ。精神の過か敏びんさが目立たぬように補佐するのが、臣下としてのつとめだとブレロは考えていた。

「……あいつはどうしている？」

「先ほど、同室のキッドマンと講堂屋上の訓練場にいるのを見かけました。砲剣の扱い方を習っていたようです」

　アダマスはふんと鼻を鳴らした。

「炭よりも汚い黒髪の手ほどきで、このぼくと戦えると思っているのか」

「あがいているだけでしょう」

　と、ブレロは言った。

「奴やつの身に教訓を刻みつけてやればよろしいかと」

　もともとブレロはヴィクトル・アバディーンの入学受け入れには消極的だった。レガリオン帝国に無用な刺激を与えると思ったからだ。予想外に無能だったことにブレロは感謝していた。

　竜りゆうの皇女があの少年のどこに肩入れをしているのか理解できない。まだ偽にせ者ものだと言われた方が納なつ得とくできる。

「もちろんそうするさ。お前の言うとおり、できるだけ多くの傷を刻んでやることにしよう。一いつ瞬しゆんで勝負が終わってしまってもつまらない」

　アダマスは唇くちびるの端に笑みを浮かべていた。

「早めに降参しなければ、死んでしまうかもしれないな、あいつは」

　不意にブレロは寒気を覚えた。アダマスはアバディーンの王子に異様なほどの憎しみを抱いだいている。先日の乱闘騒ぎも、一歩間違えばアダマスの立場を危うくしかねないものだった。

「人目のある場所で手を下すのは、賢かしこいやり方とは言えませんぞ。いくら事故だと主張しても後々で問題が……」

「おかしな想像をするな。可能性を話しているだけだ」

　アダマスの目には不ふ穏おんな光が宿っている。自信ありげな言葉とは裏腹に、この少年の心はひどく不安定だ。主君の勝利を疑うつもりはさらさらないが、ブレロは別のことを危き惧ぐしていた。

（……本当に殺してしまうかもしれん）

　それを止める手だてはない。亡国の王子の生死などどうでもいいが、アダマスの経歴に傷がつくことだけは避けたかった。いっそのこと、アバディーンには試験から逃げ出して欲しかった。模も擬ぎ戦せんが中止になれば、なにごとも起こらずに済む。

　ブレロは自分の不安が的中しないことを祈った。




　夕日に染まった屋上に、二つの長い影が伸びている。

　砲剣を振り続ける赤毛の少年を、クリスは少し距離を置いて見守っていた。練習を始めてから相当の時間が経たち、彼の動きは目に見えて鈍くなっている。

（……ちゃんと基礎はできてる）

　独学の時期が長かった者にありがちなおかしな癖くせもない。初心者の時によほど優秀な師し範はんに教わっていたか、あるいはいい手本を見せてくれた者が身近にいたのかもしれない。

　彼は砲剣の先端を空に向けて、引き金を指にかける。

「砲剣が自分の利きき手の一部だとイメージするんだ」

　と、クリスは注意する。砲剣には直接触れられない安全装置があり、解除には竜脈ナーデイを制御する能力が必要とされる。

　かちり、と乾いた音が響ひびいただけで、弾丸は発射されなかった。

　彼は力尽きたようにしゃがみこんで動かなくなった。

「どう……思う？」

　苦しげに息をしながら言う。

「……君の話してくれたとおりだと思う。利きき手の竜脈ナーデイがうまく閉じてない」

　と、クリスは答えた。体内を循じゆん環かんする生命力──生気プラーナが無む駄だに流れ出してしまっているのだ。

「なんでこうなるか、分かるか？」

　彼女は唇くちびるに拳こぶしを当てて考えこんだ。竜脈ナーデイの制御を覚えるには地味な反復訓練が一番だとされている。一ヶ月それを続けても習得できないのは、練習が足りないからではない。なにか他ほかに理由がある。

「……もともと君は左利きだった、ということはないかな」

　左利きの竜脈ナーデイは左半身に集中している。その場合は生気プラーナや竜ル気ンの「出口」も左手だ。そもそも「出口」の場所を間違えているとしたら、その開閉を制御することなどできるはずがない。

「利き手を間違えてるってのは、俺おれも考えたことがある」

　と、彼は言った。

「試してみたけど、なにも変わらなかった……俺の方は、生まれた時からずっと右利きだ」

　俺の方、という言い回しにクリスは軽い違和感を覚えた。そうではない誰だれかがいたように聞こえる。

「君には左利きの兄弟がいたのか？」

　その問いにヴィクトル・アバディーンの肩がかすかに震ふるえた。返事がかえってくるまでしばらくの間があった。

「……いや、いない」

　あまり立ち入らない方がよさそうだった。クリスはしゃがみこんで、ヴィクトルの右手に目を近づけた。利き手の間違いではないにせよ、きっと彼の竜脈ナーデイには他の者と違うところがあるのだ。そこに制御できない原因がある。

（分かるわけがないか）

　クリスはため息をついた。普通の人間に竜脈ナーデイを見極めることはできない。できるのは特別な訓練を積んだ占い師だけだと言われている。

　彼の手はなんの変へん哲てつもない。ただ彼女のそれよりも分厚く、温かい。身長は大して変わらないのに。こういう細かいところに男女の違いは出てきてしまう──。

「……どうかしたのか？」

　クリスははっと我に返った。いつまでも彼の手を取っていることが急に気恥ずかしくなった。慌あわてて立ち上がって距離を置く。

　もう太陽は水平線の下に沈みかけている。クリスたちの影の色はますます濃くなっていた。ヴィクトル・アバディーンが砲剣を屋上について、のろのろと体を起こした。まだ「練習」を続けるつもりらしい。

「今日はもうやめた方がいいんじゃないのか？　原因が分からない以上、あまり練習を続けても意味がない」

　クリスの言葉に、王子は首を横に振った。

「もうちょっと続けさせてくれ……なにか分かるかも」

　そう言って再び砲剣を振り始める。クリスは無言で彼を見つめていた。この一ヶ月、彼は黙々とこの練習を繰り返してきた──周囲の冷たい視線に耐えながら。

　それでも、結果は出なかった。

（……考えが甘かったかもしれない）

　この三日で竜脈ナーデイの制御を習得することなど、本当にできるのだろうか。彼自身にも失敗の原因が分かっていない。なにもできないまま、模も擬ぎ戦せんの日を迎えることにもなりかねなかった。他ほかに対抗策を考えるべきかもしれない。

「ティアナ様は本当に竜りゆう帝ていのところへ行ったのか？」

　と、クリスは尋たずねる。

「らしいぞ……帰ってこられるかどうか、分からないけどな」

　彼は素っ気なく答えた。

「別にアテにはしてない。俺おれは戦うつもりだからな」

　クリスはどきりとした。追いつめられていても、彼は自分一人ですべての責任を背負おうとしている。もともとの原因はクリスが匿とく名めいの手紙を出したせいでもあるのに。

（……退学にはさせられない）

　その思いはますます強くなった。戦い方を教えるだけではなく、他にもできることがあるかもしれない。この三日間でそれを考えるつもりだった。

　ヴィクトル・アバディーンは無言で砲剣を振り続けている。

　太陽は水平線の向こうに沈み、クリスたちに夕ゆう闇やみが迫りつつあった。
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　ヴィクトル・アバディーンとアダマス・バルバートルの「模擬戦」の噂うわさは、またたく間に島全体に広まった。ろくに砲剣も扱えない新入生が、「試験」の名目で学内最強と噂される生徒会長と戦わされる。「合格」した時には竜りゆうの皇女と契約を結べ、「不合格」の場合は即座に退学──。

　小さな島の中で、こんな刺激的なイベントは滅めつ多たにない。その上、どちらが勝つか賭かけまで行われていた。学院の生徒たちがこっそり始めたものだったが、島の住民たちも金を出し始めると、島全体が異様な熱気に包まれていった。

　客観的に見ればアダマスの方が圧倒的に有利で、彼に賭けている者の方が多かった。しかし、大穴狙ねらいでアバディーンの王子に賭ける者も後を絶たず、配当の差はそれほど大きなものにはならなかった。

　勝敗の結果をこの目で見たいと思う者たちは、学院に現れては二人の勝負がいつどこで行われるか確かめようとした。あまりの関心の高さに、非公開で行われるはずだった「模も擬ぎ戦せん」は、急きゆう遽きよ公開されることになった。場所も訓練場から観客席つきの闘技場に変更になった。

　その当日は授業も仕事も休みの安息日だった。闘技場の観客席は島中の人々で始まる前からいっぱいになっていた。




　観客席の方から聞こえるざわめきに耳を傾けながら、ジャン・アバディーンは一人で控え室に座っていた。薄暗い部屋の中でも見て取れるほど、その顔は青ざめていた。すでに竜珠テイグレの嵌はめこまれた防具を身につけている。そろそろ「模擬戦」が始まる時間だったが、心の準備はまるでできていなかった。

「くそ……」

　ジャンは皮の剝むけた右手を膝ひざの上で握りしめる。結局、この三日間でなんの進歩もなかった。いくら練習しても砲剣を作動させることはできず、振っているだけで力を吸い取られて動けなくなってしまう。

　試験の中止を求めて、竜りゆう帝ていの元へ行ったティアナも戻ってこない。八方ふさがりだった。どうせ退学になることは分かり切っている。だったらいっそ棄き権けんしても──。

「……冗談じゃねえ」

　ジャンは首を振って弱気を振り払った。騎士学院グランデコルへ来たのは皆の仇かたきを討つためだ。こんなところで終わってしまうわけにはいかない。

　控え室に足音が近づいてきた。ジャンはクリスから借りた「ファイアーフォックス」を握って立ち上がる。そろそろ「模擬戦」の始まる時間だった。誰だれかが呼びに来たのかもしれない。

「よかった！　間に合った！」

　扉を開けて飛びこんできたのはクリスだった。大事そうに細長い箱を抱かかえたカジカがそれに続く。どこか浮かない顔つきで、興奮した様子のクリスと好対照だった。

「どうしたんだ？」

　今日、クリスの顔を見るのはこれが初めてだった。ジャンが起きた時にはすでに出かけた後だったからだ。

「彼の説得に手こずってたんだ。君に渡したいものがある」

　クリスが目で合図すると、カジカはしぶしぶ抱かかえこんでいた箱を開ける。中には異様なほど口径の大きな砲剣が入っていた。

「……なんだこれ」

「こいつはよ、『ペイルライダー』っつって、うちの師し匠しようの最高傑作で……」

　カジカの説明を聞きながら、ジャンは無む造ぞう作さに砲剣を手に取った。どの部品も純度の高い竜りゆう鱗りんで作られている。見た目よりもはるかに軽く、握りも手にしっくりと馴な染じむ。アンバランスな形状に見えて、「ファイアーフォックス」よりずっと振りやすい。

「おいおいおいおい、頼むから乱暴に扱わねーでくれよ。どうしても必要だっつーから持ち出したけどよ、師匠にバレたら俺おれの人生がマジで終わっから」

　つまりこれは売り物ということらしい。戸惑っているジャンにクリスが説明を始める。

「君にはこれでバルバートルと戦ってもらいたい。『ペイルライダー』はおそらくこの世界で一番威い力りよくが強い砲剣だ……制御が難しいからほとんど誰だれにも使いこなせないけどね。一発でも当てられれば、どんな竜騎士ドラグーンでも絶対に倒せる」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　ジャンは慌あわてて話を遮さえぎった。
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「俺おれにそんなもん使えねえぞ。普通の砲剣だって無理なんだし」

「バルバートルはそう思わない」

　やっと彼女の意図が吞のみこめてきた。要するにハッタリなのだ。どうせ撃つことはできないのだから、どんな砲剣を持っていっても変わりはない。

「今日の『模も擬ぎ戦せん』で避けなければならないのは、距離を置いて攻撃されることだ。バルバートルにそうされたら、君はまず勝てない」

　ジャンは無言でうなずいた。発砲できない彼には遠距離から攻撃する術すべがない。

「でも、この『ペイルライダー』を持っていけば、最初のうちは警戒して接近戦を挑んでくるはずだ。剣術の実力だけなら君とバルバートルに大きな差はないし、竜ル気ンを使った攻撃は防具で多少しのげるはずだ。そして、体力が尽きる前に隙すきを見てアダマスの竜珠テイグレを狙ねらう……どう思う？」

　うまくいく可能性は低い──しかし、砲剣を使いこなせないジャンには、他ほかに選せん択たく肢しがないことも分かっていた。アダマス相手に安全な作戦などあるはずがなかった。

「君ならうまくやれる。ぼくは信じてる」

　そう言って彼女は微笑ほほえんだ。なぜかその言葉は遠い昔のヴィクトルを思わせた。

（自分の両腕を信じさえすれば、ジャンはいつでも強くなれる）

　ヴィクトルの言葉が蘇よみがえる。体の奥から力が湧わいてくるような気がした。

　いつのまにか不安は洗い流されたように消えていた。




　闘技場はなにもない円形の空間で、その周囲を階段状の観客席が取り囲んでいる。

　模擬戦用のヘルメットをかぶったジャンが姿を見せると、観客席の一部から大きな声援が上がった。おそらく大穴狙いでジャンに賭かけた連中だろう。同じ「黒組」の生徒たちもその中に含まれているようだった。その声を背にして、ジャンはゆっくりと進んでいった。

　すでにアダマスは闘技場の中心で待っている。防具を身につけた彼はいつもより一回り大きく見える。携たずさえている武器はいつもと同じ砲剣だった。

「早くしろ！　ウジ虫！」

　アダマスのそばにいるマグノリアが叫んだ。ウジ虫、という呼び名に観客席でざわめきが広がった。

　アダマスはヘルメットの下で皮肉めいた笑みを頰ほおに浮かべている。しかし、ジャンが肩にかけている砲剣に目を留めると、その笑みもどこかへ消えた。この砲剣がなんなのか知っている様子だった。

「ヴィクトル・アバディーンが契約にふさわしい騎き士し候補か、学院長立ち会いで試験を行う」

　と、マグノリアは言った。観客席の最前列にはガートルードが座っている。彼女の背後にはブレロも控えていた。

「時間は無制限、竜珠テイグレを先に破壊した者が勝ち。わたしがこの闘技場を出たら、好きに始めて構わん。以上だ」

　二人とも互いに目を逸そらさなかった。彼らの視界の端で、マグノリアが向きを変えて遠ざかっていく。

　ジャンが「ペイルライダー」を構えた途と端たん、アダマスは素早く腰の砲剣を引き抜いた。警戒しているのは明らかだった。

「お前は砲剣を扱えなかったはずだな」

　と、彼は言った。

「いつから、『ペイルライダー』まで使えるようになった？」

　引き金に指をかけたまま、ジャンは沈黙を保っていた。この程度の疑いは予想済みだった。質問をしてくるのは発砲できるかどうか確信がないからだ。

　闘技場の扉が動く音が聞こえた。マグノリアが出て行ったらしい。ジャンの注意が扉の方に逸れた瞬しゆん間かん、アダマスが一気に距離を詰めてきた。

（速い）

　アダマスが狙ねらっているのはジャンではなく「ペイルライダー」だった。こちらの武器をはじき飛ばすつもりだ。一歩退ひいて攻撃を避よけると、すぐさま向きを変えて左胸の竜珠テイグレを突いてくる。

　反射的に身を屈かがめたジャンの肩を、冷気を放つ砲剣がかすめていった。いつのまにかアダマスが竜ル気ンを使い始めている。ジャンは固い地面の上を転がって距離を取った。

　再び構えたところで、やっと観客たちが大きな歓声を上げていることに気づいた。

　まだしばらく体は動く──気をつけなければならないのはアダマスの竜ル気ンだ。ほんの少し触れただけなのに、ジャンの肩当てには白い霜しもがびっしりついている。

「どうした。そっちから攻撃してこないのか？」

　アダマスはせせら笑った。

「なにもしないうちに退学だぞ」

　ジャンはガートルードたちの視線を感じた。彼が竜りゆう鱗りんの武器を振っていられる時間はそう長くはない──いや、体力が尽きる前に「ペイルライダー」で発砲できないことを悟られてしまうだろう。その前にけりをつけなければならない。

　ジャンは右手に砲剣を握り、這はうような低い姿勢でアダマスに向かって走る。左胸の竜珠テイグレめがけて地面から砲剣を振り上げると、相手はそれをいなしてジャンの額を突いてくる。慌あわてて砲剣の先端を避けた彼の耳のそばを冷気が通りすぎていった。

　アダマスはジャンの顔面めがけて続けざまに砲剣を振り下ろす。

（くそ……）

　やはり相手の方がこうした模も擬ぎ戦せんには慣れている。攻撃の繫つなげ方がスムーズだった。

　しかし、反応できないほどの動きではない。隙すきを見てこちらからも攻撃を仕掛ければ──。

　ふと、ジャンは異変に気づく。いつのまにか視界が白くぼやけていた。目や口や耳の中に、粘り着くような冷たい空気が染しみ入ってくる。

（……霧きりだ）

　もちろん自然に発生したものではない。氷の竜ル気ンの影えい響きようだ。砲剣で触れた物体だけではなく、空気まで冷却できるとは思ってもみなかった。

　間近にいるはずのアダマスの姿まではっきり見えなくなっている。ジャンは足を止めて目を凝こらした。

「やっと完全に姿が隠れたな」

　と、アダマスが言った。無理に押し殺したような、必死に喜き悦えつを隠している声だった。ジャンの背中がぶるっと震ふるえた。なにか嫌いやな予感がする。

「ぼくがなにをしようと気づかれる心配はなくなった」

「いや、隠れてねえだろ……」

　人の形をした影を眺ながめているうちに、つい口に出してしまった。近くにいるジャンからはアダマスの姿が見えている。すると、霧の向こうからくすくす笑いがかえってきた。

「本当に愚おろかだな、ヴィクトル・アバディーン……姿が隠れたのはお前自身だ」

「え？」

　はっと顔を上げて周囲を見回した。濃い霧に遮さえぎられて、観客席がどこにあるか分からなかった──逆に言えば、観客たちもジャンが見えなくなっているということだ。

（ヤバい）

　ジャンは直感した。この霧の中に居続けるのは危険だ。踵きびすを返して走り出そうとした途と端たん、ぐにゃりと両足がもつれた。

「え……？」

　気がつくと膝ひざと肘ひじに硬いものが押しつけられている。自分が倒れていることに気づくまで時間がかかった。慌あわてて立ち上がろうとしたが、自分がどちらを向いているのかもはっきり分からない。視界全体がぐるぐると渦を巻いていた。

「なに、しやがった？」

　もつれる舌で尋たずねた。まだほとんど攻撃を受けていない。どうして体の自由が利きかないのか、まるで見当もつかなかった。

「お前の耳の奥にぼくの竜ル気ンを送りこんだんだ」

　アダマスの声がどこからか近づいてくる。しかし、方向がまったく分からなかった。

「み、耳……？」

「耳の奥には平へい衡こう感覚を司つかさどる器官があるが、外部からの刺激にきわめて弱い。急激な温度変化に晒さらされただけで、機能が麻ま痺ひしてしまう……今のお前がまさにそれだ」

　乳白色に染まった世界の中で、ジャンは必死に起き上がろうとする。すると霧の向こうから砲剣の先端がにゅっと現れて、ジャンの心臓の上を強く突いた。

「ぐっ……？」

　胸当てに嵌はめこまれた竜珠テイグレが鈍い音を立てる。ジャンは息を詰まらせながら背後に飛ばされた。おそるおそる左胸に触れると、竜珠テイグレにひびが入っているようだった。次に同じことをされれば確実に壊れる──。

「この勝負を終わらせるのは簡単だ。でも、ぼくの望みはそんなことじゃない」

　アダマスの声がうつろに響ひびく。なにかを思い出しながら語っているようだった。

「……お前にできるだけ多くの傷をつけることだよ、アバディーン」

　ゆっくりと振り上げられる砲剣を、ジャンは焦点の定まらない目で必死に追う。攻撃される直前を見計らって、地面に手をついたままもがくように動いた。左足に鋭い痛みと痺しびれるような冷感が同時に走った。

「逃げようとしても無む駄だだぞ」

　次の攻撃も避よけきれずに、背中と腕に新しい傷が生まれた。防具は切り裂さかれ、血の混じった氷が皮ひ膚ふを覆おおっていく。アダマスはジャンの前に回りこむと、凍えた刃やいばを肩の付け根にずぶりと刺しこんだ。それまでとは違う激痛が全身を駆け抜け、声にならない悲鳴がジャンの口から洩もれた。

「諦あきらめて降参しろ。騎士学院グランデコルを出て、二度とぼくの前に現れないと誓えば、命だけは助けてやってもいい」

　体熱と血を失ったせいか、ジャンの意識はもうろうとしていた。それでも本能が「降参」を拒絶し、痙けい攣れんのように首を横に振る。出て行くことは絶対にできない。「黒の鉄姫」を倒す目的を果たさなければならないのだ。

「……そうか、それなら仕方がない」

　アダマスはそう言ってジャンに砲剣を向けた。もう抵抗できないと判断したのだろう。弾丸で片を付けるつもりのようだった。

「強くなれない者が死ぬのは道理だな、ヴィクトル・アバディーン」

　そう言って彼は上機嫌に笑った。

（いつでも強くなれる）

　呆ほうけたように座りこむジャンの脳裏に、ヴィクトルの声が響いてきた。どうやって、とジャンはその声に尋たずねる。いくら訓練をしても、なにも変わらなかった。

（自分の両腕を信じさえすれば）

　ジャンは血に染まった自分の両腕を見下ろした。まだ「ペイルライダー」を握りしめたままだった。

（俺おれの……両腕）

　別の記憶が鮮やかに蘇よみがえった。アバディーン王国が滅んだ日、王城の控えの間で鏡のように向かい合う兄弟。ジャンは右手を上げ、ヴィクトルは左手を上げていた。

　右腕と、左腕。

　ジャンは直感に導かれて、なにをしようとしているかも分からずに立ち上がった。




　アダマス・バルバートルは突然立ち上がったヴィクトルに目を瞠みはった。全身が凍った血にまみれ、肌はだは紙のように白い。体を動かせるとは想像もしていなかった。

「まだ抵抗する気か？」

　どちらにせよ殺すまでだ──引き金を引こうとした瞬しゆん間かん、ヴィクトルの左右の手がのろのろと上がり、「ペイルライダー」の銃口がアダマスの胸を向いた。

「無む駄だだ。どうせ撃てないだろう」

　戦っているうちにアダマスは確信した。相変わらずこの少年は利きき手の竜脈ナーデイを制御できない。「ペイルライダー」はこちらの動揺を誘うために持ってきただけだ。おそらく、クリス・キッドマンの指示だろう。薄汚いレガリオン人の考えそうなことだった。

　アダマスは右手の竜脈ナーデイから竜ル気ンを砲剣に流しこんでいく。もうすぐこの霧きりも晴れてしまう。その前に渾こん身しんの竜ル気ンをこめた一発でとどめを刺すつもりだった。

「……なんだ？」

　ふと、アダマスは目を細めた。いつのまにかヴィクトルの手が白い光を帯びていた。

　光の色には見覚えがある──生気プラーナの光だ。

　ヴィクトルの砲剣へその光は移動している。どうやら「ペイルライダー」に生気プラーナをこめて撃つつもりらしい。奇妙なのは右手だけではなく、左手からも生気プラーナが流れこんでいることだった。通常、人間の竜脈ナーデイは利き手側に集中し、竜ル気ンの「出口」も利き手だけのはずだ。

　アダマスは息を吞のんだ。

「まさか…………」

　考えられることは一つしかなかった。ヴィクトル・アバディーンの竜脈ナーデイは両手にある。常人の倍の竜脈ナーデイを持つ、世にもまれな両利きの騎き士し──。

　今まで制御できなかった理由もそれで説明がつく。力の「出口」が右手だけではなかったからだ。

　突然、アダマスの全身を戦せん慄りつが貫つらぬいた。大きく横に跳とんで「ペイルライダー」の射線から逃れる。

　その瞬間、彗すい星せいのような光の塊かたまりが、轟ごう音おんとともに目と鼻の先をかすめていった。

　アダマスが作り上げた白い霧が吹き飛ばされ、視界が一気にひらけた。闘技場の奥の壁かべに、竜ル気ンの力を借りても難しい大穴が開いていた。

　あまりの威い力りよくに観客席もしんと静まりかえっている。

（こんな力が……）
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　アダマスの背筋がぶるっと震ふるえた。怪物に出会った気分で、再びヴィクトルの方を振り返る。一気に生気プラーナを放出したせいか、彼は地面にへたりこんだまま、糸の切れた操り人形のようにぴくりとも動かなかった。

　人並み外れた竜脈ナーデイが生み出す力──あのティアナと結びつけばどんなに強い竜騎士ドラグーンになるか、想像もつかない。それはアダマスが決して得られない力だった。

（あいつは、この世から消えるべきだ）

　ゆっくりとヴィクトルの左胸に銃口を定める。アダマスが受けるべき賞賛を、彼はこの先何度でもかすめ取って行くだろう。このような人間の存在を許すわけにはいかない。

　あの「ペイルライダー」の一発が外れたのは幸いだった。アダマスの勝ちは決まったようなものだ。すべての力を使い果たしたヴィクトルはなんの抵抗もできない。

　引き金に力をこめようとした時、空から大きな影が降下してきた。

　アダマスは顔を上げる──それは金色の竜りゆうだった。

　竜はアダマスたちの中間の地面に着地し、帽子をかぶった少女へと瞬しゆん時じに姿を変えた。ヴィクトルに駆け寄って具合を確かめていたが、しばらくするとほっとしたように立ち上がった。

　アダマスはぎりっと奥歯を嚙かみしめながら、竜の皇女を睨にらみつけていた。第三者が「模も擬ぎ戦せん」に介入するのは最悪のマナー違反だ。

「邪じや魔まをするのもいい加減にしてもらおうか」

　押し殺した声でティアナに言った。皇女への礼儀を保つ余裕すらなくなっていた。

「今は『模も擬ぎ戦せん』の最中だ。闘技場から外に出ていろ」

「でも、戦いはもう終わったでしょう？」

　ティアナは首をかしげた。

「あなたの負けですね、バルバートル」

「なにを言ってる？　ぼくが負けるわけがないだろう。負けたのはそこにいる……」

　アダマスははっと口をつぐんだ。ティアナは彼の左胸を凝ぎよう視ししている。自分の体を見下ろしたアダマスは、闘技場の中心で棒立ちになった。

　胸当ての一部が抉えぐり取られたように消えている──さっき目の前をかすめた「ペイルライダー」の攻撃は、すでにアダマスの竜珠テイグレを粉砕していた。







　　　終章







　マグノリアは学院長室の窓のそばに立ち、講堂の屋上を見下ろしている。アバディーンの王子が放課後に剣術の練習をしていた場所だ──今日は誰だれの姿もなかった。

　すでに授業は終わり、生徒の大半は下校していた。

「ヴィクトル・アバディーンの容態はどうでしたか？」

　紅茶のカップを手にしたガートルードが言った。

「眠ってばかりいるようですよ、あのクズ」

　悪態をつきながらも、マグノリアの声は上機嫌だった。呼び名は「ウジ虫」から「クズ」に昇格している。

　三日前の「模擬戦」以来、彼は島の病院で治療を受けている。負けたバルバートルはほとんど無傷だったというのに、勝ったヴィクトルが一時は生命すら危ぶまれる容態だった。

「なにか話しましたか？」

「わたしが行った時は目を覚ましてましたからね。とりあえず賭かけを面白くした努力だけは誉ほめてやりました。あれだけ多くの観客を退屈させませんでしたから」

「……確かに、そうでしたね」

　ガートルードは素っ気なく相づちを打つと、濃い色の紅茶を口に運んだ。

「奴やつは自分がどうやって勝ったか、はっきり憶おぼえてないそうですよ」

　どうやら「ペイルライダー」を撃った瞬しゆん間かんの記憶がないらしい。もう一度同じことをしろと言われてもできないかも、と困惑気味に言っていた。

　それでもマグノリアは痛快な気分だった。「ペイルライダー」を作動させた竜騎士ドラグーンはここ十年で一人もいない。本当にヴィクトル・アバディーンが無能かどうか、無茶な「試験」で試した自分は正しかった。別に深い考えがあったわけではないが。

「ああ、そういえばどうなるのですか。あのクズの処分は？」

　マグノリアは笑顔で尋たずねる。少し間をおいてから、ガートルードは歯切れ悪く言った。

「退学は保留です。そして、ティアナ様との契約を一時的に承認します」

「…………ほう」

　眼鏡めがねの奥でマグノリアは目を細めた。

「保留だの一時的だの、ずいぶん往おう生じよう際ぎわの悪い処分ですな。あのクズは試験に合格したんですよ。在学も契約も素直に認めたらどうですか。それとも今度こそ年の取りすぎで判断力が」

「口を慎つつしみなさい、マグノリア。わたしの意志ではありません」
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　ガートルードは折りたたまれた深しん紅くの便びん箋せんをマグノリアに示した。竜帝国シヤンバラの宮城で使われているものだ。半分砕けた純白の封ふう蠟ろうを目にした途と端たん、マグノリアは息を吞のんだ。翼つばさを持つ竜りゆうの印いん璽じ──それを使える者は世界で一人しかいない。

「……竜りゆう帝てい陛下の親書ですか、これは」

「ティアナ様が竜帝国シヤンバラの宮城まで赴おもむかれ、今回の試験をやめさせて欲しいと陛下に直じき訴そなさいました。それを受けて、陛下の託されたものがこれです」

「は？　わざわざ竜帝国シヤンバラまで往復したんですか？　こんなことで？」

　まったくの初耳だった。そういえば試験までの数日間、島の中でティアナの姿を一度も見かけなかった。いくら皇女とはいえ、このような俗事に竜帝を関かかわらせるなどどうかしている。竜帝はこの世界を睥へい睨げいする存在であって、自らの手で統治する存在ではないというのが竜の世界の常識だ。

「お戻りになった時には模も擬ぎ戦せんは終わっていましたし、アバディーンも勝ったので必要はなくなりましたが、ティアナ様はこれをわたしに託されました。竜帝の親書を捨てるわけにいかなかったのでしょう」

　ガートルードはマグノリアに手紙を手渡した。読め、ということらしい。

「この件は他言無用に願います」

　副院長のブレロも知らないということだ。便箋を開いたマグノリアは目を丸くした。




『わがむすめはうそをついておるようす。

　たやすくいうことをしんじるなかれ。』




　子供のような悪筆は、確かに竜帝アレクシスの手によるものだ。マグノリアはガートルードに皇女を監視させていることを思い出した。肉親であるアレクシスから見ても、ティアナの態度はおかしいということだ──こうしてわざわざ注意を促うながすほど。

「……今日、ティアナ様はどちらにいらっしゃいますか？」

「アバディーンの病室で見かけましたよ。付きっきりで看病なさっているとか」

　ガートルードの表情が険しくなった。学院長の懸け念ねんがマグノリアにも伝わってきた。もしティアナが「噓うそ」をついているとすると、アバディーンの王子が無関係のはずはない。むしろ彼がティアナを操っている可能性すら考慮に入れているのだろう。

　ただ「無能」な人間なら大した害はないだろうが、そうではないことを彼自身が証明してしまった。不完全とはいえ「ペイルライダー」を操り、皇女との契約を控えた騎き士し候補だ。

「で、どうしてわたしに親書を見せたんですか」

「あなたにはわたしの目や耳の代わりになってもらいたいのです」

「ああ、スパイですね。嫌いやです」

　マグノリアはあっさりと断った。

「生徒のすることをいちいち探るなんて性しように合いません。クソ面白くもない」

「あなたがそういう性格だからこそ適しているのです。皆、あなたがそのような使命を受けているなど、思いも寄らないでしょうから」

「もっと目立たない奴やつで、喜んでやりそうな奴なら他ほかにいますよ。副院長とか……」

「……他の者に頼みたくないのです」

　途と端たんに断りにくくなった。彼女が断ればこの命令はブレロが受けることになるだろう。先日の「スパイ」騒動でもそうだったように、ガートルードの名前を借りてかげでなにをするか分かったものではない。学院長と副院長がうまくいっていないのは誰だれの目にも明らかだ。

「先生の手て駒ごま不足も深刻ですな」

　と、マグノリアは言った。

「いいでしょう。ただし、わたしのやり方でやらせてもらいますよ。必要に応じて他の連中も調べますが、それでもいいですか」

　アバディーンの周りの者たち──クリス・キッドマンやアダマス・バルバートルの存在も気になっていた。ティアナの「噓うそ」に関かかわりがあるのか分からないが、複雑な事情を抱かかえている者が多い気がする。

「いいでしょう」

　と、ガートルードはうなずいた。

「すべてあなたに任せます、マグノリア」




　病院の玄関から外に出たところで、アダマス・バルバートルはクリス・キッドマンにばったり出会った。アダマスに気づいた途端、相手の顔に警戒の色が浮かんだ。

「やあ、キッドマン」

　アダマスは構わずに笑顔を見せる。わざとらしくなりすぎない、憂うれいを引きずった表情。

「……やあ」

「君もアバディーンのところへ見舞いに来たのか？」

　と、彼は言った。

「ぼくもたった今行ってきたところだ」

　クリスは警戒を緩ゆるめなかった。この言葉だけでは足りないらしい。そこで、もう一押しすることにした。

「アバディーンには今までの非礼を詫わびに行ったんだ」

「詫びる？　君が？」

　アダマスは神妙にうなずいた。

　先日の「模も擬ぎ戦せん」で負けて以来、彼はブレロのアドバイスで謙けん虚きよに振る舞っている。成績優秀な生徒会長が、万人の見守る中で新入生に敗北した──この事実は動かしようがない。ここで傲ごう慢まんに振る舞えば、かえって彼への反感が強まるだけだろう。

　むしろ率直にこれまでの誤りを認め、勝者を称たたえることで「誇りある敗者」としての名声を高めた方が、今後のために有利だと判断したのだった。

「『神童』と呼ばれていたアバディーンに、ぼくは昔からずっと対抗意識を抱いだいていた」

　アダマスは卑ひ屈くつに響ひびかないように注意しながら言った。

「彼がここへ入学したことはぼくにとって大変な脅きよう威いだった。スパイがこの島にいるかもしれないと聞いて、その意識が間違った方向に進んでしまった……騎士学院グランデコルをスパイから守らなければ、という思いこみもあったかもしれない。彼にあらぬ疑いをかけてしまったんだ」

　大きく見開かれたクリスの目が間近にある。黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみ──死ね、とアダマスは心の中でつぶやいた。腐くさったレガリオン人が。

「君に対して偏へん見けんを抱いていたことも否定のしようがない。誰だれかを罪に陥おとしいれるつもりはなかったが、結果としてそう取られても仕方のない態度を取ってしまった。つまるところ、ぼくの精神の弱さが招いたことだった」

　アダマスは言葉を切ってクリスの反応を窺うかがった。表情が和やわらいでいる。悪い反応ではなかった。重要なことは味方だと思わせることだ。ヴィクトルにもクリスにもこの学院での「味方」はほとんどいない。理解を示そうとすれば必ずほだされる。きっと彼らの弱みを握ることができるだろう。

（いつか、必ず思い知らせてやる）

　ヴィクトルやクリスに対して、アダマスは強い怒りを覚えていた。ただ学院から追い出すだけでは足りない。自分の受けた屈くつ辱じよくを二倍にも三倍にもして返すつもりだった。そのためには彼らの弱みを握り、周到に準備を重ねる必要がある。

　特にあの赤毛の背後には、忌いま々いましい竜りゆうの皇女も控えている。あまり急がない方がいい。突然距離を縮めようとすれば必ず警戒される。まずは信用を得ることに努めなくてはならない。

　ふと、クリスが砲剣のケースを二つ背負っていることに気づいた。一つは彼の武器である「ファイアーフォックス」のようだが、もう一つは変わった形をしていた。

「……それは『ペイルライダー』かい？」

　と、アダマスは尋たずねる。クリスはちらりと背中を振り向いてからうなずいた。

「うん。ぼくたちはこの前の『模も擬ぎ戦せん』の賭かけでかなり配当金をもらったんだ。それをみんなで出し合って、これを買ってアバディーンに……いや、すまない」

　クリスは口をつぐむ。そういえば、ヴィクトルが使った「ペイルライダー」は、ラフエッジの店から「借りた」ものだったと後から聞いた。

「いや、賭けに勝った者が配当を受けるのは当たり前だ。ぼくだってそうするさ」

　アダマスがそう言うと、クリスはぎこちなく微笑ほほえんだ。

　汚れた奴やつらは汚れた金の使い方をする、とアダマスは心の中でつぶやいた。こうして向かい合っているだけで吐き気を催もよおしてくる。

「邪じや魔ましてしまったようだな……それじゃ、ぼくはもう帰るよ」

　丁重に挨あい拶さつをして、アダマスは歩き出した。

「バルバートル」

　背後から声をかけられて、アダマスは微笑を口元に浮かべてから振り返った。クリスはためらいがちに近づいてくる。

「実は君に一つ話しておきたいことがあるんだ」

　彼は声を低くして言った。

「生徒会長の君には言っておいた方がいいと思う……例の機甲竜ヒユドラを見たという手紙を出した者のことなんだけど」

　アダマスは表情を変えないように苦労した。エサに食いついてきた魚を眺ながめる気分だった。

「なんでも話してくれ」

　と、彼は言った。

「必ず秘密は守るよ」




　ジャン・アバディーンは病室のベッドに起き上がって「ペイルライダー」を握っている。もうかなり長い時間そうしているが、今までのように力が抜けていく感覚がない。どうやら竜脈ナーデイの「出口」を制御できるようになったらしい。右手と左手の両方に意識を分散させただけで、あっけないほどうまくいく。

（両腕を信じさえすれば、か）

　自分の竜脈ナーデイが両腕にあるなど、今まで想像もしていなかった。もちろん、あの時のヴィクトルもそれを知っていたはずがない──きっとなにか別のことを言いたかったのだと思う。

「……死んだ人間の竜脈ナーデイを誰だれかが受け継ぐってことはないのか？」

　ベッドの脇わきに座って、本を読んでいたティアナが顔を上げた。

「ないと思います」

　あっさりと否定された。

「そうか……」

　ヴィクトルは左利ききだった。自分の持っている竜脈ナーデイの半分は、もともと兄のものだった気がしてならない。自分は兄の形見を使っているのだと。

　話が終わったと思ったのか、彼女は読書に戻ってしまう。開いた窓から午後の風が入ってくる。空は雲一つなく晴れていた。

「あのさ」

　と、ジャンは再び声をかける。

「あんた、授業に出なくてもいいのか？」

　彼が入院して以来、彼女はほとんど毎日この病室に来ている。ジャンが目を覚ますたびに、ベッドの脇わきに同じ姿勢でたたずんでいた。

「ここにいる方が大事ですから」

　硬い声で彼女は言った。はっきり言われると少し気恥ずかしかった。試験には合格したのだから、契約の許可も下りるはずだ。そうなれば、ジャンも竜ル気ンを使えるようになる。最高の砲剣も手に入って、少しは目的に近づいた気がする。

「あなたは『ペイルライダー』を本当に使えるのですか？」

　突然、ティアナが尋たずねてきた。

「今はうまく使えないけど……必ず使えるようにするよ」

　沈黙が流れる。ティアナは本を閉じて、ジャンの顔をじっと見つめている。なにか言いたげな、どこか不安げな瞳ひとみ。ジャンは違和感を抱いだいた。ここに入院してから、何度かその表情を見たことがあるような気がした。

「……ひょっとして、なんか俺おれに言いたいこととかあんのか？」

　そう言ってから、ジャンは彼女に訊ききたかった話があったことを思い出した。どうして自分を騎士学院グランデコルに連れてきたのか、自分のどこを特別だと思ったのか。竜帝国シヤンバラから戻ってきたら話すと言っていた──。

「わたし、あなたに強くなって欲しくありません」

「……え？」

　ジャンは思わず訊き返した。

「あなたが屋上で練習している間も、竜脈ナーデイを制御できるようにならなくていいってずっと思っていました」

　その言葉はジャンの記憶に触れた。そういえば、似たような言葉をかけられたことがあった。ただの励はげましだと思って礼を言ったが、礼を言われる必要はないと拒絶された──。

　あの時も珍しく彼女は動揺していたと思う。

「ずっと噓うそをついていました」

　ティアナは苦しげな声で言った。

「あなたが特別だなんて、思っていませんでした。逆に特別な人間に見えなかったから、あなたを呼んだの……あなたに騎き士しとしての実力が絶対にないと思ったから」

　ジャンは放心したようにうつむいていた。初めて会った夜の会話が勝手に頭の中で再生される。学院にいてくれればいい、他ほかになにもしなくていいと彼女は言っていた。この島へ来てからもなにかをしろと言われたことはなかった。

　あの協議の時を除けば、彼女は一言もジャンの才能への期待など口にしていない。

「……騙だましたのか、俺のこと」

　それでもジャンの口から出たのは、彼女を責める言葉だった。裏切られたという気持ちを抑えることができなかった。

「だったらなんのために俺おれを呼んだんだよ？」

　と、ジャンは言った。

「俺と契約を結ぶつもりだったんじゃないのか？」

「わたしは誰だれとも契約を結びたくなかったの」

　ティアナは声を震ふるわせた。

「この三年間、ずっと次の契約を避けてきました。でも、もう先延ばしにはできない……だから、できるだけ無能な人間と契約を結ぶつもりだった」

「無能……」

　ジャンは絶句した。よりによって彼女の口からその言葉が出るとは、思ってもみなかった。

「わたしは、戦争に行きたくない……もう二度と殺すのは嫌いやなの」

　彼女は絞り出すような声で言った。

　はしばみ色の目の端から、涙が一筋だけ流れた。





〈了〉









　　　あとがき




　こんにちは。三み上かみ延えんと申します。




　初めてぼくの本を手を取ってくださった方には初めまして。

　ぼくにとっては八ヶ月ぶりの新刊で、新しいシリーズの第一巻ということになります。

　以前からぼくの小説を読んで下さっている方はお分かりかと思いますが、今までとかなり違う傾向の話になっています。現代の日本が舞台ではない長編を書くのは、デビューしてから初めてです。




　前作の『モーフィアスの教きよう室しつ』を書きながら、「主人公が名前を隠してどこかに潜入する」という話を漠ばく然ぜんと考えていました。舞台についてはあまりこだわりはなかったんですが、より面白くなるだろうからと選んだのが「異世界」と言ってもいい場所でした。

　そのジャンルの話は今まで書いたことないだろう、お前……という内なる声も聞こえた気もしたのですが、企画にＯＫをいただけたのが嬉うれしくていそいそと準備のためのメモを取り始めました。

　あの日からもう一年近く経たちます。それなりに資料も読んでちまちまと設定を練り、相当な数の登場人物も作ってよっしゃと書き始めて……からが大変でした。

　どう大変だったのか簡潔に言うと「うまく書けませんでした」なのですが、この仕事をしている人間にとってその言葉には万の意味があります。

　ぼくの場合について詳しく語るには、あと十倍ぐらいのページと大量の酒と涙が必要になりそうですし、せっかくのあとがきが愚ぐ痴ちっぽくなるばかりなのでばっさり省きます。吉きち祥じよう寺じあたりの焼き鳥屋でうっかりぼくと隣り合わせになれば聞けるかもしれません。逃げた方がいいと思います。

　とにかく予想外に時間がかかってしまい、多方面の方々にご迷惑をおかけしてしまいました。この場でお詫わびを申し上げます。

　でも、作者としてはきちんと胸を張って送り出せるものができたと思っています。ぼくの苦労そのものにはなんの価値もありません。今このあとがきを読んで下さっている皆さんに楽しんでいただくことがなによりも大事です。

　それが実現したらとても嬉うれしいのですが。




　さて、最後になりましたが謝辞を。

　この企画にゴーサインを出し、亀かめのごとき原稿の歩みに付き合って下さった前担当の鳥とり居いさん、後半部の展開で重要な助言を下さった現担当の高たか林ばやしさん、ありがとうございます。

　そして『モーフィアスの教きよう室しつ』に引き続きイラストを担当して下さることになった椎しい名な優ゆうさん、お忙しい中ありがとうございます。最初に書き始めた時から、椎名さんの絵だったらと思っていたのでとても嬉しいです。

　校こう閲えつさん、デザイナーさん、営業の担当さん、この本に関かかわって下さっているすべての方、そして今この文章を読んで下さっている皆さんに最大限の感謝を。




　二巻の準備にはもう入っています。もっと面白くしようと知恵を絞っている最中です。

　今後ともお付き合いいただければ幸いです。


三み上かみ 延えん
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三み上かみ 延えん

神奈川県出身。東京都在住。かわいいともきれいとも思えない、ごつごつして人になつかない生き物がわりと好きです。これは近所の公園の池にいた亀。エサを待ってるのか泳ぎ疲れてるのか、とにかく目が合ったので記念に。
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イラスト／椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞＜金賞＞受賞者。電撃文庫では、『モーフィアスの教室』『月と貴女に花束を』等のイラストを担当。画集に『椎名優画集 天球綺譚』『同Ⅱ 幻燈庭園』等がある。
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